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本書の読み方 


本書で使用している記号や表記には、次のような意味があります。 

•記号について 


^8 

操作中に気を付けていただきたい内容です。必ずお読みください。 

鐘 

補足事項や、参考となる情報を説明しています。 


•表記について 


本製品 

CG-WLBARGP を指します。 

「」—「」-「」 

「」で囲まれた項目を順番に選択することを示します。 


•イラスト、画面について 

本文中に記載のイラストや画面は、実際と多少異なることがあります。 


•正式名称について 


本書で使用しているソフトウェア名の正式名称は以下のとおりです。 

• Windows® の正式名称は、 Microsoft® Windows® Operating System です 0 

• Windows® XP は、 Microsoft® Windows® XP Home Edition operating system および Microsoft® 
Windows® XP Professional operating system の略です。 

• Windows® 20 ◦◦ は、 Microsoft® Windows® 2000 Professional operating system の略です 0 

• Windows NT4.0 は、 Microsoft® Windows® NT workstation operating system の略です 0 

• Windows® Me は、 Microsoft® Windows® Millennium Edition operating system の略です 0 

• Windows® 98SE は、 Microsoft® Windows® 98 Second Edition operating system の略です 0 

• Windows® 98 は、 Microsoft® Windows® 98 operating system の略です 0 

• Windows® 95 は、 Microsoft® Windows® 95 operating system の略です 0 

• 本書では、 Windows® 98 と Windows® 98SE を含めて、 Windows 98 と表記しています。 


2 










目次 

ノ 


本書の読み方 . 2 

PART 1 まず準備が必要 . 5 

インターネットへの接続方法を決めよう . 5 

無線 LAN 環境のみで構成するネットワークの構築例 . 5 

無線 LAN 環境と有線 LAN 環境が混在したネットワークの構築例 . 6 

無線 LAN のセキュリティー対策について . 6 

本製品の特長をとらえよう . 7 

PART 2 パソコンと本製品を接続しよう（有線接続） . 8 

接続の準備をしよう . 8 

本製品を設置する場所について . 8 

本製品の電源を入れるには . 9 

パソコンと本製品を接続しよう . 10 

パソコンとモデムを本製品に接続する . 10 

PART 3 パソコンと本製品を接続しよう（無線接続） . 12 

接続の準備をしよう . 12 

本製品を設置する場所について . 12 

本製品の電源を入れるには . 13 

パソコンと本製品を接続しよう . 14 

本製品にモデムを接続する . 14 

パソコンと本製品を接続する . 15 

PART 4 ネットワークに接続しよう . 17 

パソコンのネットワーク設定をしよう . 17 

Windows XP で利用しよう . 17 

Windows 2000で利用しよう . 20 

Windows Me/98/95 で利用しよう . 24 

Mac 〇 S で利用しよろ . 29 

Web ブラウザーの設定をしよう . 30 

Windows の場合 . 30 

Macintosh の場合 . 31 

本製品の設定をしよう . 32 

簡単に接続しよう . 32 

インターネットに接続してみよう . 37 

2台目以降のパソコンを接続しよう . 38 

セキュリティーの設定をしよう（無線接続の場合） . 39 

WEP を設定する . 40 

WPA を設定する . 44 

ESSID を変更する . 46 


3 










































PART5 トラブルや疑問があったら . 48 

解決のステップ . 48 

取扱説明書や契約書を再確認する。管理者に確認する . 49 

Q&A. 49 

インターネットに接続できない . 49 

パソコン同士がつながらない . 52 

本製品の設定ユーティリティーが起動しない . 52 

本製品の設定ユーティリティーに□グインできない . 53 

ファームウエアのアップデートに失敗した . 53 

パソコンの IP アドレスを調べたい、更新したい . 53 

最新のファームウエアを入手してアップデートしたい . 55 

本製品のパスワードを変更したい . 57 

本製品を再起動したい . 58 

本製品を工場出荷時の状態に戻したい . 59 

コレガのホームページの情報を活用する . 60 

PART6 設定ユーティリティーを見てみよう . 61 

設定ユーティリティーの使い方 . 61 

設定ユーティリティーの起動/終了のしかた . 61 

設定ユーティリティーの全体構成について . 61 

設定画面®餓能 . 62 

Home 〜 WAN 側、 LAN 側の現在の設定を表示する、設定ユーティリティーを終了する〜 . 62 

Wizard 〜まずインターネットに接続する〜 . 62 

WAN (WAN 側設定）〜インターネット （WAN) 側の設定をする〜 . 62 

LAN (LAN 側設定）〜パソコン (LAN) 側の設定をする〜 . 77 

Wireless 〜ワイヤレス機能の設定をする〜 . 78 

Password (パスワード）〜本製品の設定変更を制限する〜 . 83 

Status (ステータス）〜現在の接続状態を表示する〜 . 84 

Advanced 〜より高度な機能を設定する〜 . 94 

PART 7 こんなときにはこの設定 . 113 

ネットワークゲームをするには . 113 

音声/ビデオチャットなどのツールを使うには . 115 

外部にサーバーを公開するには . 116 

マルチ PPPoE で2つの接続先を使い分けるには . 117 

複数固定 IP サービスを利用するには （Unnumbered 利用） . 122 

付録 . 123 

MAC アドレスについて . 123 

マルチ PPPoE 機能での制限事項 . 124 

推奨ブラウザについて . 125 

おことわり . 125 


4 










































まず準備が必要 

ノ 


インターネットへの接続方法を決めよう 


本製品は、 IEEE 802.1 lg 規格と IEEE 802.11 b 規格に対応したワイヤレス（無線 LAN ) 通信 
のアクセスポイント機能を備えています。 IEEE 802.1 lg 規格または IEEE 802.1 lb 規格に対 
応した無線 LAN アダプターと組み合わせることで、本製品とパソコンを無線接続できます。ま 
た、ネットワークアダプタを使用して無線 LAN 環境と有線 LAN 環境を統合したネットワークを 
構築することができます。以下の例を参考にして本製品とバソコンの接続方法を決めてください。 


本製品は、各社の無線 LAN 機器との間で相互接続性を確保していますが、個別製品の接 
続可否については、お使いの機器の製造•販売元にお問い合わせください。また、コレ 
ガのホームページでは、本製品との接続が確認された動作検証表を随時公開してゆきま 
すので、あわせてご覧ください。 

無線 LAN の通信モードには、「インフラストラクチャーモード （Infrastructure mode)」 
と「アドホックモード （AdHocmode)」 の2種類がありますが、下図のように本製品 
と組み合わせてネットワークを構築する場合には、無線アダプターを「インフラストラ 
クチャーモード」に設定して使用します。 


■無線 LAN 環境のみで構成するネットワークの構築例 


ADSL / CATV モデム 
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■無線 LAN 環境と有線 LAN 環境が混在したネットワークの構築例 


ADSL/CATV モデム 



1^1 • 有線 LAN 環境を混在させる場合は、 10BASE-T/100BASE-TX 対応のネットワークアダプ 

夕が必要です。 

• 有線接続での本製品とバソコンを接続する方法については、「 PART2 バソコンと本製品 
を接続しよう（有線接続)」 (P.8) をご覧ください。 

• パソコン（ネットワークアダプタ）の設定方法については、 「PART4 ネットワークに接 
続しよう」 (P.17) をご覧ください。 


■無線 LAN のセキュリティー対策について 

無線 LAN では電波を使って通信を行うため、電波が届く範囲であれば、通信内容を傍受された 
り、不正侵入されたりする恐れがあります。このようなことがないように、次のようなセキュリ 
ティー機能を用意しています。設定を行いたい場合は、 PART 4 の「セキュリティーの設定をし 
よう（無線接続の場合)」 （ P _39) や 「 PART 6 設定ユーティリテイーを見てみよう」 （ P .61) を 
参照してください。 


-通信内容を暗号化する 

WEP (暗号キー）を設定する 
WPA (高度な暗号キー)を設定する 
-通信相手を識別、限定する 
ESSID の設定を変更する 
「アクセス制限」を設定する 

1 ^€ 1 本製品の工場出荷時の設定は、 
右表のとおりです0 


• ESSID を隠す 

「ステルス AP 」 を設定する 


項目 

出荷時設定 

ESSID 

corega 

アクセス制限 

なし 

暗号化 （ WEP/WPA) 

OFF 
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本製品の特長をとらえよう 


本製品には、次のような機能があります。 

• FTTH/ADSL/ フレッツ • ADSL/CATV 対応のワイヤレスブロードバンドルーター 

• WAN ポートは1〇〇巳 ASE-TX/1 〇巳 ASE-T 対応 
•セットアップウィザードで簡単インターネット接続 

• 簡単 Web 設定で無線 LAN アクセスポイント機能をサボート 

• 802.1 lg による相互接続性を確保 

• 64/1 28bit の WEP 暗号化による高度なセキュリティーを確保 

•WPA 暗号化により、一定時間ごとに暗号を変更するすることで、 WEP より更に高度なセ 
キュリティーを確保 

•2 つのルーティング方式（スタティック, RIP ) に対応 

• PC データべースによるユーザー管理が可能 
• 詳細なアクセス制限が可能 

• E-MAIL 機能にて□グ情報を指定のアドレスに送信可能 
•DDNS (ダイナミック DNS) 対応 

•Web 管理による HTTP からのファームウエアアップグレードが可能 
• インターネットを経由したリモート設定が可能 

• UPnP 対応 

• NetMeetingx Windows Messenger (Windows XP SPI 以降)、 MSN Messenger 
(Windows XP SPI 以降)に対応 
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3171 yy \°ソコンと本製品を接続しよう（有線接続) 



付属の「はじめにお読みください」の「安全にお使いいただくために」をお読みになり、使用時 
の注意についてご確認ください。本製品の上面と底面にある通気口は、放熱のため塞がないでく 
ださい。 


■本製品を設置する場所について 


•設置に適した場所 

-水平で落下の恐れがない場所（机の上など） 

• 風通しのよい涼しし)場所 

•設置に適さない場所 

• 直射日光の当たる場所 

• 暖房器具の近くなどの高温になる場所 

•急激な温度変化のある場所（結露するような場所） 

• 湿気の多い場所や、水などの液体がかかる場所（製品仕様に記載されている環境でご使用ください) 
• 振動の激しい場所 

•ほこりの多い場所や、ジユータンを敷いた場所（静電気障害の原因になります） 

• 腐食性ガスの発生する場所 

•パソコンやモデム、ディスプレイなど、発熱する機器の上 







■本製品の電源を入れるには 
•本製品の電源の取り方 

本製品の電源は、たこ足配線などを避け、他の機器と別系統で取るようにしてください。必ず付 
属の専用 AC アダプターを使用し、 AC 100 V の電源コンセントに接続してください。それ以外 
の AC アダプターやコンセントを使用すると、発熱による発火や感電の恐れがあります。 

•本製品の電源の入れ方/切り方 

本製品背面の DC ジャックに AC アダプターの DC プラグを接続し、 AC プラグを電源コンセン 
卜に差し込むと電源が入ります。 AC アダプターの AC プラグを電源コンセントから抜くと電源 
が切れます。 


0 -本製品には電源スイッチがありません。 AC プラグを電源コンセントに接続した時点 

で、電源が入りますのでご注意ください。 

•AC アダプターの AC プラグを電源コンセントに差し込んだまま DC プラグを抜かない 
でください。感電事故を引き起こす恐れがあります。 
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パソコンと本製品を接続しよう 


■パソコンとモデムを本製品に接続する 

モデムやパソコンなど、本製品とネットワーク接続する機器を LAN ケーブルで接続してください。 

•推奨ケーブルについて 

すべてのケーブルが機器間を接続するのに適切な長さであることを確認します。本製品とバソコ 
ンを接続する LAN ケープルの長さは100 m 以内にしてください。また、ケーブルは、カテゴリー 
5の LAN ケーブル（ストレートタイプ）を使用してください。 

1本製品とネットワーク接続するモデム、パソコンなどの機器の電源をすべて切るか、電源コン 
セントから抜いてください。 

2 本製品背面の LAN ポートに LAN ケープルを接続します。 

3 LAN ケーブルのもう一方をパソコンの LAN コネクターに接続します。 

4 本製品背面の WAN ポートに添付の LAN ケーブルを接続します。 

5 モデムまたは回線終端装置などのネットワークポート （RJ-45) に LAN ケーブルのもう一方 
を接続します。 

6モデムまたは回線終端装置などの電源を入れます。 

7 本製品背面の DC ジャックに付属の専用 AC アダプターを接続します。 

8付属の専用 AC アダプターをコンセントに接続し、本製品の電源を入れます。 
















9 パソコンの電源を入れます。 

10 本製品前面のケーブルを接続したポートの Link/Act LED が点灯していることを確認します。 
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パソコンと本製品を接続しよう（無線接続） 


接続の準備をしよ- 


付属の「はじめにお読みください」の「安全にお使いいただくために」をお読みになり、使用時 
の注意についてご確認ください。本製品の上面と底面にある通気口は、放熱のため塞がないでく 
ださい。 

■本製品を設置する場所について 

•設置に適した場所 

-水平で落下の恐れがない場所（机の上など） 

• 風通しのよい涼しい場所 

•設置に適さない場所 

• 直射日光の当たる場所 

• 暖房器具の近くなどの高温になる場所 

•急激な温度変化のある場所（結露するような場所） 

• 湿気の多い場所や、水などの液体がかかる場所（製品仕様に記載されている環境でご使用ください） 
• 振動の激しい場所 

•ほこりの多い場所や、ジユータンを敷いた場所（静電気障害の原因になります） 

• 腐食性ガスの発生する場所 

•パソコンやモデム、ディスプレイなど、発熱する機器の上 




本製品のワイヤレス機能を利用して無線 LAN を構築する場合は、通信相手となる無線 LAN 
アダプターと本製品を、通信可能な距離の範囲内に設置してください。本製品の最大通信 
距離は、屋外で 300m、 屋内で100 m(54Mbps 通信時:屋外 40m、 屋内 30m) ですが、周辺 
の環境（障害物など）や、通信相手機器の性能、相手側機器との距離などにより、通信速 
度、距離が大きく変動します。 


12 








■本製品の電源を入れるには 
•本製品の電源の取り方 

本製品の電源は、たこ足配線などを避け、他の機器と別系統で取るようにしてください。必ず付 
属の専用 AC アダプターを使用し、 AC 100 V の電源コンセントに接続してください。それ以外 
の AC アダプターやコンセントを使用すると、発熱による発火や感電の恐れがあります。 

•本製品の電源の入れ方/切り方 

本製品背面の DC ジャックに AC アダプターの DC プラグを接続し、 AC プラグを電源コンセン 
卜に差し込むと電源が入ります。 AC アダプターの AC プラグを電源コンセントから抜くと電源 
が切れます。 


@ -本製品には電源スイッチがありません。 AC プラグを電源コンセントに接続した時点 

で、電源が入りますのでご注意ください。 

• AC アダプターの AC プラグを電源コンセントに差し込んだまま DC プラグを抜かない 
でください。感電事故を引き起こす恐れがあります。 
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[ パソコンと本製品を接続しよう 

_ J 

■本製品にモデムを接続する 



1 本製品とネットワーク接続するモデム、パソコンなどの機器の電源をすべて切るか、電源コン 
セントから抜いてください。 

2本製品背面の WAN ポートに添付の LAN ケーブルを接続します。 

3 本製品のアンテナを立てます。 

4 モデムまたは回線終端装置などのネットワークポート （ RJ -45) に LAN ケーブルのもう一方 
を接続します。 

5 モデムまたは回線終端装置などの電源を入れます。 

6本製品背面の DC ジャックに専用 AC アダプターを接続します。 

7 本製品の専用 AC アダプターをコンセントに接続し、本製品の電源を入れます。 
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■パソコンと本製品を接続する 

バソコンの電源を入れて、パソコンに取り付けた無線 LAN アダプターの設定を以下のように変 
更し、本製品とのワイヤレス接続を開始します。なお、設定方法は、お使いの〇 S のバージョン 
や無線 LAN アダプターによって異なります。 


項目名 

設定 

説明 

通信モード 

インフラストラクチャ- 

( Infrastructure ) 

モ-ド 

無線 LAN には、通信モードが2つあります。本製品を使ってインター 
ネ ッ トに接続するとき には、 「インフラストラクチャー 
( Infrastructure )」 モードにします。 

ESSID 

corega 

無線 LAN に接続する機器を識別する名前です。 「 SSID 」 と呼ばれる 
ことちあります。 

チヤンネル 

Auto 

使用する電波の周波数（無線チャンネル）です。 

暗号化 ( WEP / WPA 等） 

OFF 

通信データを暗号化するための暗号キーです。 


0 作業を始める前に、本製品と、無線 LAN アダプターを取り付けたパソコンが、通信可能 
な距離の範囲内に設置されていることを確認してください。電波の受信状態が悪いと、正 
しく設定を行えない場合があります。なお、本製品の最大通信距離は、屋外で 300 m 、 屋 
内で100 m (54 Mbps 通信時:屋外 40 m 、 屋内 30 m ) です（使用環境によって異なります）。 


• 無線 LAN の設定のしかた （Windows XP の場合） 

Windows XP では、多くの場合、本製品からの電波が受信できるようになった時点で自動的に 
ESSID が検索され、必要な設定が行われるので、「ワイヤレスネットワークへの接続」画面で 
rcoregaj を選択して「接続」をクリックするだけで、本製品と接続できます。ただし、お使い 
になる無線 LAN アダプターによっては、 IS 定用ソフトウェアなどによる設定が必要な場合もあ 
ります。詳しくは、無線 LAN アダプターの取扱説明書を参照してください。 


次のワイヤレスネットワークは利用で•きます。ワイヤレスネットワーびこアクセスする 
に役、一覧から逞折してから、[接続]をクリックしてく技い。 

利用できるワイヤレスネットワ-ク妙 




上 


このワイ V レスネットワ-クはセキュリティでイ呆謨されていません。頭正や 
データの暗号化(こネットワークキー ( WEP ) が使用されていないため、こ 
のネットワークをとおして送信されるデ w は、許可？ n ていな〇アウセス 
を受ける可能性がありま t 。 


舰織腿削 ■ベ 


ネットワークへの招続に問題がある場合は、群細設定]をウリツクしてく枝〇。 


し詳細設定(否)...;) 


J ^(C) J|4- 


〇 TcoregaJ をクリックします 0 

現在接続可能な相手 ( ESSID ) が表 
示されます。 

g 内容を確認し、ここにチェック 
を付けます。 

0 クリックして接続を開始します。 
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•無線 LAN の設定のしかた （Windows 2000 / Me /98/95 の場合） 

お使いの無線 LAN アダプターによって、 I 史定方法は異なります。無線 LAN アダプターの取扱説 
明書を参照して、 ESSID を設定してください。 



IJESSID 欄に 「corega」 と入力 


©タリックして接続を開始します。 


團 上の画面は、弊社 IEEE 802.1 1 g 規格対応無線 LAN アダプター 「 WLCB -54 GT 」 での設定画 
W 面の例です。設定のしかたは、お使いの製品によって異なります。 


•うまく接続できない場合は 

ここまでの設定でうまく接続ができない場合は、次の点を確認してください。 

• ESSID やチヤンネル、 WEP などは正しく設定したか？ 

•本製品と、通信相手となるパソコンは、通信可能な距離に設置されているか？ 

詳しくは、 「 PART 5 トラブルや疑問があったら」 （ P .48) を参照してください。また、お使い 
の無線 LAN アダプターの取扱説明書も参照してください。 
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ネットワークに接続しよう 


ノ 


パソコンのネットワーク設定をしよう 


本製品を利用してインターネット接続ができるように、ご使用になるパソコンのネットワーク設 
定を行います。 

次の内容を確認してください（確認と設定の方法は、 0 S の種類など、ご使用になるパソコンの 
環境により異なります)。 

-ネットワークアダプタの設定 
• TCP / IP の設定 


I 到 •複数のパソコンをインターネットに接続させる場合、すべてのパソコンでネットワーク 
設定を行う必要があります。 

•本製品と無線接続する場合は、作業を始める前に、お使いになるパソコンに無線 LAN ア 
ダブターを取り付けて、ドライバーや設定に必要なソフトウェア（ユーティリティーな 
ど）のインストールを済ませておいてください。取り付け、設定方法については、お使 
いのパソコンや無線 LAN アダプターの取扱説明書を参照してください。 


■ Windows XP で利用しよう 

0 この作業は「コンピュータの管理者」または同等の権限をもつユーザー名でログオンし 

て行ってください。ユーザー権限については、 os の取扱説明書を参照してください。 

•ネットワークアダプタの状態を確認する 

パソコンに取り付けられたネットワークアダプタが正常に動作しているか、デバイスマネージャ 
などで確かめます。 

1「スタート」一「マイコンピュータ」を右クリックし、メニューの「プ□パティ」をクリックしま 
す。 

2 「ハードウエア」タブを表示して「デバイスマネージャ」ボタンをクリックします。 

3 「デバイスマネージャ」画面の「ネットワークアダプタ」をダブルクリックします。 














4 ネットワークアダプタの名称が表示されていることを確認します。 


デパイスマネージャ 


ファイル (£) 棵作⑻表示 M ヘルプ ( Jd ) 

in nf 1 #囹趣 

+ QIDE ATA/ATAPI コント□ーラ 
IS fl PCMCIA アタブ$ 

[+J ^ USB (Universal Serial Bus) コント 11" •ラ 
B b キーポード 


由 j コンピュータ 

由®サウンド、ビデオ、およ D ゲ-ムコント□う 


由9システムデパイス 
田*^ディスクドライブ 


由§ディスブレイ 7 ㈣ 

- ^l&SBSbBSE££S _ 

I m coreea FEtherH PCC-TXD LAN Card 


is 41 プ□セクサ 

+ Q フロッピ—ディスクコント□ーラ 


H 回® 


—〇ネットワークアダプタの名 
称を確認します。 

※実際に表示される名称は、 
ご使用になつているネット 
ワークアダプタのメーカー、 
機種によって異なります。 


0 X や！マークが表示されている場合、ネットワークアダプタは正常に動作してい 
ません。ネットワークアダプタの取扱説明書をお読みになり、正常な状態にして 
ください。 


• TCP / IP プロトコルを確認する 

1「スタート」一「コント□—ルパネル」をクリックします。 

2 「コント□—ルパネル」にある「ネットワークとインターネット接続」をクリックします。 

「ネットワークとインターネット接続」が表示されていない場合は、画面左側の「カテゴリの表 
示に切り替える」をクリックしてください。 

3 「ネットワーク接続」アイコンをクリックします。 

4パソコンと本製品を有線接続する場合 

「口ーカルエリア接続」を右クリックし、メニューから「プ□パティ」を選択します。 

パソコンと本製品を無線接続する場合 

「ワイヤレスネットワーク接続」を右クリックし、メニューから「プロパティ」を選択します。 
5 「全般」タブで「インターネットプロトコル(丁 CP /1 P )」 が有効になっているか確認します。 


— 〇ネットワークアダプタの名称を確認 
します。 

※実際に表示される名称は、ご使用に 
なっているネットワークアダプタの 
メーカー、機種によって異なります。 

—©チェックマークが入っていることを 
確認します。 
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6 「インターネットプロトコル( TCP / IP )」を選択し、「プ□パティ」ポタンをクリックします。 


7 「全般」タブにある 「 IP アドレスを自動的に取得する」と 「 DNS サーパーのアドレスを自動的に 
取得する」を選択し、「詳細設定」ポタンをクリックします。 



〇この項目を選択します。 


©クリックします。 


8 「 TCP / IP 詳細設定」画面で 「 DNS 」 タブをクリックし、「この接続のアドレスを DNS に登録す 
る」のチェックを外します。 



〇ここをクリックします。 


0この項目のチェック マーク 
を外します。 


9 「0 K 」 ボタンをクリックします。 

10「インターネットプ□トコル ( TCP / IP ) のプ□パティ」画面で、 「0 K 」 ポタンをクリックします。 
11「□—カルエリア接続のプロパティ」画面で、「閉じる」ポタンをクリックします。 

12再起動を促すメッセージが表示された場合は、再起動します。 


メッセージが表示されなかった場合も、手動で再起動してください。 


13次に 「 Web ブラウザーの設定をしよう」 ( P .30) に進みます。 
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■ Windows 2000で利用しよう 

0 この作業は、 「 Administrator 」 または同等の権限を持つューザー名でログインして行って 

ください。ューザー権限については、 0 S の取扱説明書を参照してください。 

參ネットワークアダプタの状態を確認する 

パソコンに取り付けられたネットワークアダプタが正常に動作しているか、デバイスマネージャ 
などで確かめます。 

1 デスクトップにある「マイコンピュータ」を右クリックし、メニューの「プロパティ」をクリッ 
クします。 

2 「ハードウエア」タブを選択し、「デバイスマネージャ」ボタンをクリックします。 

3一覧の「ネットワークアダプタ」をダブルクリックします。 

4ネットワークアダプタの名称が表示されていることを確かめます。 



〇ネッ トワークアダプタの名称を 
確認します。 


0 X や！マークが表示されている場合、ネットワークアダプタは正常に動作してい 
ません。ネットワークアダプタのマニュアルをお読みになり、正常な状態にして 
ください。 


I 到 デバイスマネージャに表示されるネットワークアダプタの名称は、ご使用になって 
いるネットワークアダプタのメーカー、機種によって異なります。 
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• TCP / IP プロトコルを確認する 


1 

2 


「スタート」一「設定」一「ネットワークとダイヤルアップ接続」をクリックします。 

「□—カルエリア接続」アイコンを右クリックし、メニューの「プロパティ」をクリックします。 



〇「口ーカルエリア接続」のアイコン 
を右クリックします。 

©「プロパティ」をクリックします。 


※「口ーカルエ U ア接続」の名称はご使用のノ くソコンの環境により異なる場合があります。 
3 「インターネットプロトコル( TCP / IP )」が有効になっていることを確認します。 


0- カルエリア接続®ブ□パティ 


全股| 
接続の方法： 






coreea FEtherll PCC-TXD LAN Card p 


I 播成 (0 


チ於クマ~クがオンになってい § コンポ~ネントがこ®招続で•使用されています (Q): 
0遵 Microsoft ネットワ-ク用ファイルとブリンタ共有 


イントネ9トブロト]ル CTCP/1P) I 


インスト-ル <P... I 則除 (U) 

「説明—— 


ブ□パティ (B) 」 


: D ピュー如、 Microsoft ネ9トワーク上の ij' ノースにアきます。 


-掊樹寺に$スクパーにアイコンを表示す S 卿 


| キゃンセル 


|ネットワークアダプタの名称を確認 
します。 


0チェックマークが入っているとを確 
認してください。 


尚 •デバイスマネージャに表示されるネットワークアダプタの名称は、ご使用になっ 

^ ているネットワークアダプタのメーカー、機種によって異なります。 

•「インターネットプロトコル（ TCP / IP )」が一覧にない場合は、 「 TCP / IP をイン 
ストールする」 ( P .23) を参照してください。 


4 「インターネットプロトコル( TCP / IP )」を選択し、「プロパティ」ポタンをクリックします。 
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5 「 IP アドレスを自動的に取得する」と 「 DNS サーパーのアドレスを自動的に取得する」を選択 
し、「詳細設定」ポタンをクリックします。 



〇この項目を選択します。 


@クリックします。 


6 「 TCP / IP 詳細設定」画面で 「 DNS 」 タブを選択し、「この接続のアドレスを DNS に登録する」 
のチェックを外します。 



〇ここをクリックします。 


0この項目のチェックマークを外 


7 「0 K 」 ポタンをクリックします。 

8 「口ーカルエリア接続のプ□パティ」画面で 「0 K 」 ポタンをクリックします。 

9 再起動を促すメッセージが表示された場合は再起動します。 

メッセージが表示されなかった場合も、手動で再起動してください。 

10 次に 「 Web ブラウザーの設定をしよう」 ( P .30) に進みます。 
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• TCP / IP をインス I -ールする 


TCP / IP がインス I ルされていなかった場合は、次の手順でインス I ルしてください。 


1「□—カルエリア接続のプ□パティ」画面で「インス!ル」ボタンをクリックします。 

2 「ネットワークコンポーネントの種類の選択」画面が表示されたら「プロトコル」を選択し、「追 
カロ」ボタンをクリックします。 

3 「ネットワークプロトコルの選択」画面が表示されたら「インターネットプロトコル ( TCP / 
ip )」 を選択し、 「 ok 」 ボタンをクリックします。 



〇「インターネットプロトコル 
(TCP/IP)」を選択します。 

0「 ok 」 ポタンをクリックします。 


4 「口ーカルエリア接続のプ□パティ」画面で「インターネットプロトコル( TCP / IP )」が有効に 
なっていることを確認します。 


インス!ルが完了したら、 「 TCP / IP プロトコルを確認する」 （ P .21) の手順を行ってくださ 
い0 


23 



















■ Windows Me /98/95 で利用しよう 


•ネットワークアダプタの状態を確認する 

パソコンに取り付けられたネットワークアダプタが正常に動作しているか、デバイスマネージャ 
などで確かめます。 

1 デスクトップにある「マイコンピュータ」を右クリックし、メニューの「プロパティ」をクリツ 
クします。 


2 「デバイスマネージャ」タブをクリックし、表示された八ードウエアデパイスの一覧から「ネッ 
トワークアダプタ」をダブルクリックします。 

3ネットワークアダプタの名称が表示されていることを確認します。 



〇ここをクリックします。 


0ネットワークアダプタの名称を 
確認します。 

※実際に表示される名称は、ご使 
用になっているネットワ_クア 
ダプタのメーカー、機種によつ 
て異なります。 


0 * X や！マークが表示されている場合、ネットワークアダプタは正常に動作してい 
ません。ネットワークアダプタのマニュアルをお読みになり、正常な状態にして 
ください。 

•「 Microsoft 仮想プライべートネットワークアダプタ」「ダイヤルアップアダプタ」 
などのアダプタ名が表示されていることがありますが、これらは本製品で使用す 
るネットワークアダプタと関係ありません。 


• TCP / IP プロトコルを確認する 


ここでは例として Windows Me を使用しています 。 Windows 98/95をご使用の場合も手順 
は同様です。 

1「スタート」一「設定」 一 「コントロールノ^ネル」をクリックします。 

Windows Me の場合、よく使うコントロールパネルのオブションだけが表示され 
^ ているときは、「すべてのコントロールパネルのオプションを表示する。」をクリッ 
I クすると、「ネットワーク」アイコンが表示されます。 

2 「コント□—ルパネル」にある「ネットワーク」アイコンをダブルクリックします。 
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3 「ネットワークの設定」タブ内で「現在のネットワークコンポーネント」の欄に 「 TCP/IP -> 
XXXXX (ネットワークアダプタ名)」が表示されていることを確認します。 



ネットワ'■ク①設定|翻帳報|アクセス①釗御| 




現在似、ットワ-ウコンポーネント吵 


豐 Microsoft ネ9トワーりクライアント 
©corega FEtherH PCC-7XD LAN Card 
■料イやルア9ブ 7 物 




『TCP/IP -> corega FEtherE PCC-TXD LAN Card | - 

W I OP/IP-> タイ I 7 ル户クフ 7979 





OrTCP/IP - >XXXXX (ネットワー 
クアダプタ名)」 を確認します。 


勤 | I I 

優先时こロヴオンす於ットワ-ク (L>: 
llWindows オン 

ファイルとブリンタの共有©... | 


OK I キゃ >tZ ル 


j ^. T ] •「TCP/IP —〉 XXXXX (ネットワークアダプタ名）」が表示されていなかった場合 

は、 「TCP/IP をインストールする」 （P.27) を参照してください。 

•「TCP/IP->」 の横に表示される名称は、ご使用になっているネットワークアダ 
プタのメーカー、機種によって異なります。 

• ダイヤルアップアダプタがない場合は「インターネットプロトコル（TCP/IP)」、 
「TCP/IP」などと表示される場合もあります。 


4 「現在のネットワークコンポーネント」の一覧から 「 TCP/IP —> XXXXX (ネットワークアダ 
プタ名)」を選択し、「プ□パティ」ポタンをクリックします。 



〇ご使用のネットワークアダプタ名が 
表示されているちのを選択します。 

0「プ□パティ」ボタンをクリックし 
ます。 


H rTCP/IP ->XXXXX (ネットワークアダプタ名）」が複数表示されている場合は、 
尚 ご使用になるネットワークアダプタの方を選択します。 
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5 rip アドレス」タブで rip アドレスを自動的に取得」を選択します。 



〇この項目を選択します。 


6 「0 K 」 ポタンをクリックします。 

7 「ネットワーク」画面の、 「 ok 」 ボタンをクリックします。 

j}.fl Windows の OS 用ディスクを入れるようにダイアログが表示された場合はドライ 

W ブに Windows の OS 用ディスクを挿入し、メッセージにしたがって操作します。 

I 再起動を促すメッセージが表示されたら再起動します。 

8次に 「 Web ブラウザーの設定をしよう」 （ P .30) に進みます。 
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• TCP / IP をインス I ■'ールする 

TCP/IP がインス I -- ルされていなかった場合は、次の手順でインス I -- ルしてください。 

1 r ネットワーク」の画面で、「追加」ボタンをクリックします。 

2 「ネットワークコンポーネントの種類の選択」画面で「プロトコル」を選択し、「追加」ボタンを 

クリックします。 


3 「ネットワークプロトコルの選択」画面の「製造元」で 「Microsoft」 を選択し、「ネットワークプ 

□ トコル」の一覧から「TCP/IP」を選択します。 


2<J 


が®る場合は、[ディスク使用]をクリックしてくだきい。 


ネットワークゴロトコル： 



ディスク使用出).. .1 


OTCP / IP を選択します。 


OK j キャンセ:ル I 


4 「OK」 ボタンをクリックします。 

5 「現在のネットワークコンポーネント」の一覧に 「TCP/IP _>XXXXX (ネットワークアダプ 
夕名)」が追加されていることを確かめます。 



OrTCP / IP - > XXXXX (ネットワー 
クアダプタ名)」 を確認します。 


尚 •「TCP/IP — >」の横に表示される名称は、ご使用になっているネットワークアダ 

プタのメーカー、機種によって異なります。 

• ダイヤルアップアダプタがない場合は「インターネットプロトコル（TCP/IP)」、 
「TCP/IP」などと表示される場合もあります。 
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6 「0K」 ボタンをクリックして「ネットワーク」画面を閉じると、再起動を促すメッセージが表示 

されますので、再起動します。 



メッセージが表示されなかった場合も、手動で再起動してください。 


インス! -- ルが完了したら、 「TCP/IP プ□トコルを確認する」 (P.24) の手順を行ってくださ 
い 0 


0 TCP / IP のインストールが正しく行われない場合は、パソコンのメーカーにお問い合わせ 
ください。 
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■ Mac OS で利用しよう 
• Mac OS 8.x ~ 9.x の場合 


1 コント□—ルパネルにある 「 TCP / IP 」 を開きます。 

2 「経由先」で「(内蔵) Ethernet 」 を、「設定方法」で 「 DHCP サーパを参照」を選択します。 



〇「(内蔵） Ethernet ] を選択します。 
0 「 DHCP サーバを参照」を選択し 
ます。 


. —プ□バイダーからドメイン名も指 
定されている場合は、「検索ドメイ 
J ン名」欄に指定されたドメイン名 

を入力し、追加してください。ここ 
では例として 「 corega . ne . jp 」 を 
入力しています。 


3画面を閉じます。 

4次に 「 Web ブラウザーの設定をしよう」 （ P .30) に進みます。 


• Mac OSXvl.02 の場合 

1 「アップルメニュー」一「システム環境設定」を選択します。 

2 「システム環境設定」画面で「ネットワーク」をクリックします。 



ツールバーに「ネットワーク」がない場合は、「すべてを表示」をクリックします。 

_ y 


3「ネットワーク」の「表示」で「(内蔵) Ethernet 」 を、「 TCP / IP 」タブの「設定」で 「 DHCP サーバ 
を参照」を選択します。 
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〇「(内蔵） Ethernet 」 を選択します。 

@ 「 DHCP サーバを参照」を選択し 
ます。 


プ□バイダーからドメイン名も指定さ 
れている場合は、「検索ドメイン」欄に 
指定されたドメイン名を入力し、追加 
してください。ここでは例として 
「 corega . ne . jp 」 を入力しています。 

























































4 「今すぐ適用」ボタンをクリックします。 

5次に 「 Web ブラウザーの設定をしよう」（本べージ)に進みます。 


Web ブラウザーの設定をしよう 


本製品を設定できるように、 Web ブラウザーの設定を行います。ここでは 、 Internet Explorer 
の場合の設定方法を例に説明しています。その他の Web ブラウザーの場合は、 Web ブラウザー 
のヘルプなどを参照してください。 

■ Windows の場合 

ここでは 、 Internet Explorer 6.0の場合の設定方法を説明しています 0 
1 Internet Explorer を起動し、「ツール」 一 「インターネットオプション」をクリックします。 

2 「インターネットオプション」画面が表示されたら「接続」タブをクリックします。 

3 「 LAN の設定」ボタンをクリックします。 

4 「口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) の設定」画面で「設定を自動的に検出する」「自動構成ス 
クリプトを使用する」 「 LAN にプロキシサーバーを使用する」のチェックマークを外します。 


〇この項目の チェックマークを 外 
します。 


6 「インターネットオプション」画面で 「 OK 」 ボタンをクリックします。 
7次に「本製品の設定をしよう」 （ P .32) に進みます。 



5 「0 K 」 ボタンをクリックします。 
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■ Macintosh の場合 

ここでは、 Internet Explorer 5.0の場合の設定方法を説明しています 0 
1 Internet Explorer を起動し、「編集」-「初期設定」をクリックします。 

2 「初期設定」画面の左にある設定項目から「ネットワーク」を選択し、「プロキシ」をクリックし 
ます。 


3 「使用するプロキシサーバ_」の設定項目内にある 「 Web プロキシ」のチェックマークが外れて 
いることを確認します。 

チェックマークが付いている場合は、外します。 



〇選択します。 

@この項目の チェックマークが 
外れていることを確認します。 


4 「〇 K 」 ボタンをクリックします。 

5次に「本製品の設定をしよう」（次ページ)に進みます。 
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本製品の設定をしよ 


パソコンから本製品を使ってインターネットに接続できるように設定ユーティリティを使って本 
製品の設定を行います。本製品の設定は Web ブラウザーで行います。本製品に接続されている 
パソコンのうち、1台から設定作業を行ってください。 Web ブラウザーには Internet Explorer 
5.〇以降をご利用ください。これ以外の Web ブラウザーでは、正常にセットアップが行えませ 
ん〇 


■簡単に接続しよう 

インターネットに接続できるように最小限の設定をします。インターネットへの接続方式はご契 
約されたプ□バイダーによつて異なります。プ□バイダーから提供されたバソコンの設定情報 
(ユーザー ID やパスワードなど）を準備してください。 

0 設定用パソコンでウイルス駆除ソフト、ファイアーウォールソフトなどのセキュリティー 
ソフトが稼働していると、本製品の設定に失敗することがあります。一時的にセキュリ 
ティーソフトを停止させて本製品の設定を行い、設定作業が終了してから再度稼働させ 
てください。セキュリティーソフトの停止、稼働の方法は、セキュリティーソフトの取 
扱説明書を参照してください。 


•設定ユーティリティを起動する 

1 本製品に接続したパソコンで 、 Internet Explorer などの Web ブラウザーを起動します。 

2 Web ブラウザーのアドレス入力欄に H 92. 1 68. 1 • 1」と入力し、キーボードの「 Enter 」 キー 
を押します。 


アドレス迫) 


192.168 .1.1 

|-入力します。 


3ユーザー名とパスワードを入力する画面が表示されたら、ユーザー名の欄に 「 root 」 と入力し、 
「 ok 」 ポタンをクリックします。 


192.168 .1.1 に掊较 


醒 



CG-WLBARGP 


ユ-サ-名吵 [[0 root ] 

パスヮ-1*®: 1 

□パスワ-ド貌 'B サ 5® 



〇この欄に 「root」 と入力します。 
©「0K」 ボタンをクリックします。 


t •上の画面は Windows XP のものですが、他の 0 S でも手順は同じです。 > 

•工場出荷時の状態では、ユーザー名は 「 root 」 に設定されています。パスワードは 
設定されていません。 

•ユーザー名、パスワードは変更できます。詳しくは「本製品のパスワードを変更し 
たい」 ( P .57) をご覧ください。 

\ _ / 


設定ユーテイリテイーが起動します。 
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❿本製品の設定を行う 


1 設定ユーティリティーの左側にある 「 Wizard 」 ポタンをクリックします。 


逢 oreg 多 





I WM9SS J 

I Advanced J 


(CG-WLBARGP | 


WGPEDOI 

38A 

IPT ドレス： 

樹齡イブ： 

DHCP 

LAN. 

\PT\-V7c 

DHCP 1 ?- ハー: 

192.168 .1.1 

ON 

Time 

2000 (1/1-0:10:18 


絡'^-赞 

の一やフ7ー ムラニ 

. ユ-ザー登録？行ってい fc 
Xfi®® が餓 3W こ®品 
【I 7 のアップデート等の 


こ® IKS ます， 

また，その他キャンペーン馆银6随時ご確認で3ま 
すので雜ご登® T3 い， 


LJ の定にユ、ては.？«土ホームベー 

ジ より 取扱 說 明吉を «ウンロードし， ご#？.さ 
い. 

1 Q»nd* 1インタ-才 -y 卜接結後> よくあるご鋼についての 

-出*ます. 

また.メールでのお問い合わせ.ネットワークの基 

弊 u® 品®設^？ say (こなこと芝にはご 
•照<だ SI'. 


〇 「Wizard」 ポタンをクリツクします。 


2 「セットアップウィザード」が表示されたら、「次へ>」ポタンをクリックします。 


セットアツブウイザード 

セットアッブウイザードによって簡単にインターネット樹売 
への設定ができます。 

心ターネット接続に必要なデー^を用意 U てぐ ii さい， 

本製品とモデムが換陡？れてるのを確認し、「次へ >J ボタ 
ンをクリックしてぐ; f さい • 


[ I. 1 — 


〇「次へ」ボタンをクリックします。 


3 「セットアップウイザード-インターネット接続 ( WAN 側設定)」が表示されたら、ご契約のプ 
□パイダーの接続タイプを選択し「次へ」ボタンをクリックします。 


セットアッブウィザード•インターネット接続 (WAN 側設定） 

インターネット接統への設定 (WAN 側設定)をしてぐ "dSl 、• 

インターネットへの接練方法を連んでぐ; i さい • 

〇 IP 自動取得 (DHCP) 

OIFW ! 婉 

® PPPoE (FLETS •ンリーズ） 



〇ご契約のプ□バイダーの接続タイプ 
をクリックします。 


@「次へ」ボタンをクリックします。 


次頁を参考に、該当する接続タイプを選択してください。 
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•IP 自動取得 (DHCP) — Yahoo 旧 B、CATV 等(本ページ） 

プ□バイダーから IP アドレスが特に指定されていない場合に選択します。 DHCP 機能を利 
用して、 IP アドレスが自動的に割り当てられます。 

•IP 固定設定一固定 IP サービス等(本ページ） 

プ□バイダーから固定 IP アドレスを取得している場合に選択します。 

• PPPoE ( FLETS シリーズ）ーフレッツ ADSL 、 巳フレッツ等 ( P .35) 

PPPoE と呼ばれる接続手順を使ってインターネットに接続する場合に選択します。プロバ 
イダーよりユーザー名とパスワードが割り当てられます。本製品ではプ□バイダーの情報 
を設定ユーテイリテイーに登録すると、プ□バイダーから配布される「フレッツ接続ツール」 
などを使用せずに自動的にインターネットに接続できます。 

4接続タイプに応じて「セットアップウイザード」の各項目を設定します。次の接続タイプごと 
の説明を参考に、設定を行ってください。 

•「IP 自動取得 (DHCP)」 の場合 

「 IP 自動取得 ( DHCP )」 を選択した場合は、「セットアップウイザード」で設定する項目はあ 
りません。 P .35 の手順5に進んでください。 

•rip 固定設定」の設定項目 

この画面は、下の表の入力例を使用した場合の例です。実際にはご使用の環境に合った値を 
設定してください。 


セットアッブウ押ード-固定 IP アドレス 


インターネット接続への設定を手動 TVT くだ SL 、。 

ブロノ くイダーからのデー好元に設定してさ 

WAN 側 IP アドレス：112 _ 1|34].[56 _ ].[78~1 
サブネットマスク： f 25511 _255 j |255 jfo — ] 
ゲートゥ ェィ： [l2~|j34 1 J 56~| J ]~| 

優先 dns サーバー： 

い. 




厂 


I < R5 ||[次へ> || |キVンル| 


〇下の表を参考に入力します。 
©クリック します。 


項目名 

入力例 

説明 

WAN 側 IP アドレス 

1 2.34.56.78 

プ□バイダーから指定された IP アド 
レスを入力します。 

サブネットマスク 

255.255 .255.0 

プ□バイダーから指定されたサブネッ 
トマスクを入力します。 

ゲートウェイ 

12.34.56.1 

プ□パイダーから指定されたゲート 
ウェイの IP アドレスを入力します。 

優先 DNS サーバー 

1 2.34.56.98 

口ーカルに DNS サーノ（一を設置する 
場合、またはプ□バイダーから DNS 
アドレスを提供されている場合に入力 
します。 


設定が終わったら「次へ」ボタンをクリックします。 
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參 「 PPPoE ( FLET ' S シリーズ)」の場合 

この画面は、下の表の入力例を使用した場合の例です。実際にはご使用の環境に合った値を設 
定してください。 


セットアツブウイザード -PPPoE(FLETS シリーズ） 


ブロ ノ彳イダーからのデー好元に設定してぐ;、 


ブロ/〖イダーから届1た設定方法を元に 
力してぐ; f さい。 

接練ユーザー名と措^《スワートで入 

接癌-!ーザー名： myname9isp.ne.jp 

接続バスワード：| 







I < R5 |||次へ> |||キゃンセル丨 


〇下の表を参考に入力します。 

©クリック します。 


項目名 

入力例 

説明 

接続ユーザー名 

myname@isp.ne.jp 

プ□バイダーより指定されたユーザー 
名*を入力します。 

接続パスワード 

passwo「d02 

プ□バイダーより指定されたノてスワー 
ド*を入力します。画面上では「*」ま 
たは「•」で表示されます。 


※プ□バイダーによって呼び方が異なる場合があります。 

設定が終わったら、「次へ」ポタンをクリックします。 

5次の画面が表示されたら、「設定の保存後、インターネット接続をテストする」にチェックマー 
クを入れて、「保存」ポタンをク U ックします。 



6 次のダイアログボックスが表示されたら 「0 K 」 ボタンをクリックします。 



■〇クリックします。 
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7 しばらくすると、テスト結果が表示されるので確認して「終了」ボタンをクリックします。 

パソコン、モデムと本製品の設定、接続に問題がなければ、テスト結果の欄に「正常にテストが 
終了しました。」と表示されます。 


セットアッブウィザード 


設定は完了しました。 

0 設定の保存後、心夕-ネット接続をテストする 

設定内容を保存するに (3 「保存」ボタンをクリックしてぐ; f さい。 

テスト結果 

テスト閡始 A| 

|リモ_トサーパ_へ掊择を始めます 

II !• 什- 1? —幸 _ .t- - 


-1 ノ 3 — ィ-ツ r wasiU'iscffl e 5去す0 

了 j ポタンをクリックしてウィザードを*?了してくだ y| 




| く戻 5 |丨保存 ||1S ネ了踡 


〇ここを確認します。問題がな 
ければ、このように表示され 
ます。 

©「終了」ポタンをクリックし 
ます。 


㈣ 「正常にテストが終了しました。」と表示されなかった場合は、この PART の「テストに失 
敗したときは」 （ P .37) を参照して対処してください。 


參設定ユーティリティを終了する 

1 P .33 の手順1の画面に戻ったら 「 Logout 」 ボタンをクリックして設定ユーティリティーを終 
了します。 



これで、本製品の基本的な設定は終わりです。 


.その他の設定項目については、 「 PART 6 設定ユーティリティーを見てみよう」 （ P .61) を 
ご覧ください。本製品のより高度な使用方法については、 「 PART 7 こんなときにはこの 
設定」 （ P .113) をご覧ください。 

• PPPoE セッションを同時に2つ使用する（マルチ PPPoE ) 場合は 、 「WAN ( WAN 側設 
定）〜インターネット （ WAN ) 側の設定をする~」の「マルチ PPPoE 接続の場合」 （ P .70) 
をご覧ください。 
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•テストに失敗したときは 


テスト終了後、次のような画面が表示されたときは、メッセージの内容を確認して、再度、ウイ 
ザ ー ドをやり直してください。 


テフト結:^ 


テスト閉始 

リモートサーバーへ招続を始めます.. 
PPPoE サーバーが見つかりません。 
招梡琛境を確詨してください。 

テストに失敗しました。 


この画面が表示されたときは、次のような原因が考えられます。 

• ユーザー名かパスワードの入力を間違えている 
プロバイダーからの契約書類などを確認して、正しく入力してください。 

• モデムと回線とが正しく接続されていない 

モデムとスプリッタ、スプリッタとモジュラーコンセントなどが正しく接続されているか、 
確認してください。 

-本製品の WAN ポートにケーブルが正しく接続されていない 
本製品の WAN ポートに LAN ケーブルが正しく接続されているか、確認してください。 


インターネットに接続してみよう 


パソコンと設定ユーテイリテイーの設定が終わったら、インターネットに接続できるか確認しま 
す0 


1 本製品に接続したパソコンで 、 Internet Explorer などの Web ブラウザーを起動します。 

2 Web ブラウザーのアドレス入力欄に コ レガのホームぺ_ジアドレス 「 http :// www . corega . cojp /」 
を 入力し、 キーボー ドの 「 Enter 」 キーを 押します。 
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3 ホームページが表示されます。 

ご契約のプロバイダーによっては、設定後、インターネットに接続できるようになるま 
でに、時間がかかる場合があります。詳しくは、ご契約のプロバイダーにお問い合わせ 
ください。 


もし、インターネットにつながらなかった場合は、本書の 「 PART 5 トラブルや疑問があったら」 
( P .48) をご覧ください。 


台目以降のパソコンを接続しよう 


本製品に接続したいパソコンが他にもある場合は、次の箇所を参照してパソコンの設定と接続を 
行ってください。 

•有線接続の場合 

① パソコンと本製品を接続しよう （ P .10) 

② パソコンのネットワーク設定をしよう ( P .17) 

本製品の設定は不要です。「本製品の設定をしよう」 （ P .32) の作業は行わないでください。 

•無線接続の場合 

① パソコンと本製品を接続しよう ( P .14) 

② パソコンのネットワーク設定をしよう ( P .17) 

本製品の設定は不要です。「本製品の設定をしよう」 （ P .32) の作業は行わないでください。 
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リティーの設定をしよう（無線接続の場合） 


無線 LAN ではデータの通信に電波を利用しているため、電波が届く範囲であれば、通信内容を 
傍受されたり、不正侵入されたりする恐れがあります。本製品では、これらの対策として次のよ 
うなセキュリティー機能を用意しています。セキュリティーの設定をしたい場合は、ここを読ん 
でください。 

•通信内容を暗号化する 
• WEP (Wired Equivalent Privacy ) 

通信内容を暗号化すると、仮に通信データを傍受された場合でも、通信内容の復元を容易に行う 
ことができなくなります。この WEP 機能を有効にして通信データを暗号化することをお勧めし 
ます。ただし、通信相手側機器も WEP 機能を持っていないと使えません。 

本製品は、 「64 Bit 」 と r 1 28 BitJ の2種類の WEP に対応しています。 「128 BitWEP 」 の方 
がより安全です。また、定期的に暗号キーを変更することで、より安全性が高まります。 

- 「64 Bit WEP 」 ：16進数で10桁の暗号キーを利用可能 
• 「1 28 Bit WEP 」 ：16進数で26桁の暗号キーを利用可能 
WEP の設定をしたい場合は、この PART の 「 WEP を設定する」（次ページ）を参照してください。 

• 通信内容を高度な暗号化する WPA ( Wi-Fi Protected Access ) 

通信内容を設定した暗号キーを使って暗号化します。一定時間ごとに暗号キーが変わるので、通 
信データを傍受されにくくなり、 WEP より高度なセキュリティ_|受定ができます。 

設定方法については、この PART の 「 WPA を設定する」 ( P .44) をご覧ください。 

1^1 • rusBit 」 を使用する場合は、メモリーの消費量が増加するため、無線ネットワークの 
パフォーマンスに多少影響があります。 

• 本製品に WEP または WPA を設定した場合、本製品に無線接続するすべてのパソコン 
(ネットワークアダプタ）に同じ暗号キーを使用する必要があります。 

\_ y 


籲通信相手を識別するための ESSID (Extended Service Set IDentifier ) 


無線 LAN に接続する機器を識別する名前です。 SSID と呼ばれることもあります。同じ ESSID 
を持つ無線 LAN 機器同士でしか通信できないため、独自の ESSID を設定することにより、外部 
から不正侵入される危険が減少します。 

ESSID の設定をしたい場合は、この PART の 「 ESSID を変更する」 ( P .46) を参照してください。 

•その他のセキユリティー対策 
• LAN アクセス制限（無線） 

本製品の 「 PC データベース」を利用して、無線 LAN へのアクセスを許可するパソコンを指定す 
る機能です。指定されていないパソコンからは無線 LAN に接続できなくなります。 I 受定方法に 
ついては、 「 Wireless 〜ワイヤレス機能の設定をする〜」 （ P .78) を参照してください。また、 
PC データべースについては、 「 PC データべース〜接続しているパソコンを表示する〜」 
( P .105) を参照してください。 

なお、本製品の工場出荷時は、アクセス制限は設定されていません（すべての無線クライアント 
からアクセス可能になっています)。 
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• 本製品のパスワードを変更する 

不正に無線 LAN に侵入した第三者によって本製品の設定を変更されたり、 I 受定されている内容 
を閲覧されたりしないように、本製品のパスワードを設定しておくことをおすすめします。設定 
方法については、 「 PART 5 トラプルや疑問があったら」 （ P .48) を参照してください。 


■ WEP を設定する 

本製品の設定ユーテイリテイーを使って、 WEP の設定を行います。 


1「 I 受定ユーテイリテイーを起動する」 （ P .32) をご覧になり、本製品の設定ユーテイリテイーを 
起動します。 


2 「 Wireless 」 ボタンをクリックします。 



3 「セキュリティー」ポタンをクリックします。 


アクセスポイント 

ID 

アクセ^ポ心卜名： 

XXXXXXXXX 



ESSID 

|corega 

1 

オブシヨン 

チヤンネル： 

\EM 



802.11モード： 

[Aulo |V；| 



紐レート： 

|Auto _ 



ュリティー： 

OFF 

||セキュリティ-||— 

ステルス AP 

□ 繊こする 



アク "K* ■制限 

LAN アクセス制限： 




® すべての無練クラ <<7ントの接蔽許可 



〇遺択 U こ無線クラィァントのみ接鏡許可 

クライァント® S 折| 


イ'ノターネットァク t ス制限 



©すべての無線クラィァントの樹統許可 



〇適択した無線クライアントのみ接練許可 

5 ライアント® am | 



I 保存 11 キ v ンセル 11 ヘルブ| 


D 「 Wireless 」 ポタンをクリックし 
ます。 


〇[セキュリティー]ポタンをクリツ 
クします。 
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3 「セキュリティー方式」を 「 WEP 」 にして、以下の設定を行つてください。 


アクセスポイント-セキュリティー設定 


セキュリティー方式 |pEP iy] | - 

設定 WEP 

暗号方式： [1^28 bit v - 

認 式： [Auto V 

キー1:® II 2345678 abcde 1234567 § 
キー2:0 | 

キー3:01 

キー4:0 | [ 


■OrwEPj を選択します。 

■@「64 bit 」 か ri 28 bitj を選択します。 
■@ TAutoJ「Open System」「Shared 
Key 」 から選択します。 

-0 暗号キーを入力または生成します。 


キ-游列: [ _| 「]-ド生成1 

關 —0設定が終了したらクリックします。 


〇セキュリティー方式は rwEPj を選択します。 

0 暗号方式は 「64 bit 」 r 1 28 bitJ のどちらかを選択します。 

0 認証方式は 「 Auto」「Open System」「Shared Key 」 から選択します。通常は変更する必 
要はありません。 

〇 WEP キー(暗号キー)を作成したいキーナンバーのラジオボタンをクリックします。 

自動設定： キー文字列を入力して、[コード生成]をクリックすると、選択したキーナン 
バーに WEP キー(暗号キー)が自動的に作成されます。 

手動設定： キー欄に直接入力して、 WEP キー(暗号キー)を手動で設定します。 

詳しい入力方法は、「設定ユーティリティーを見てみよう」 「 WEP の設定 KP .80) をご覧ください。 


アクセスポイント-セキュリティー設定 


1^1 - WEP キー(暗号キー)は、1〜32文字の半角英数文字 (0 〜9、 a 〜 z 、 ！” #$%&’ ()* + 

.」 ，-■た；< =>?@[¥] a _{|}~) で入力してください。(大文字と小文字は区別されます。） 

• 本製品に設定した WEP キー（暗号キー）は、 

無線 LAN に接続するすべてのパソコン（無 
線 LAN アダプター）にも設定する必要があ 
ります。設定した内容を忘れないように、 

下の記入欄に設定したキー番号と、生成さ 
れた(または直接入力した)文字列を正確に 
メモしておいてください。 


セキュリティー方式 |WEP . 
設3 


WEP 

暗号方式: 
認証方式： 


¢28 bit v 

[Auto 


-i 


メモします。_ 


パソコン(無線 LAN アダプター)設定用 


j 


— I"キー1:任2345678 abcdel 234567号| 

キー2:0丨 

キー3: 〇 
キー4: 〇 [ 

キー文字列: [ 




I [コ-ド生成| 


Q * 存 I 匚キ V ンル][ヘルブ I 了 I 


使用するキー番号 

生成された(または直接入力した) WEP キーの文字列 




•手動で設定する場合、キ ー1 〜4まですべてに入力することができますが、[保存]ボタ 
ンをクリックすると、選択しているキーナンバー以外の暗号キーは消去されます。設定 
するキーナンバーのみに入力してください。 


S 設定が終了したら、[保存]ボタンをクリックして、 Web ブラウザーを終了します。 
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これで、本製品に WEP が設定されました。設定に使用したパソコンを含めて、一時的に、無線 
接続しているすべてのパソコンからネットワークへの接続ができなくなります。ネットワークに 
接続するためには、本製品に設定した WEP を無線接続しているすべてのパソコン（無線 LAN ア 
ダブター）に設定します。 

❿パソコン側で WEP を設定する （Windows XP の場合） 

Windows XP では、多くの場合、「ワイヤレスネットワークへの接続」画面で「ネットワーク 
キー」の入力欄に WEP キーを直接入力して、「接続」ボタンをクリックすることで WEP の設定 
は完了し、無線 LAN に接続できます。ただし、ご利用のネットワーク環境やお使いになる無線 
LAN アダプターによっては、設定用ソフトウェアなどによる手動設定が必要な場合もあります。 
詳しくは、無線 LAN アダプターおよびパソコンの取扱説明書を参照してください。 


G _ パソコン（無線アダプター）の WEP キーを入力するときは、「パソコン（無線 LAN 
，アダプター）設定 用」 の記入欄（前ページ）に記入した WEP キー （16 進数）を入 
力してください。 



〇接続先の ESSID を選んでクリック 
します。 


©本製品に設定した WEP キーを正確 
に入力します。 


@クリックして接続を開始します。 
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•パソコン側で WEP を設定する （Windows 2000 / Me /98/95 の場合） 

お使いの無線 LAN アダプターによって、設定方法は異なります。無線 LAN アダプターの取扱説 
明書を参照して、本製品に設定したのと同じ WEP キーを設定してください。 

0 パソコン（無線アダプター）の WEP キーを入力するときは、「パソコン（無線 LAN 
アダプター）設定用」の記入欄 （ P .41) に記入した WEP キー （16 進数）を入力し 
てください。 




〇「64 Bit 」 または「128 Bit 」 を 

選択します。 


0本製品に設定したのと同じ WEP 
キーを正確に入力します。 

0使用する暗号キ ー（ Key 1〜 4) を 
選択します。 

0 クリックします。 

©クリック して接続を開始します。 


上の画面は、弊社 IEEE 802.11 g 規格対応無線 LAN アダプター 「 WLCB -54 GT 」 での設定画 
面の例です。設定のしかたは、お使いの製品によって異なります。 


• WEP を設定した後で、無線 LAN に接続できなくなったら •• • 

本製品に設定した WEP キーを、正確にパソコン（無線 LAN アダプター）側にも入力したかどう 
か、再度確認してください。設定用ソフトウェアを使って手動設定している場合は、無線 LAN ア 
ダブターの取扱説明書を参照して、設定内容を確認してください。 

どうしても接続できない場合や、本製品に設定した WEP キーを忘れてしまった場合などは、次 
のいずれかの方法で対処してください。 

•有線接続 （ LAN ケーブルで接続）しているパソコンがあるとき 

有線接続しているパソコンからは、 WEP の設定にかかわらず本製品の設定ユーテイリテイーを 
起動することができます。このパソコンを使って WEP の設定をいったん rOFFJ に変更して、 
再度設定し直してください。 

• すべてのパソコンを無,線接続しているとき 

本製品の設定ユーテイリテイーを開くことができないので、 WEP の設定を変更することができ 
ません。本製品背面の Hnit スイッチ」を使って、本製品のすべての設定を工場出荷時の状態に 
戻してください。ただし、工場出荷時の状態に戻すと、本製品にこれまで設定した情報（「セット 
アップウイザード」で設定したインターネット接続の設定など)がすべて消えてしまいますので、 
ご了承ください。 Hnit スイッチ」を使って本製品を工場出荷時の状態に戻す方法については、 
「 PART 5 トラブルや疑問があったら」 （ P .48) を参照してください。 
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■ WPA - PSK を設定する 

•通信内容を高度な暗号化する WPA ( Wi-Fi Protected Access ) 


通信内容を設定した暗号キーを使って暗号化します。一定時間ごとに暗号キーが変わるので、通 
信データを傍受されにくくなり、 WEP より高度なセキュリティー設定ができます。 WPE には一 
般家庭向きの WPA - PSK と企業向きの WPA - EAP があります。本製品は WPA - PSK のみご使用 
でぎます。 


f - 本製品は WPA - PSK のみ対応しています。 

• ご使用の通信相手機器にも WPA - PSK が対応している必要があります。 




1 「 SS 定ユーテイリテイーを起動する」 （ P .32) を参照して、本製品の設定ユーテイリテイーを起 
動します。 

2 「 Wireless 」 をクリックします。 


3 


:セキュリテイー]ボタンをクリックします。 


アクセスポイント 



ID 

ア■ボイント名: 

XXXXXXX 



ESSID 

|corega 

1 

オブシヨン 

チヤンネル： 

|S ■ 



802.11 モー ド： 

__ 



ジェットモード： 

□ 有効(こする 



紐レート： 

Ifato _ 



セキュリティー: 

OFF 

|| t キ； i リテ 

ステルス AP 

□ 補にする 



アグ t ス 制限 

LAN 7 クセス制限： 




©すべての無線クライアノトの接続 S 許可 



〇選択 U こ 無線为ィァノトのみ接練許可 [ 

クライアントの通択| 


-T ノターネットアケ t ス制限： 



® すべての無線クライアントの接続を許可 



〇選択した無線クライアントのみ接練許可 r 

クライアントの 通 折 | 




キャンセル11ヘルプ| 


[セキュリティー]ポタンをクリツ 
クします。 


4セキュリティー方式の 「 WPA - PSK 」 を選択し、以下の設定を行ってください。 


アクセスポイント-セキュリティー設定 





設定 WPA-PSK 



赌キ -:[ 

更新間隔：1800 | Q 
暗号方式 : [wgi 





||1呆存|]|キゃンセル ] 1ヘルブ11終了 1 



〇 「 WPA - PSK 」 を選択します。 

@共有キーを入力します。 

0 暗号キーを変更する時間を入力 
します。 

0設定が終了したら[保存]をク 
リックします。 


き/ •共有キーは、半角英数文字 （0 〜9、 a 〜 z 、 ！” #$%&()* + , -./:;< = >?@[¥] A _{! ' 
n で入力します (8 〜63文字まで）。「’」を入力して[保存]ボタンをクリックすると、「’」 
とそれ以降に入力した文字列が消去されますのでご注意ください。 

•共有キーは通信相手にも同様の値を入力する必要があるため、正確にメモをとることをお 
すすめします。 

共有 キー 

V - ノ 
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5 [保存]ボタンをクリックします。 


< WPA 用語〉 


TKIP 

(Temporal Key Integrity Protocol ) 

一定期間毎に暗号キーを変更する暗号化プロトコルで 
す。 

WPA ( Wi-Fi Protected Access ) 

ワイヤレスネットワークの標準を策定する業界団体 
rWi-Fi Alliance 」 が提唱する暗号化規格です。無線の 
セキュリティー設定の一つで、暗号化プ□トコル 
( TKIP ) を使って通信内容を暗号化し、一定時間毎に暗 
号を更新します。そのため WEP よりも解読されにく 
くなります。企業向きの WPA - EAP と、一般家庭向き 
の WPA - PSK があります。 

WPA - PSK ( WPA - P 「 e - Sha「ed Key ) 

一般家庭向きの WPA 規格です。ユーザーが任意で設 
定した共有キーに基づいて通信内容を暗号化し 、 TKIP 
を使用して通信データの暗号化を一定時間毎に更新し 
ます。 
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■ ESSID を変更する 

本製品の設定ユーティリティーを使って、 ESSID を変更します。新たに設定した ESSID は、無 
線 LAN に接続するすべてのパソコン（無線 LAN アダプター）にも設定する必要があります。設 
定した内容を忘れないように、作業を始める前に、下の記入欄に新しい ESSID を正確にメモし 
ておくことをおすすめします。なお、本製品の工場出荷時は、 fcoregaj に設定されています。 


新しい ESSID 


/^.?/ • ESSID は、8〜32文字以内の、半角英数文字と記号 （0 〜9、 a 〜 z 、 ！”#$%&’ ()* + 

^ ，-■た；く = >?@[¥] 八_{! 厂)を使用できます（大文字と小文字は区別されます）。 


1「設定ユーティリティーを起動する」 （ P .32) を参照して、本製品の設定ユーティリティーを起 
動します。 


2 「 Wireless 」 をクリックします。 



U 「 Wireless 」 ポタンをク 
リックします。 


3 「 ESSID 」 の入力欄に、新しい ESSID を入力して、「保存」ボタンをクリックします。 


アクセスポイント 


id アポ - r ノト名: 
ESSID 

才7シ 3 ンチヤンネル： 

802.11モード： 

転送レート： 

WEP: 

ステルス AP □有効にする 


W6P 359042 


|coreaa-new 





OFF I wep 設定 


アケ E ス制限 LANTi^ 制限： 

® すべての無線方ィアントの接続 S 許可 
〇適択 U こ無線方ィアノトのみ瞒許可I 仿イアントの 
■ 心夕-ネットァク tT ■制限： 

@すベての雛方ィア'ノトの接厳許可 

〇遺択 U こ雛方ィアノトのみ接続許可I クライ7ントの 



〇新しい ESSID を入力します。 


©「保存」ボタンをクリック 
します。 
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4 Web ブラウザーを終了します。 

これで、本製品の ESSID が変更されました。 I 受定に使用したパソコンを含めて、一時的に、無 
線接続しているすべてのパソコンからネットワークへの接続ができなくなります。ネットワーク 
に接続するためには、同じ ESSID を無線接続しているすべてのパソコン（無線 LAN アダプター） 
に設定します。 


•パソコン側の ESSID を変更する （Windows XP の場合) 


Windows XP では、多くの場合、本製品の ESSID を変更すると自動的に新しい ESSID が検索 
されます。ただし、お使いになる無線 LAN アダプターによっては、設定用ソフトウェアなどに 
よる設定が必要な場合もあります。詳しくは、パソコンおよび無線 LAN アダプターの取扱説明 
書を参照してください。 



〇本製品に設定した新しい ESSD 
を選んでクリックします。 


0内容を確認し、ここにチェック 
を付けます。 

g ) クリックして接続を開始します。 


•パソコン側の ESSID を変更する （Windows 2000 / Me /98/95 の場合) 


お使いの無線 LAN アダプターによって、設定方法は異なります。蕪線 LAN アダプターおよびパ 
ソコンの取扱説明書を参照して、 ESSID を設定してください。 



〇本製品に設定した新しい ESSID 
を入力します。 


©クリック して接続を開始します。 


I 到 上の画面は、弊社 IEEE 802.1 1 g 規格対応無線 LAN アダプター 「 WLCB -54 GT 」 での設定画 
W 面の例です。設定のしかたは、お使いの製品によって異なります。 
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トラブルや疑問があったら 



本製品を使っていて「困ったな」「うまく動かない…」と思ったとき、疑問があったときは、この 
章で解決方法を探してください。 


解決のステップ 


① マニ _ュ アルや契約書を確認する。管理者に確認する_ 

それでも解決しないときは •• • 

② この章の Q & A を確認する 
<トラブルは？> 

インターネットに接続できない 

① プ□バイダーとの契約や回線工事は完了していますか？ 

② 電源は入っていますか？ 

③ モデム〇インターネット側への回線は正しく接続されていますか？ 

④ ケーブル（モデム〇本製品分パソコン）は正しく接続されていますか？ 

⑤ その他の接続は大丈夫ですか？ 

⑥ パソコンのネットワークアダプターは正しく動作していますか？ 

⑦ パソコンのネットワーク設定は正しく設定しましたか？ 

⑧ 無線 LAN アダプターの設定は正しく設定しましたか？（パソコンと本製品を 
無線接続している場合） 

⑨ プ□バイダーからの入力事項を正しく設定しましたか？ 

⑩ Web ブラウザーの設定は正しいですか？ 

パソコン同士がつながらない 

• ファイルやプリンタが利用できるようにネットワーク設定をしましたか？ 

本製品の設定ユーティリティーが起動しない 
本製品のユーティリティーに□グインできない 
ファームウエアのアップデートに失敗した 

<疑問は？> 

パソコンの IP アドレスを調べたい 
本製品の設定のバックアップを取る。元に戻す 
最新のフ ァームウエ アを入手してアップデートしたい 
本製品のパスワードを変更したい 
本製品を再起動したい 

本製品の設定を工場出荷時の状態に戻したい 


< >それでも解決しないときは ••• 

③ コレガのホームページの情報（よくあるお問い合わせ）を活用する 

http :// www . corega . co . jp/faq 

^ V それでも解決しないときは ••• 

④ それでも角?決しなければ、サボート窓口に問い合わせてみる 

詳しくは、取扱説明書裏表紙の「製品に関するご質問は…」をご覧ください。 
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取扱説明書や契約書を再確認する。管理者に確認する 


本書以外にもプ□バイダー契約時の設定取扱説明書、モデムの取扱説明書、パソコンに添付の取 
扱説明書をお手元にご用意ください。ネットワークにつながらない原因は複雑なため、本製品の 
設定が正しくても、他の設定が間違っていたり、外部の装置の問題で正しくつながらないことも 
あります。下記の「インターネットに接続できない」の項目をすべて確認してもつながらない場 
合は、プ□バイダー、回線業者、パソコンのメーカーなどに問い合わせてみてください。なお、 
企業でお使いの方はネットワークの設定がオフィスによって決められていることがあります。接 
続できない場合はネットワーク管理部門や部内のネットワーク管理者などに確認してください。 


Q&A 


■インターネットに接続できない 

以下の項目については、順番に確認し ET のようにチェックを付けてください。 

① プロバイダーとの契約や回線工事は完了していますか？ 

•巳フレッツまたはフレッツ .ADSL +対応プロバイダーなどの場合 

□回線適合調査でサービス可能と認定され、工事は完了したか 

□巳フレッツまたはフレッツ • ADSL に対応したプロバイダーの工事は完了したか 

• ホールセール業者（イー • アクセス、アッカ • ネットワークスなど)、独自事業者 (Yahoo ! 
B 巳など）の場合 

□業者による工事は完了したか 

•CATV サービスの 場合 

□ CATV 加入時にインターネット接続の契約も完了したか 
□業者による工事は完了したか 

② 電源は入っていますか？ 

各接続機器の電源ランプがついているか、または AC アダプターなどが外れていないかを確認し 
てください。 

□ ADSL モデム、 CATV モデムまたはメディアコンバーターなどに電源が入っているか （ AC ア 
ダプターが外れていないか） 

□本製品に電源が入っているか（専用 AC アダプターが外れていないか） 

③ モデム〇インターネット側への回線は正しく接続されていますか？ 

モデム （ ADSL モデム、 CATV モデム、メディアコンバーター）からケーブル（電話回線用モ 
ジュラーケーブル、同軸ケーブル、光ケーブル）が外れていないかを確認してください。詳しい 
接続については、モデムやメディアコンパーターに添付の取扱説明書をお読みください。 

④ ケーブル（モデム〇本製品〇パソコン）は正しく接続されていますか？ 

□本製品と ADSL モデム、 CATV モデムまたはメディアコンノ（一夕一は LAN ケーブルで正しく 
接続されているか 
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本製品とモデムが正常に接続されていると WAN LED が点灯します。点灯していない場合は、 

ケーブルを差し直すなどしてみてください。また、モデムに MDI / MDI - X を切り替えるスイッチ 

があれば切り替えてみてください。 

□本製品とパソコンは LAN ケーブルで正しく接続されているか（有線接続の場合） 

パソコンと本製品が正常に接続されている場合は、パソコンに電源が入っていると本製品の前 
面にある各 LAN ポートの Link/Act LED が点灯します。パソコンにネットワークアダプター 
( LAN ボード、 LAN 力ードなど）がきちんと挿入されているか、 LAN ポートに正しくケーブ 
ルが接続されているかも再度確認しましよう。 

⑤その他の接続は大丈夫ですか？ 

•ADSL サービスの 場合 

□スブリッタの出カポートの接続は正しいか（電話用と ADSL モデム用があります） 

ADSL モデム、スプリッタの取扱説明書を参照して確認してください。 

•CATV サービスの 場合 

□分配器の接続は正しいか （ TV 用と CATV モデム用があります） 

CATV モデム、分配器の取扱説明書を参照して確認してください。 

⑧パソコンのネットワークアダプターは正しく動作していますか？ 

□パソコンのネットワークアダプターのドライバーの設定は正しいか 

「 PART 4 ネットワークに接続しよう」「パソコンのネットワーク設定をしよう」 ( P .17) を参 
照してパソコンのネットワークアダプターが正常に動作していることを再度確認してください。 

⑦パソコンのネットワーク設定は正しく設定しましたか？ 

□パソコンの TCP / IP が正しく設定されているか 

「 PART 4 ネットワークにしよう」「パソコンのネットワーク設定をしよう」 ( P .17) を参照し 
てパソコンの TCP / IP が正しく設定されていることを再度確認してください。 

□固定 IP アドレスなどが正しく I 受定されていますか？ 

プ□バイダーから複数の固定 IP アドレスを割り当てられている、または固定 IP アドレスの設 
定をする場合は、下記の手順でそれぞれのパソコンのネットワーク設定を行ってください。 

• Windows XP の場合 

1 P . 19の手順7の「インターネットプロトコル ( TCP / IP ) のプロパティ」画面で「次の IP アドレ 
スを使う」を選択し、 「 IP アドレス」、「サブネットマスク」、「デフオルトゲートウェイ」の入力 
欄に割り当てられた値を入力してください。 

• Windows 2000の場合 

1 P .27 の手順5の「インターネットプロトコル ( TCP / IP ) のプロパティ」画面で「次の IP アドレ 
スを使う」を選択し、 「 IP アドレス」、「サブネットマスク」、「デフオルトゲートウェイ」の入力 
欄に割り当てられた値を入力してください。 
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• Windows Me/98/95 の場合 


1 P .22 の手順 5 の 「 TCP / IP のプロパティ」画面で 「 IP アドレスを指定」を選択し、 「 IP アドレス」、 
「サブネットマスク」の入力欄に割り当てられた値を入力してください。 

2 「ゲートウェイ」タブをクリックし、「新しいゲートウェイ」の入力欄に割り当てられた値を入 
力して「追加」ボタンをクリックしてください。 

• Mac OS 8.x 〜 9.x の場合 

1 P .29 の 「Mac OS 8. x 〜 9. x の場合」の手順2の 「 TCP / IP ( LAN )」 画面で、「経由先」を「内蔵） 
Ethernet 」 に、「設定方法」を「手入力」に設定して 「 IP アドレス」、「サブネットマスク」、「ルータ 
アドレス」の入力欄に割り当てられた値を入力してください。 

•Mac OSX vl.02 の場合 

1 P .29 の 「Mac OS X v 1 .02 の場合」の手順3の「ネットワーク」画面で、「表示」を「内蔵 
Ethernet 」 に、「 TCP / IP 」タブの「設定」を「手入力」に設定して 「 IP アドレス」、「サブネットマス 
ク」、「ルータ」の入力欄に割り当てられた値を入力してください。 


⑧ 無線 LAN アダプターの設定は正しく設定しましたか？ 

(本製品とバソコンを無線接続している場合） 

「 PART 3 パソコンと本製品を接続しよう（無線接続)」「パソコンと本製品を接続する」 ( P .15) 
を参照して、無線 LAN アダプターの設定が正しくできているか確認してください。 

⑨ プ□バイダーからの設定事項を正しく入力しましたか？ 

□契約時の設定事項を本製品およびパソコンに正しく入力したか 

「 PART 4 ネットワークに接続しよう」「本製品の設定をしよう」 （ P .32) で行ったプ□バイ 
ダーからの設定事項をすべて設定ユーテイリテイーに正しく入力しないとインターネットには 
接続できません。パスワードは入力を間違っても画面上で確かめることができませんので、再 
度入力をやり直してみてください。大文字/小文字が区別される場合もありますので注意して 
ください。 

⑱ Web ブラウザーの設定は正しいですか？ 

□ Web ブラウザーの設定項目は正しいか 

Web ブラウザーの設定についてはプロバイダーから提供された設定情報に関する書類やパソ 
コンに添付の取扱説明書、 0 S のヘルプなどを参照してください。 

Whdows 98/95 をお使いで、初めてインターネットに接続した場合、インターネット接続ウイ 
サードが表示されます。その場合、次の手順で設定してください。 

1「スタート」ボタンー「プログラム」一「通信」一「インターネット接続ウイザード」をクリックし 
ます。 


2 「インターネット接続を手動で設定するか、 □- カルエリアネットワーク （ LAN ) を使って接続 
します」をクリックし、「次へ」ボタンをクリックします。 

51 


3 「口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) を使って接続します」をクリックし、「次へ」ポタンをク 
リックします。 

4 「プロキシーサーバーの自動検出」のチェックボックスをクリックしてチェックを外します。 

5 「インターネットメールアカウントの設定」画面で「いいえ」をクリックし、「次へ」ボタンをク 
リックします。 

6 「完了」ボタンをクリックします。 


パソコンをダイヤルアップ環境で利用されていた方は、お使いの 0 S によっては Web ブラウザー 
の設定を変更する必要があります。プ□バイダー契約時の設定マニュアル、パソコンに添付のマ 
ニユアルや 0 S のヘルプなどを参照してください。 


■パソコン同士がつながらない 


•ファイルやプリンタが利用できるようにネットワーク設定をしましたか？ 

□パソコンのネットワーク共有サービスの設定を行う 

本製品の LAN ポートに接続されたパソコン同士がデータのやり取りをするには、共有ネットワ_ 
クの設定が必要です。複数台のパソコンでデータのやり取りをする場合、 Windows では 
Microsoft ネットワーク共有サービスを使ったワークグループ接続（ピアツーピア接続）が一般 
的です。設定方法については、各 0 S のヘルプまたは市販の解説書を参照してください。 


■本製品の設定ユーティリティーが起動しない 

參バソコンのネットワーク設定は正しくできていますか？ 

□バソコンの TCP / IP が正しく設定されているか 

「 PART 4 ネットワークに接続しよう」「パソコンのネットワーク設定をしよう」 ( P .17) を参照 
して、パソコンの TCP / IP が正しく設定されているか再度確認してください。 

•無線 LAN アダプターの設定は正しくできていますか？ 

(本製品とパソコンを無線接続している場合） 

「 PART 3 パソコンと本製品を接続しよう（無線接続)」「パソコンと本製品を接続する」 （ P .15) 
を参照して、無線 LAN アダプターの設定が正しくできているか確認してください。 

❿プロキシサーバーを使う設定になっていませんか？ 

□ Web ブラウザーのプロキシサーノ（一の設定は正しいか 

「 PART 4 ネットワークに接続しよう」 「 Web ブラウザーの設定をしよう」 ( P .30) を参照して、 
Web ブラウザーでプロキシサーバーを使用しない設定にしてください。 
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■本製品の設定ユーテイリティーに□グインできない 


籲別のパソコンが□グインしていませんか？ 

別のパソコンが□グインしていないか確認してください。別のパソコンが□グアウトしたら、も 
う一度□グインしなおしてください。 

•パスワードを忘れた 

本製品を工場出荷時の状態に戻してください。パスワードがクリアされます。本製品を工場出荷 
時の状態に戻す方法は、この章の「本製品を工場出荷時の状態に戻したい」 （ P .59) を参照して 
ください。パスワードを設定したい場合は、この章の「本製品のパスワードを変更したい」 
( P .57) を参照して、再設定してください。 

0 本製品を工場出荷時（初期値）の状態に戻すと、パスワードだけでなく、今まで設定し 
ていた情報がすべて消えてしまいます。再度設定しなおしてください。 


■ファームウェアのアップデートに失敗した 

本製品を工場出荷時の状態に戻してから、再度、ファームウェアのアップデートを行ってくださ 
い0 

本製品を工場出荷時の状態に戻す方法は、この章の「本製品を工場出荷時の状態に戻したい」 
( P .59) を参照してください。 

0 本製品を工場出荷時（初期値）の状態に戻すと、今まで設定していた情報がすべて消え 
てしまいます。再設定してください。 


■パソコンの IP アドレスを調べたい、更新したい 

本製品よりパソコンに割り当てられた IP アドレスを調べる場合は、次の方法で行ってください。 
Windows 以外の 0 S については、 0 S のヘルプやマニュアルを参照してください。 

< Windows XP /2000 の場合> 

1「スタート」ボタンー「すべてのプログラム 」 （Windows 2000の場合は「プログラム」）一「ア 
クセサリ」_「コマンドプロンプト」をクリックします。 

2キーボードから 「 ipconfig 」 と入力して、「 Enter 」 キーを押します。 

パソコンの IP アドレスが表示されます。 


OfipconfigJ と入力します。 


上の画面は例です。 「 C:¥Documents and Settings ¥ co 「 ega 」 の部分は、パソコンの使用環 
境によって表示が異なります。 


Microsoft Windows XP [Version 5.1.2600] 
(C) Copyright 1985-2001 Microsoft Corp. 


C: VDocuments and Sett ings¥corega)Jipconf ig !■ 
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3 IP アドレスを確認します。 


Ethernet adapter ローカルエリア接続： 

i i f i f?i rf f i y 


|IP Address. 

:192.168 .1.11 | 

Subnei Mask . 

: め D.mmu 

Default Gateway . 

:192.168 .1.1 


〇 IP アドレスを確認します。 


IP アドレスが正しく表示されない、もしくは更新したい場合は、 

① Hpconfig [ン release 」 と入力して、 「 Enter 」 キーを押します 0 

② Hpconfig 二/ renew 」 と入力して、 「 Enter 」 キーを押します 0 

1 一半角スペースを入力します。 


< Windows Me /98/95 の場合 > 

1「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」をクリックします。 
2 「名前」の欄に 「 winipcfg 」 と入力して、 「0 K 」 ボタンをクリックします。 


3パソコンで使用しているネットワークアダプターを選択します。 
パソコンの IP アドレスが表示されます。 



① 


② 


〇ご使用のネットワークアダプ 
夕を選択します。 

※実際に表示される名称は、 
ご使用になっているネット 
ワークアダプタのメーカー、 
機種によって異なります。 

0確認します。 


IP アドレスが正しく表示されない、もしくは更新したい場合は、 

① 「解放」ボタンをクリックします。 

② 「すべて書き換え」ボタンをクリックします。 
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■最新のファームウエアを入手してアツプデートしたい 

本製品の機能強化のため、予告なくファームウエアのノ（ージョンアツプを行うことがあります。 
最新のファームウエアはコレガのホームぺージ ( http :// www . corega . co . jp /) から入手してくだ 
さい。ファームウエアをアップデートする前に、本製品の設定内容をメモしておいてください。 


G _ •ファームウェアをアップデートする前に、本製品の設定内容をメモしておいてください。 
p •ファームウェアをアップデート中は、他の操作を行ったり、本製品の電源を切ったりし 
ないでください。ファームウェアのアップデートに失敗したり、本製品の故障の原因と 
なる場合があります。 

• この作業は必ず有線での接続で行ってください。無線では速度が一定ではないため、失 
敗するおそれがあります。 


ここでは例として 「 C :¥ co 「 ega 」 に 「 firm . img 」 を保存した場合で説明します。 
1設定ユーティリティを起動し、 「 Status 」 ポタンをクリックします。 


2 「ファームウエア更新」ボタンをク I 」ックします。 


ステータス 

WAN 

衡紗ィブ： 

PPPoE 



モデムの彳丸態： 

ON 



臟状態： 

未樹売 



WANtJ IP アドレス： 






再箱*込み||詳細| 

LAN 

LANIffilJ IP アドレス： 

192.168 .1.1 



サブネットマスク： 

255.255255.0 



DHCPt# •—バー： 

ON 


システム 

デノ ;ィス名： 

WGXXXXXX 



フ7—ムウ; t アバージ 

ヨン： Version 1.0 |[ 

77-ム017 JEM l| 



1設定保存||システムデータ||リセ;?卜抵能| 



1时榴鎰11 

E-Mail 棟能| |ヘルプ| 


〇クリックします。 


3 「参照」ボタンをクリックします。 

ファームウ ；！: ア更新 


バスヮード： 

ファームウエアファイル： 


II[#8.... ]!— 


_〇クリックします。 


[戻5 I 丨更奸][キ v ンセル|卩ルブ j 


4 「 C :¥ co 「 ega 」 内の「1^「111加吕」を選択し、「開く」をクリックします。 


I 1— 

最近使ったフ5•イル 

デス*卜5ブ 

ドキュメント 


■ Offirm . imgJ を選択します 0 


’イネットう-り 


フ;■ィル®種類®: |サベて®フ1•イル(ホ. 


■0 「開く」をクリックします。 
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5 パスワードを設定してし'！る場合は、パスワードを入力してから「更新」ボタンをクリックしま 
す。 


ファームウエア更新 


ファームウ I ア更新用のファイルは、あらかじめ LAN 上の/りコンに保存してお级要があ 
ります。 

バスワード： 卜 

ファ~ムウエアフ7イ"ル： | C ^¥ oor 8 M ¥ frm.img || #18... I 




r 〇パスワードを設定してい 
る場合はパスワードを入 
力します。 

一©「更新」ポタンをクリック 
します。 


6次のダイアログポックスが表示されたら 「0 K 」 ボタンをクリックします。 
ファームウェアの更新処理が開始されます。 



OroKj ポタンをクリックします。 


7 次のダイア□ダボックスが表示されたら本体前面の Status LE □が消灯していることを確認 
し 「 ok 」 ボタンをクリックします。 



〇「〇1<」ポタンをクリックします。 


8 「ウィンドウは、表示中の Web ページにより閉じられようとしています。このウィンドウを閉 
じますか？」と表示されたら「はい」をクリックします。 

9 P . 59の手順に従って本製品を工場出荷時の状態に戻してください。 


以上で、ファームウエアの更新は終了です。 
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■本製品のパスワードを変更したい 

本製品のパスワードは、次の手順で変更できます。 

1設定ユーテイリテイーを起動し、「 Password 」 ボタンをクリックします。 


パスワード 


ログイン本製品へのログイン名とノ U ワート*£設定 U ます。 


ログ，冷 
新 u、y くスワード： 
バスワードの確認： 


[ Q * 存|1キャンセル J I ヘルブ J 




〇現在の□グイン名（工場出荷 
時は root ) を入力します。 
新しく設定するパスワードを 
入力します。 

0 確認のため©で入力したパ 
スワードを再入力します。 

0「保存」ポタンをクリックし 
ます。 


0 -工場出荷時の状態では、パスワードは設定されていません。 

•入力したパスワードは、画面上では「•」または「*」で表示されます。入カミ 
スのないように注意してください。また、「”」および「•_」以降に入力した文字 
は、保存されません。 


2ネットワークパスワード入力画面が表示されるので、ユーザー名と新しいパスワードを入力 
して 「0 K 」 ボタンをクリックします。 


□グイン名およびパスワードで空白を設定すると、認証を行わずに設定ユーテイリテイーにアク 
セスすることがでぎます。 
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■本製品を再起動したい 

本製品のシステムを再起動します。設定を変更した場合には、再起動して設定内容を反映させて 
くださし)。「ファームウエアのアップデート」「工場出荷時の状態に戻したい」とは異なりますの 
でご注意 < ださい。 

再起動には、次の2つの方法があります。 


• Init スイッチを使って再起動する 

1本製品の電源が入っている状態で、ゼムクリップなど堅くて先の細いものを使用し、本製品背 
面にある hit スイッチを約3秒程押します。 

2これで再起動は完了です。 


•設定ユーティリティーを使って再起動する 

1設定ユーティリティーを起動し、 「 Status 」 ポタンをクリックします。 
2 「リセット機能」ボタンをクリックします。 


3 



「システムリブートをおこないます。」と表示されるので、 rOKJ ポタンをクリックします 。 Power 
LED が消え、再び点灯します。 
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■本製品を工場出荷時の状態に戻したい 


本製品を工場出荷時（初期値）の状態に戻すと今まで設定していた情報がすべて初期値になりま 
す。重要な設定をしている場合は、 SS 定内容を書き残すなど、後で再設定できるようにしておい 
てください。 

工場出荷時の状態に戻すには、次の2つの方法があります (2 つの方法に違いはありません)。 

| Init スイッチを使って初期化する 


1本製品の電源を切ります。 

2本製品背面の Init スイッチを押しながら、電源を入れます。 

Init スイッチはゼムクリップなど堅くて先の細いもので押してください。 

3約20秒以上 Init スイッチを押してから離します。 

•設定ユーティリティーを使って初期化する 

1設定ユーティリティーを起動し、 「 Status 」 ボタンをクリックします。 

2 「 U セット機能」ポタンをクリックします。 



システムリブート 

本製品の再起動^行うため、すべてのネットワーク接続が 
一時的に切断されます。 

岡 

エ塲出荷時の状態に戻す 

本製品の設定内容がすべて工場出荷時の状態に戻りま 
す。 

[El- 

回 


■〇この「実行」ポタンをク 
リックします。 


「工場出荷時の状態に戻します。強制的に中断しないでください。」と表示されたら roK 」 ボタ 
ンをクリックします 。 Status LED が点灯し、しばらくして消灯すれば、工場出荷時の状態に 
戻ります。 
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レガのホームページの情報を活用する 


コレガのホームページでは、お客様からのよくあるお問い合わせ情報やネットワークの一般知識 
を分かりやすく解説しているページを公開中です。困っていることを解決するヒントになります。 

http://www.corega.co.jp/ 
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設定ユーテイリティーを見てみよう 

J 


本製品を使っていて「高度な機能を使いこなしたい」「設定ユーティリティーの詳しい情報が知り 
たし VI と思ったときは、この PART で項目を探してください。 


設定ユーティリティーの使い方 


■設定ユーティリティーの起動/終了のしかた 

設定ユーティリティーの起動方法/終了のしかたについては、本書の PART 4 の「本製品の設定 
をしよう」に記載しています。 

• 設定ユーティリティーの起動方法については、「設定ユーティリティーを起動する」 ( P .32) 
をご覧ください。 

• 設定ユーテイリテイーの終了方法については、「設定ユーテイリテイーを終了する」 ( P .36) 
をご覧ください。 


■設定ユーティリティーの全体構成について 

Home … WAN 側、 LAN 側の現在の設定を表示する、 
設定ユーティリティへを終了する ( P .62) 

Wizard …まずインターネットに接続する ( P .62) 

WAN … インターネット ( WAN ) 側の設定をする ( P .62) 

LAN … パソコン ( LAN ) 側の設定をする ( P .77) 

Wireless …ワイヤレス機能の設定をする (P 78) 

Password …本製品の設定変更を制限する(已 .83) 

Status …現在の接続状態を表示する ( P .84) 


Advanced — 1 


アドバンスドインターネット…ネットワークアプリケーションを利用でき 

るようにする (P 94) 


" 

スペシャルアプリケーション…アプリケーションを登録して利用する 

( P .95) 


- 

バーチャルサーバー…インターネット上にサーバーを公開する ( P .96) 



ダイナミック DNS •••バーチャルサーバーに URL でアクセスできるよう 
にする ( P .97) 


- 

アクセス制限…パソコンのアクセスを制限する ( P .99) 


- 

セキュリティー…外部からの不正なアクセスを防ぐ ( P .103) 


- 

PC データベース…接続しているパソコンを表示する ( P .105) 


- 

ルーティング…ルーティングテーブルを設定する ( P . 1 08) 


- 

リモート設定…インターネット上から本製品の設定をする ( P .110) 


— 

その他各種設定 ( P .1 1 1) 
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設定画面の各機能 


•以降の説明では、表の入力例を使用した場合の画面例を掲載しています。実際にはご使 
用の環境に合った値を入力してください。 

•各設定画面には、「ヘルプ」ボタンがあります。設定内容について詳しくは、ヘルプを参 
照してください。 


■ Home 

〜 WAN 側、 LAN 側の現在の設定を表示する、設定ユーティリティーを終了する〜 

設定ユーティリティー起動時の画面です。 WAN 側、 LAN 側の現在の設定が表示されます。また、 
設定ユーティリティーを終了するときは、必ず 「 Home 」 の画面に戻って画面右下の 「 Logout 」 
ボタンをクリックしてください。 


クリックします。 


終了するときは、ここを 


c$orag$> 

f WianI I 

f LAN I 
I Wlfsiass J 

I SUM I 
I Advancad J 


CG-WL 巳 ARGP 


ipm ■ス： 

樹龄イブ： 


IP アドレス： 192.168.1： 

DHCP 1 ?- バブ ON 


2000 (1/1 - 010:18 


i3.-¥-fi«l 心 S -ネット接離ユ-ザー塾较行っていた 

-< L I - f - 

の—毎やフムウ i アのアップデート等の (S 报^ 
こ:* i_srr __ 

また,そ c 


. その他キV 
すの f 雜ご登 i 


J の雜定(こュ、ては' 弊？土ホ ー ムベ- 
ジ より 取® 説明苗を S ウンロードし. ご# さ 

い。 


j 心 S- ネット接總 
確認*' a* ます. 

また' メールでのお問い袖せ，本 

1 へ.*?:.み—[-ゼ:了. 

弊？谈品の設定等で3511り(:购 
巻照<だ汍、 


よく鋼について n 

知トワー;基 
iWc と字にはご 


■ Wizard 〜まずインターネットに接続する〜 

簡単なインターネット接続の設定を行います。|§定の詳細については、 「 PART 4 ネットワーク 
に接続しよう」「本製品の設定をしよう」 （ P .32) を参照してください。 


■ WAN ( WAN 側設定）〜インターネット （ WAN ) 側の設定をする〜 

WAN 側の IP アドレス、デフオルトゲートウェイアドレス、 DNS サーバーアドレスの設定、 
PPPoE の設定などインターネットに接続するための基本となる設定を行います。ご契約された 
プロバイダーの接続タイプに合わせて設定してください。 「 Wizard 」 で設定済みの場合は、その 
設定内容が表示されます。 



通常は 「 Wizard 」 から設定を行ってください。 


1メニューから 「 WAN 」 ボタンをクリックします。 
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2 ご契約のプ□バイダーの接続タイプを選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 


WAN 側設定 


接統タイブ: 

DHCP/ 固定 IP v 


マルチ PPPoE 
PPPoE/Unnumbered IP 
LOCAL OFFICE 

| 


〇接続タイプを選択します。 
©「次へ」ポタンをクリックします。 


• DHCP を利用する場合（次ページ） 

プ□バイダーから IP アドレスが特に指定されていない場合に選択します。 DHCP 機能を 
利用して、 IP アドレスが自動的に割り当てられます。 

リストから 「 DHCP / 固定 IP 」 を選択してください。 

•固定 IP アドレスで接続する場合 ( P .65) 

プ□バイダーから固定 IP アドレスを取得している場合に選択します。 

リストから 「 DHCP / 固定 IP 」 を選択してください。 

各プ□バイダーが提供する固定 IP アドレスサービスで、巳フレッツやフレッツ . ADSU こ 
よる接続を行う場合は、 「 PPPoE/Unnumbered IP 」 を選択してください。 

• PPPoE 接続の場合 （ P .66) 

PPPoE と呼ばれる接続手順を使ってインターネットに接続する場合に選択します。プロ 
バイダーよりユーザー名とノ V ° スワードが割り当てられます。 

リストから 「 PPPoE/Unnumbered IP 」 を選択してください 0 

•Unnumbered IP 機能による PPPoE 接続の場合 （ P .68) 


プ□バイダーから複数の WAN 側の IP アドレス（グローバル IP アドレス）を取得し、 
PPPoE 接続する場合に選択します。 

リストから 「 PPPoE 八 Jnnumbered IP 」 を選択してください 0 


I 仏 ，.] Unnumbered IP 機能とは、プロバイダーから取得した複数の WAN 側の IP アドレ 
ス（グローバル IP アドレス）をパソコンに割り当てて使用することができる機能 
です。インターネットに公開することにより、 Web サーバーやメールサーバー、 
DNS サーバーなどを運用することができます。 


マルチ PPPoE 接続の場合 （ P .70) 

PPPoE セッションを同時に二つ使用する場合に選択します。 
リストから「マルチ PPPoE 」 を選択してください。 


尚 本製品は、1つのブロードバンド回線で、通常インターネットに接続する PPPoE 
接続（セッション 1) とは別に、特定の接続先に他の経路（セッション 2) で接続 
できます。これによりインターネットサービスプロバイダーと接続したまま、同時 
に PPPoE を利用したサービスを利用することができます。 


□一カ ルルーターと して接続する場合 （ P .77) 

本製品を□—カルル_夕_として使用する場合に選択します。 
リストから 「LOCAL OFFICE 」 を選択してください。 
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< DHCP を利用する場合 > 


WAN - DHCP/ 固定 IP 

ホスト名： | ~|- 

ドメイン名： || 

M 考:: ra パイダ-から指定がない場合は空白で設定 b てくだ3い， 

IP アドレス ® IP アドレス自動取得 ( DHCP ) - 

〇固定 IP アドレス 

DNS ® 自動取得 - 

〇傷先 DNStt- パー: [12 ]J34 |J56 |f98 ] _ 

i く 戻& | jf « g ]| キ v ンセル i r^n 



設定が終了したら「保存」ポ 
タンをクリックします。 


項目名 

説明 

①ホスト名 

プ□バイダーからホスト名を指定されている場合、または独自にドメイン名を 
お持ちの場合に、入力してください。指定がない場合は空欄にしてください。 

※入力可能な文字は、半角の英数字、記号で1〜19文字までです。 

②ドメイン名 

プ□バイダーからドメイン名を指定されている場合、または独自にドメイン名 

をお持ちの場合に、入力してくださし)。指定がない場合は空欄にしてください。 

※入力可能な文字は、半角の英数字、記号で1〜5◦文字までです。 

③ IP アドレス 

IP アドレス自動取得 ( DHCP ) 

DHCP 機能を利用して IP アドレスを自動的に取得する場合、プ□バイダー 
から IP アドレスを自動的に割り当てられる場合 （ CATV 等）は、これを選択 

します。 

※「固定 IP アドレス」は、 DHCP を利用するときは選択しません。 

※工場出荷時は、 「 IP アドレス自動取得 ( DHCP )」 が選択されています。 

④ DNS 

自動取得 

プ□バイダーより DNS サ ー J (一を自動設定するような指示があった場合、 

または特に指示がなかった場合に選択します。 

※工場出荷時は、「有効」になっています。 

優先 DNS サーパー 

プロノ（イダーから DNS サーノ（一の IP アドレスを指示された場合に選択し、 
指定された IP アドレスを入力します。(入力例: 12. 34. 56. 98) 

※工場出荷時は、「自動取得」が選択されています。 


※半角英数字、記号…〇〜 9、 a 〜 z 、 ！”#$%&’ 〇 * + ,-./:;< = >?@ [¥] A ) ; }~ 
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< 固定 IP アドレスで接続する場合 > 


WAN - DHCP/ 固定 IP 


ホスト名： |_ _ 

ドメイン名： — 

備考:ヴ〇パイダ-から指定がない場合は空白で設定してくだ3い， 


IP アドレス〇 IP アドレス自動取得 ( DHCP ) 
G: 固定 IP アドレス ■ 


I|i2~1|34 ifsel^el 


サブネットマスク痕 55 |1 255 1.[ 255 ][5 | 


-トウェイ J 12 l 34~| j 56 |fl | 


DNS 〇自動取得 

© 職 DN 対ーノ ^-：[12134~1|56 |Jiil 


rjnigir 


キ1•ンセル丨丨ヘルブ| 



I 

<D 

<2) 


設定が終了したら「保存」ポ 
タンをクリックします。 


項目名 

説明 

①ホスト名 

プ□バイダーからホスト名を指定されている場合、または独自にドメイン名を 
お持ちの場合に、入力してください。指定がない場合は空欄にしてください。 

※入力可能な文字は、半角の英数字、記号で1〜19文字までです。 

②ドメイン名 

プ□バイダーからドメイン名を指定されている場合、または独自にドメイン名 
をお持ちの場合に、入力してください。指定がない場合は空欄にしてください。 

※入力可能な文字は、半角の英数字、記号で1〜50文字までです。 

③ IP アドレス 

固定 IP アドレス 

プ□バイダーから固定 IP アドレスを割り当てられている場合（固定 IP サー 
ビス等）に選択します。 

- IP アドレス プ□バイダーから指定された IP アドレスを入力し 

ます。(入力例: 12. 34. 56. 78) 

• サブネットマスクプ□バイダーから指定されたサブネットマスクのア 

ドレスを入力します。(入力例:255. 255. 255. 0) 
•ゲートウェイ プ□バイダーから指定されたゲートウェイのアドレ 

スを入力します。(入力例: 12. 34. 56.1) 

※ 「IP アドレス自動取得 ( DHCP )」 は、固定 IP アドレスを利用するときは選 

択しません。 

⑤ DNS 

優先 DNS サーバー 

プロノ（イダーから DNS サーノの IP アドレスを指示された場合に選択し、 

指定された IP アドレスを入力します。(入力例: 12. 34. 56. 98) 

※「自動取得」は選択できません。 


※半角英数字、記号…〇〜9、 a 〜 z ' !，，#$%&’（）* +，- ■/ :;く = >?@[¥]八_に r 


65 





























< PPPoE 接続の場合 > 


WAN - PPPoE/Unnumbered IP 

ログイン PPPOE 離名: jcorega 

ユ ーザー名： ]myname@isp.ne.^ 

バスワード ：I •••••••••• 


オブシヨン接練方法： 

無通信タイマ- 
IP アドレス ® 通常接続— 


固分一 


〇 Unnumbered IP 
〇自動取得- 
© 偈先 DNSt) ■—パ:11211341.156 If981- 




GpiJ 


キャンせル丨丨ヘルプ] 


•設定が終了したら「保存」ポ 
タンをクリックします。 


項目名 

入力例 

説明 

① PPPoE 接続名 

corega 

「 PPPoE 設定」を任意の名前で登録できます。 

可能な文字は半角英数字、記号で1〜19文字(全角は 

9文字)までです。 

②ユーザー名 

myname @ isp . ne.jp 

プ□バイダーより指定されたユーザー名（プロバイ 
ダーによって呼び方が異なる場合があります）を入 
力します。「フレッツ ‘ ADSL 」 や「巳フレッツ」の 
場合、“から後ろもすベて入力します。 

※入力可能な文字は、半角の英数字' 記号で60文字 

までです。 

③パスワード 

Password 02 

プ□バイダーより指定されたパスワード（プロバイ 
ダーによって呼び方が異なる場合があります）を入 
力します。パスワードは画面上では「*」や「•」で 

表示されます。 

※入力可能な文字は、半角の英数字、記号で1〜25 

文字までです。 

④接続方法 

トリガー接続 

インターネットへの接続方法を選択します。 

• 常時接続：常にインターネットに接続します。何 
らかの原因で接続が切れた場合、自動的に再接続 

します。 

• トリガー接続：パソコンからインターネットへの 

接続要求があった場合に、自動的に PPPoE 接続 

を開始します。 

• 手動接続： 「 Status 」 から「詳細」ボタンをクリッ 
クして表示される「詳細情報- PPPoE 」 画面で「接 
続」ボタンをクリックすることで、 PPPoE 接続を 

開始します。 


※半角英数字、記号…〇〜9 、 a 〜 z 、 「，#$%&’ 〇 * + ,-./:;< = >?@ [¥] a _) ; }~ 
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項目名 

入力例 

説明 

⑤無通信タイマー 

15 

PPPoE 接続で無通信状態になってから自動的に 

PPPoE 接続を切断するまでの時間を設定します。0 

〜99分のあいだで指定してください。 

※◦分を設定すると自動では切断しません。「接続方法」 

で「常時接続」を選択した場合は、「0」分になります。 

⑥通常接続 

一 

通常の PPPoE 接続を行う場合に選択します。 

⑦自動取得 


プ□バイダーより DNS サーバーを自動設定するよ 

うな指示があった場合、または特に指示がなかった 

場合に選択します。 

※工場出荷時に選択されています。 

⑧優先 DNS サーパー 

1 2.34.56.98 

プロノ （ イダーから DNS サ ー J て一の IP アドレスを指 

示された場合に選択し、指定された IP アドレスを入 

力します。 

※工場出荷時は⑦の「自動取得」が選択されています。 
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< Unnumbered IP 機能による PPPoE 接続の場合〉 


WAN _ PPPoE/Unnumbered IP 

ログイン 


PPPoE 接練名 : |corei 
ューザー名： 

バスワード： 


iyname @ isp . ne .. ■ 


オブシヨン接続方法： 


臟信タイマー:回分_ 


IP アドレス〇通常接続 

® Unnumbered IP ■ 


IP アドレス 

202|「87 | j 250 l[|a J 

サブネットマスク 

255.255.255248 

タイプ： 1 Unnumbered IP _ 


©優先 DNS サーバ:：12 . 34 j .[56 j .[98 j 


I 

-<S) 


-(D 

-<® 


■く戻“ 


| Q * 存 I 匚キン t ル][ヘルブ | 


•設定が終了したら「保存」ポ 
タンをクリックします。 


項目名 

入力例 

説明 

① PPPoE 接続名 

corega 

「 PPPoE 設定」を任意の名前で登録できます。入力 
可能な文字は半角英数字、記号で1〜19文字(全角は 

9文字)までです。 

②ユーザー名 

myname @ isp . ne.jp 

プ□バイダーより指定されたユーザー名（プロバイ 
ダーによって呼び方が異なる場合があります）を入 
力します。「フレッツ • ADSL 」 や「巳フレッツ」の場 
合、“®”から後ろもすベて入力します。 

※入力可能な文字は、半角の英数字、記号で6◦文字 
までです。 

③パスワード 

Password 02 

プ□バイダーより指定されたパスワード（プロバイ 
ダーによって呼び方が異なる場合があります）を入 
力します。パスワードは画面上では「*」や「•」で 
表示されます。 

※入力可能な文字は、半角の英数字、記号で1〜25 
文字までです。 

④接続方法 

トリガー接続 

インターネットへの接続方法を選択します。 

-常時接続：常にインターネットに接続します。何 
らかの原因で接続が切れた場合、自動的に再接続 
します。 

• トリガー接続：パソコンからインターネットへの 
接続要求があった場合に、自動的に PPPoE 接続 
を開始します。 

• 手動接続： 「 Status 」 から「詳細」ボタンをクリッ 
クして表示される「詳細情報- PPPoE 」 画面で「接 
続」ボタンをクリックすることで、 PPPoE 接続を 
開始します。 


※半角英数字、記号…〇〜9 、 a 〜 z 、 「’#$%&’（）* +， •■/:;< = >?©[¥]△ — {:r 
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項目名 

入力例 

説明 

⑤無通信タイマー 

15 

PPPoE 接続で無通信状態になってから自動的に 

PPPoE 接続を切断するまでの時間を設定します。0 

〜99分のあいだで指定してください。 

※◦分を設定すると自動では切断しません。「接続方 

法 J で「常時接続」を選択した場合は、「0」分になりま 

す。 

© Unnumbered IP 


プ□バイダーから複数の WAN 側の IP アドレスを取 

得し、 Unnumbered で PPPoE 接続する場合に選択 

します。 

※工場出荷時は、「通常接続」が選択されています。 

⑦ IP アドレス 

202.87 .250. 10 

プ□バイダーから指定された IP アドレスを入力しま 

す。 

⑧サブネットマスク 

255.255 .255.248 

プ□バイダーから指定されたサブネットマスクのア 

ドレスを入力します。 

⑨タイプ 

Unnumbered IP 

メニューから、使用するタイプを選択します。 

• Unnumbered IP : WAN 側の IP アドレスを複数 

使用する場合。 

• Unnumbered IP + Private : WAN 側の IP アド 

レスと、 LAN 側の IP アドレスを同時に使用する場 

△ 

□ 〇 

⑩自動取得 


プ□バイダーより DNS サーバーを自動設定するよ 

うな指示があった場合、または特に指示がなかった 

場合に選択します。 

※工場出荷時に選択されています。 

⑪優先 DNS サーバー 

1 2.34.56.98 

プロノ〈イダーから DNS サーノ （一 の IP アドレスを指 

示された場合に選択し、指定された IP アドレスを入 

力します。 

※工場出荷時は⑱の「自動取得」が選択されています。 


0 Unnumbered IP による接続を行うと、リモート設定を利用しなくても、 WAN 側より本 
製品を設定することができます。セキュリティー上、パスワードの設定 ( P .83) および 
リモート設定 （ P .110) で「リモート設定を使用する」にチェックを付けて、ポート番号 
の変更を行ってください。 
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< マルチ PPPoE 接続の場合> 


PPPoE サービスを提供している回線が、 B フレッツ • ベーシックタイプなどのように、 
複数の接続に対応している必要があります。 

利用のための契約や登録が必要であるサービスがあります。事前にそれらを完了してお 
いてください。 

セッション2の接続での登録済アブリケーション、スペシャルアプリケーションのご利 
用はできません。その他マルチ PPPoE 機能利用時の制限事項については、付録の「マル 
チ PPPoE 機能での制限事項」 （ P .124) を参照してください。 


WAN - マルチ PPPoE 

使用する接練 t 誌のセッションを選択してくださ u 




[ ア i ] ウント1 

| 

I アカウント2 

1 

ァ: W ント3 1 

[ ア i ) ウント4 

丨| アカウント5 ^ 

1セツシヨン1 

〇 

〇 


〇 

〇 

|セツシゴノ 21 〇 

® 

〇 

〇 

〇 




I 〔キ V ンセル 丨 [ベルブ1 


:] 


アカウントの1〜5のいず 
れかをクリックして設定し 
ます。 

- ® 

- (D 


•設定が終了したら「保存」 
ポタンをクリックします。 


項目名 

説明 

①アカウント 

PPPoE アカウントを登録します。本製品は5つの PPPoE アカウントを 
登録することができます。 

②セッシヨン 

セッション接続を指定します。セッションごとに使用するアカウントを登 
録することができます。 

セッション1およびセッション2は同時に複数のアカウントを選択するこ 
とはできません。 


設定内容を変更するには「次へ」ボタンをクリックします。 


WAN - マルチ PPPoE 


PPPoE 設定： 

| 接織誌: あ ション2 
«用す512 ツシ 3 ンを 进択 してください。 
PPPoE^SS 名: I 2 7 カウント2~ 

ユ 1 -ザー名： | myname @ isp . ne ..| , 
バスワード： 



樹姑法： I 

無通信タイマ-:^]分 
E) 有効 


〇自動取得 


© マニュアル設定 


僅先 DNS サーバ: [12 返4 I . l 56].[78 j - L 

代替 DNS サーバ： 98 .. 76 . 54 32 ' 

0有効 <t ッシ s ン 2 のみ > 口 NetBi os 有効 \ 


匚 ip アドレス适加]匚ド;•イン追加 I 匚*-卜适加|_ 


rTtTsffJi キャンセル ] 〔へルブ I 


-⑬ 

-⑯ 




■設定が終了したら「保存」ポ 
タンをクリックします。 

また、接続先設定を保存し 
た後にも必ずクリックして、 
設定を有効にしてください。 
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項目名 

入力例 

説明 

① PPPoE 設定 

アカウント2 

PPPoE アカウントを変更することができます。 
「 PPPoE 設定」アカウントリストから設定内容を変 
更したいアカウントを選択し、②〜⑰の設定を行い 
ます。 

※登録した PPPoE アカウントの設定には、任意の 
名前を付けることができます。 「 PPPoE 接続名」の 
入力欄で変更することができます。 

②接続指定 

セッション2 

「 PPPoE 設定」で選択したアカウントで使用する 
セッションを選択します。「接続先設定」画面で指定 
した接続先への通信を検出した場合は、セッション 

2を使用して接続します。それ以外の通信は、セッ 
ション1を使用して接続します。 



• 指定なし：選択したアカウントで PPPoE 接続し 
ない場合に選択します。 

•セッション1:通常インターネットを利用するた 
めのプロパイダーの設定をするときに選択します。 

•セッション2 :インターネット接続をしたまま、 
PPPoE を利用したサービスを利用する場合に選 
択します。 「 IP アドレス追加」ボタン、「ドメイン 
追加」ボタン、「ポート追加」ボタンのいずれかを 
クリックして、接続先を指定します。 

③ PPPoE 接続名 

アカウント2 

「 PPPoE 設定」を任意の名前で登録できます。 
「 PPPoE 設定」アカウントリストから未設定のアカ 
ウントを選択した場合、選択したアカウント（アカ 
ウント1〜 5) が自動的に表示されます。 

④ ユーザー 名 

myname @ isp . ne.jp 

プ□バイダーより指定された ユーザー 名（プロバイ 
ダーによって呼び方が異なる場合があります）を入 
力します。「フレッツ • ADSL 」 や「巳フレッツ」の場 
合、“から後ろもすベて入力します。 

※入力可能な文字は、半角の英数字、記号で60文 
字までです。大文字と小文字は別の文字として扱 
われます。 

⑤パスワード 

Password 〇2 

プ□バイダーより指定されたパスワード（プロバイ 
ダーによって呼び方が異なる場合があります）を入 
力します。パスワードは画面上では「*」や「•」で 
表示されます。 

※入力可能な文字は、半角の英数字、記号で25文字 
までです。大文字と小文字は別の文字として扱わ 
れます。 


※半角英数字、記号…〇〜 9、 a 〜 z 、 ！”#$%&’ （）* + ,- ./ :;< = >?@[¥] A に厂 
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項目名 

入力例 

説明 

⑥接続方法 

トリガー接続 

インターネットへの接続方法を選択します。 

-常時接続：常に PPPoE 接続した状態になります。 

何らかの原因で接続が切れた場合、自動的に再接 

続します。 

• トリガー接続：パソコンからインターネットへの 

接続要求があったときに、自動的に PPPoE 接続 

を開始します。 

• 手動接続： 「 Status 」 から「詳細」ボタンをクリッ 
クして表示される「詳細情報- PPPoE 」 画面で「接 
続」ボタンをクリックすることで PPPoE 接続を 

開始します。 

⑦無通信タイマー 

15 

PPPoE 接続で無通信状態になってから、自動的に 

PPPoE 接続を切断するまでの時間を設定します。〇 

〜99分のあいだで設定してください。 

※〇分を設定すると自動では切断しません。「接続方 
法 J で「常時接続」を選択した場合は、「0」分になり 

ます。 

⑧ LAN TYPE 


セッション2で選択し、 NTT 東日本が提供するフ 

レッツ•グループアクセス、または NTT 西日本が提 

供するフレッツ • グループの LAN 型払い出しを使用 

する場合にチェックを付けます。 

⑨ IP アドレス 

12.34.56.77 

⑧の 「LAN TYPE 」 にチェックを入れたときに設定 

します。セッション2で接続したネットワークのグ 

ループ管理者より割り当てられた IP アドレスを入力 

します。 

⑱サブネットマスク 

255.255 .255.0 

⑧の 「LAN TYPE 」 にチェックを入れたときに設定 

します。セッション2で接続したネットワークのグ 

ループ管理者より割り当てられたサブネットマスク 

を入力します。 

⑪自動取得 


プ□バイダーから DNS サーバーを自動設定するよ 

うな指示があった場合に有効にします。特に指定さ 
れていない場合も、「自動取得」を選択します。 

⑫マニュァル設定 


プ□バイダーから DNS サーノ（一の IP アドレスを指 

定された場合に有効にします。「マニュアル設定」を有 
効にすると「優先 DNS サーバー」と「代替 DNS サー 

ノ（一」の各入力欄が表示されます。 

⑱優先 DNS サーバー 

12.34.56.78 

プ□バイダーから指定されたプライマリ DNS サー 

バーの IP アドレスを入力します。 
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項目名 

入力例 

説明 

⑯代替 DNS サ_バ_ 

98.76.54.32 

プ□バイダーから指定されたセカンダリ DNS サー 
ノて一の IP アドレスを入力します。 

※指定された DNS サーバーが1つの場合、優先 
DNS サーバーにアドレスを入力してください。3 
つ以上の DNS サーバーアドレスを設定する場合 
は、3つ目以降を 「 Advanced 」- 「その他各種 
設定」の「バックアップ DNS サーバー」に入力し 
てください。 

⑮接続先設定 


セッション2を利用して通信する特定の接続先を IP 
アドレスもしくはドメイン名で指定します。 「 IP アド 
レス追加」ボタン、「ドメイン追加」ボタン、「ポート追 
カロ」ボタンをクリックして表示される、それぞれの 
「接続先設定」画面で接続先を登録します。詳しくは 
次ページをご覧ください。 

※「接続指定」でセッション2を選択したときのみ「有 
効」になります。 

•rip アドレス追加」ボタン：特定の接続先を ip アド 
レスで指定する場合にクリックします。 

•「ドメイン追加」ボタン:特定の接続先をドメイン名 
で指定する場合にクリックします。 

• 「ポート追加」ボタン：接続するポートを指定する 
場合にクリックします。 

フレッツ • グループアクセス ( NTT 東日本)/フレッ 
ツ • グループ ( NTT 西日本)のサービスを使用し、 
Windows でフアイルを共有する場合に NetBios を 
透過する場合は、 「 NetBios 有効」にチェックを付け 
ます。 


0 . フレッツ.グループアクセス (NTT 東 日本)/ フレッツ.グループ ( NTT 西日本) のサービス 
を使用し 、 LAN TYPE の設定をすると、リモート設定を利用しなくても、セッション2 
の WAN 側より本製品を設定することができます。セキュリティー上、パスワードの設定 
( P .83) およびリモート設定 （ P .110) で「リモート設定を使用する」にチェックを付け 
て、ポート番号の変更を行ってください。 

• NetBios 関連のポート（135、137、138、139、445、 3389) は、 「 NetBios 有効」にチエッ 
クを付けることで、設定できます。なお、これらのポート番号は、手動設定できません。 
手動で設定を行った場合や、正しく設定されていない場合には、いったん削除してから、 
「 NetBios 有効」にチェックを付けて保存してください。 
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「接続先設定」画面について 

セッション2を利用して通信する場合の接続先を設定します。 
<接続先を IP アドレスで指定する場合> 



「接続先設定」で「 I P アドレス追加」ボタンをクリックします。 


<D 


<D 

ここに登録された IP ア 
ドレスが表示されます 
ので、接続する IP アド 
レスを選択します。 


設定が終了したら「保存」ポ 
タンをクリックします。 


[pbi^ 

--設定が終了したら「保存」ポ 

タンをクリックします。 


項目名 

入力例 

説明 

① IP アドレス 

1 0.20.30.40-0 

セッション2で通信する接続先を1 P アドレスの範囲 
で指定できます。セッション2で通信する接続先の 
IP アドレスの範囲を入力して、「追加」ボタンをク 

U ックします。単独で IP アドレスを設定する場合は、 
終了アドレスに「0」を入力してください。ネットマ 
スク範囲設定と合わせて最大1 ◦ 個まで登録できま 
す。登録した接続先を有効にするには、リストに表示 

されている IP アドレスをクリックし、反転表示させ 
てから、「保存」ボタンをクリックして設定内容を保存 
する必要があります。 「 Ctrl 」 キ_ +左クリック 58 で 
複数選択も可能です。 

※ Mac 0 S ご使用の場合は「コマンド」キ_ +ク 

■ J ック 

②ネットヮーク 

172.25 .0.0/1 6 

セッション2で通信する接続先のネットワークアド 

レスとネットマスクで指定できます。セッション2 
で通信する接続先のネットマスク範囲を入力して、 
「追加」ポタンをクリックします。 IP アドレス範囲指 
定と合わせて最大10個まで登録できます。登録した 
接続先を有効にするには、リスト表示されている 
ネットマスク範囲をクリックし、反転表示させてか 
ら、「保存」ボタンをクリックして設定内容を保存す 
る必要があります。 「 Ctrl 」 キ_ +左クリック * で複 
数選択も可能です。 

※(^日〇 0 S ご使用の場合は「コマンド」キ_ +ク 

■ J ック 


2 「閉じる」ボタンをクリックして、マルチ PPPoE の設定画面に戻ったら「保存」ボタンをクリツ 
クします。 
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< 接続先をドメイン名で指定する場合> 

1 「接続先設定」で「ドメイン追加」ボタンをクリックします。 


接続先設定 


ドメイン名: 



[W] 


[全て逞択丨 


[: iM 折取消し J 


[削除| [全て則除 I 


[ 保 if] [^7] [MBs! 




ここに登録されたドメイン名 
が表示されますので、接続す 
るドメイン名を選択します。 


設定が終了したら「保存」ポ 
タンをクリックします。 


項目名 

入力例 

説明 

①ドメイン名 

myhome 

セッション2で通信する接続先のドメイン名または 
文字列を入力し、「追加」ポタンをクリックしてリス 
卜に登録します。最大10個まで登録できます。登録 
した接続先を有効にするには、リストに表示されて 
いるドメイン名をクリックし、反転表示させてから、 
「保存」ボタンをクリックして設定内容を保存する必 
要があります。 「 Ctrl 」 キ_ +左クリック* *で複数選 
択も可能です。 

〇 S ご使用の場合は「コマンド」キ_ +ク 

U ック 


2 「閉じる」ボタンをクリックして、マルチ PPPoE の設定画面に戻ったら「保存」ボタンをクリツ 
クします。 



「 jp 」 のみ登録した場合は、 「 jp 」 を含むすべてのドメインを登録したことになります。 
(例） www . abcd . co.jp 
www . abcd - jp.com 

最後に「/」を入力すると文字列の終わりを示します。 

r.jp/J と登録すると、 「 www . abcd - jp . com /」 は該当せず、 f www . abcd . co . jpJ のみ 
セッション2で通信するようになります。 

階層で接続先を登録する場合は以下のように登録してください。 

• . jp / : TjpJ が付くすベてのドメインが登録されます。 

• . co . jp / : rco . jp 」 が付くすベてのドメインが登録されます。 

• . xxxx _ co . jp / :「 xxxx . co . jp 」 が付くすベてのドメインが登録されます。 

フレッツ•スクウェアを接続先に登録する場合は r . flets / J を登録してください。 
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< 接続するポートで指定する場合> 

1「接続先設定」で「ポート追加」ボタンをクリックします。 



< 3 ) 


ここに登録したポートが表 
示されますので、接続する 
ポートを選択します。 


設定が終了したら「保存」 
ポタンをクリックします。 


項目名 

入力例 

説明 

①ポート 

3389 - 3389 

接続するポート番号を入力し、「追加」ボタンをク 

U ックしてリストに登録します。 

接続するポート番号を入力し、「追加」ボタンをク 

U ックしてリストに登録します。 

最大10個まで登録できます。単独でポート番号を設 
定する場合は、開始ポート、終了ポート間に同じ数 
字を入力します。（例： 35-35) 登録した接続先を有 
効にするには、リストに表示されているポート番号 
をクリックし、反転表示されてから、「保存」ポタン 
をクリックして設定内容を保存する必要があります。 
「Ctrl」 キ_+左クリック*で複数選択も可能です。 

0S ご使用の場合は「コマンド」キ_ +ク 
■J ック 


2 「閉じる」ボタンをクリックして、マルチ PPPoE の設定画面に戻ったら「保存」ボタンをクリツ 
クします。 


フレッツ.グループ アクセス (NTT 東日本)/ フレッツ • グループ (NTT 西日本)の サービス 
を使用し、 NetBios 関連のポート（135、137、138、139、445、 3389) は、 「NetBios 有 
効」 （P.70 の⑰）にチェックを付けることで、設定できます。なお、これらのポート番号 
は、手動設定できません。手動で設定を行った場合や、正しく設定されていない場合に 
は、いったん削除してから、 「NetBios 有効」にチェックを付けて保存してください。 
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< □一カルルータとして接続する場合 > 


WAN - L 0 

ip アドレス 

CAL OFFICE 


ip アドレス： L 12 H 34 JJ 56 i . L 78 1 



( 





I <戻 5 存 1] キャンセル 1 1 ベルプ I 



■<D 

-<S) 

•設定が終了したら「保存」ボ 
タンをクリックします。 


項目名 

入力例 

説明 

① IP アドレス 

1 2. 34. 56. 78 

WAN 側の本製品の IP アドレスを入力します。 

②サブネットマスク 

255. 255. 255. 0 

WAN 側の本製品のサブネットマスクを入力します。 

③ゲートウェイ 

1 2. 34. 56. 1 

WAN 側のデフオルトゲートウェイのアドレスを入 
力します。 

④優先 DNS サーバー 

1 2. 34. 56. 98 

ネットワーク管理者から割り当てられた〇问巳サー 
パーアドレスを入力します。 


■ LAN ( LAN 側設定）〜パソコン （ LAN ) 側の設定をする〜 

本製品の口ーカル （ LAN ) 側の設定を表示します。 


1メニューから 「 LAN 」 ボタンをクリックします。 


( 1 > 


LAN 側設定 

TCP/IP | p アドレス： 


|192| J 168 |flIfl \ 

|2S5U255lj255l.[0~~| , 


0 DHCF ^> ■-バー 開始 IP アドレス：192.168.： 
終了 IP アドレス：192.168 •: 


呆存 111 キャンセル11ヘルプ1 




設定が終了したら「保存」ポ 
タンをクリックします。 


項目名 

入力例 

説明 

① IP アドレス 

1 92. 1 68. 1 . 1 

本製品の□—カル （LAN) 側に設定する IP アドレスを入力 
します。特殊な設定以外は工場出荷時の状態で使用すること 
をお勧めします。 

※工場出荷時の設定値は、「192. 168.1.1J です。 

②サブネットマスク 

255.255.255. 0 

本製品の□—カル （LAN) 側に設定するサブネットマスクを 
入力します。 

※工場出荷時の設定値は、「255. 255. 255. 0」です。 

③ DHCP サーバー 


チェックを付けると本製品の DHCP 機能が有効になります。 
※工場出荷時の設定値は、「有効」になっています。 

④開始 IP アドレス 

192.168. 1.11 

DHCP サーパーで本製品に接続するパソコンに自動的に割り 
当てられる IP アドレスの開始アドレスを入力します。 

※工場出荷時の設定値は、「1 92.168.1. 11」になってし、ます。 

⑤終了 IP アドレス 

192. 168.1. 60 

DHCP サーメ (一で本製品に接続するノ 〇ノコンに自動的に割り 
当てられる IP アドレスの終了アドレスを入力します。 

※工場出荷時の設定値は、「192. 168. 1.60」になってい 
ます。 


77 











































•「保存」をクリックすると、本製品に設定が反映されます。本製品の DHCP サーバーを利用 
している場合は、1度ユーテイリテイー画面を閉じ、パソコンを再起動させてください。パ 
ソコンの IP アドレスが設定変更後の LAN の設定に合わせて、改めて割り当てられます。 

• 本製品で設定できるのはクラス C のみです。 

\_^ 


■ Wireless 〜ワイヤレス機能の設定をする〜 


本製品のワイヤレス機能の設定ができます。 


1メニューから、 「 Wireless 」 ボタンをクリックます。 

次の画面で各項目の設定を行います。設定を変更したら、「保存」ボタンをクリックします。ク 
リックすると、その時点で変更内容が本製品に反映されるので、無線接続しているパソコンは一 
時的にネットワークに接続できなくなります。本製品の変更内容に合わせて、パソコン側でも設 
定を変更してください。 


corecja 

KM- 


アクセスポイント 

旧 ァクセスポィント名： 

ESSID 

オブシヨンチヤンネル： 

802.11モード： 

レート： 

セキュリティー： 

ステルス AP □有効にする- 
アクセス制限 LANT ケ制限： 

® すべての無線クラィァノトの接練を許可 
〇選択 L /こ無線方心 7 'ノトのみ接練許可 I クラィァントの gfl 
<ノターネットアクセス制限： 

® すべての無線クライアントの接練を許可 
〇適択 U こ無嫌クライアノトのみ接統許可 I 的イアントの at 折 I 


■① 

-<D 

-③ 

-④ 

I 

-⑦ 

-⑧ 

■⑨ 


|p*g])i キ ^^ n 


「ヘルプ 1 


•設定が終了したら「保存」ボタンをク 
リックします。 
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項目名 

説明 

①アクセスポイント名 

本製品のデノ （ イス名が表示されます。 

無線クライアント側にアクセスポイント名の表示機能がある場合は、本製 
品のデバイス名がアクセスポイント名として表示されます。 

② ESSID 

無線 LAN に接続する機器を識別する名前です。設定方法について詳しく 
は、「セキュリティーの設定をしよう（無線接続の場合)」 (P.39) を参照 
して <ださい。 

※工場出荷時は rcoregaj に設定されています0 

③チヤンネル 

使用する電波の周波数（無線チヤンネル）で、1〜13の13種類の中から 
設定できます。周辺の電波と混信するような場合に変更してみてください。 

※工場出荷時は「6」になっています。 

@802.1 1モード 

本製品に接続できる無線 LAN 規格を選択します。 

•「Auto」 : 802. 11 b か802.1 lg かを自動判別します。 

• r 802.11 gj : 802.1 lg 規格で接続します。802.1 lg 規格対応の 
無線クライアントのみ接続できます。 

•T 802.11 bj : 802.1 1 b 規格で接続します。無線クライアントが 
802.1 lg に対応している場合も 802. 11 b としての 
み接続できます。 

⑤転送レート 

通常は 「Auto」 のまま使用します。自動的に転送可能なレートで通信を確 
保しようとします。固定レートを選択した場合は、電波状態が悪くなると 
通信が途切れる事があります。また設定した転送レートを持たない無線ク 
ライアントは接続できなくなります。 

⑥セキュリティー 

無線 LAN 上でやりとりされる通信内容を暗号化します。設定する場合は、 
「セキュリティー」ポタンをクリックします （P.80)。 

※工場出荷時は 「OFF」 に設定されています。 

⑦ステルス AP 

「有効にする」にチェックを付けると、アクセスポイントを検出する機能を 
使用しても、本製品の ESSID が表示されなくなります。これにより本製品 
の ESSID を知らない第三者からの不正アクセスを防止できます。 

⑧ LAN アクセス制限 

無線 LAN へのアクセスを制限します。設定する場合は、「選択した無線ク 
ライアントのみ」を選んでから、「クライアントの選択」ボタンをクリック 
します。 

※工場出荷時は「すべての無線クライアント」になっています 
(アクセス制限は設定されていません 〈P.82〉)。 

⑨インターネットアクセス制限 

無線 LAN に接続しているパソコンのうち、インターネットへの接続を許可 
するパソコンを限定します。設定する場合は、「選択した無線クライアント 
のみ」を選択してから、「クライアントの選択」ボタンをクリックします。 
※工場出荷時は「すべての無線クライアント」になっています 
(アクセス制限は設定されていません <P_82>)。 
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「 wep 設定」画面 

本製品に 「64 BitWEP 」 または「128 BitWEP 」 を設定します。設定方法について、詳し 
くは「セキュリティーの設定をしよう（無線接続の場合)」 ( P .39) を参照してください。 

1 設定ユーティリティーのメニューから 「 Wireless 」 をクリックします。 

2 「アクセスポイント」画面の「セキュリティー」ボタンをクリックします。 

3 「セキュリティー方法」で 「WEP」 を選択します。 



rwEPj を選択します。 


I 


③ 


I 


設定が終了したら「保存」ポタンをク 
リックします。 


※上の画面は！"128 Bit 」 をクリックしたときの画面表示例です。 


項目名 

説明 

①暗号方式 

「64 bit 」 H 28 bitJ から選択します。暗号キーの欄が「64 bit 」 を選ぶと10 
桁、「128 bit 」 を選ぶと26桁表示されます。 

②認証方式 

「 Auto」「Open System」「Shared Key 」 から選択します。通常は、工場出 
荷時の 「 Auto 」 の設定のままにします。 

③キー1〜4 

キ ー 1〜キ ー4 のそれぞれについて、①で「64 Bit 」 を選ぶと10桁、「128 
Bit 」 を選ぶと26桁の入力欄が表示されます。直接入力する場合は、入力する 
キーのラジオボタンをクリックして選択し、設定する暗号キーを2桁の16進 
数 (0 〜9、 a 〜 f ) で入力してください。 

「キー文字列」(⑤)を入力して「コード生成」(④)することで、自動的に生成する 
ことができます。 

④コード生成 

クリックすると、⑤で入力した文字列をもとに、暗号コードを生成します。 

⑤キー文字列 

ここに入力した文字列から、 WEP で使用される暗号キーがキ_1〜4のラジ 
オボタンで選択したキーに生成されます。 

1〜32文字の、半角英数字 (0 〜9、 a 〜 z ) を入力します（大文字と小文字は区 
別されます)。大文字と小文字は区別されます。なお、③で直接数値を入力する 
場合、この欄への入力は不要です。 


4 「保存」をクリックします。 


0 「保存」をクリックすると、その時点で変更内容が本製品に反映されて、無線接続してい 
るすべてのパソコンが一時的にネットワークに接続できなくなります。設定後は、必ず、 
無線接続するすべてのパソコンに同じ設定を行ってください。 
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設定が終了したら「保存」ボタンをク 
リックします。 


「WAP-PSKJ を選択します。 


アクセスポイント-セキュリティー設定 


セキュリティー方式 [ WPA-PSK ^ | 

設定 WPA-PSK 

拥キ| \— 

更新間隔: [1800 |脚)- 

暗号方式: [TKIP ,v - 

H 保#キやンセル| レブ| fWl 


「 WAP - PSK 」 画面 

本本製品に rWAP-PSKJ の設定します。設定方法について、詳しくは「セキュリティーの設定 
をしよう（無線接続の場合)」 (P.39) を参照してください。 

1 設定ユーティリティーのメニューから 「Wireless」 をクリックします。 

2 「アクセスポイント」画面の「セキュリティー」ボタンをクリックします。 

3 「セキュリティー方法」で 「WPA-PSK」 を選択します。 


項目名 

説明 

①共有 キー 

共有キーは、半角英数文字 （ ◦〜9、 a 〜 z 、 ! " # $ % & ' ()* + ,-./:;< = 
>?@[¥] ) で入力します (8 〜63文字まで）。 

②更新時間 

暗号キーを変更する秒数を設定します。入力した秒数毎に暗号キーを変更し、 
より強固なセキュリティーをかけることができます。 

③暗号方式 

暗号方式は TKIP のみになります。 


4 「保存」をクリックします。 

「保存」をクリックすると、その時点で変更内容が本製品に反映されて、無線接続してい 
^0るすべてのバソコンが一時的にネットワークに接続できなくなります。設定後は、必ず、 
無線接続するすべてのパソコンに同じ設定を行ってください。 


①②③ 
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• 「アクセス制限（無線） - LAN 」 画面 

無線 LAN アクセス制限を設定します。 


1 設定ユーテイリテイーのメニューから 「Wireless」 をクリックします。 

2 「アクセスポイント」画面の 「LAN アクセス制限」の下の「選択した無線クライアントのみ」を選 
び、「クライアントの選択」ボタンをクリックします。 


アクセス制限（無線） - LAN 



LAN アクセ^を許可する無線クライアノトを選択 L 

[Ctr1】+ 左ク J ック ( MAC 使用の埸合:コマンド0リック)で找 S 

ノて说さい。 

SS 折が可能です 




- k 


1すべて通択1 

- ( 

-- 

| 3S 択取消し 


|保存11キ V ンセル| 

[ 閉じる1 



項目名 

説明 

①クライアントリスト 

本製品に接続しているすべての無線クライアントが自動的に表示されます。 
ここで選択した(反転表示になった）クライアントのみに対して、無線 LAN 
への接続が許可されます。アクセスを制限したいクライアントは選択を外 
します（反転表示を解除します)。 「 Ctrl 」 キ_+左クリック 58 で複数選択も 
可能です。 

※ MacOS ご使用の場合は「コマンド」キ +クリック 

②すべて選択 

リストにあるすベての無線クライアントを一括選択します。 

③選択取り消し 

リスト上の選択（反転表示）を一括解除します。 


1^1 アクセス制限をしたいクライアントが表示されていない場合は、 「 PC データべ一 
ス」で手動で追加してください。詳しくは本 PART の 「 PC データベース〜接続し 
ているパソコンを表示する〜」 （ P .105) を参照してください。 


3 「保存」をクリックして、設定した内容を反映させます。 
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「アクセス制限（無線）ーインターネット」画面 

本製品経由でのインターネット接続を許可するパソコンをあらかじめ指定します。 

1 設定ユーティリティーのメニューから 「Wireless」 をクリックします。 

2 「アクセスポイント」画面の「インターネットアクセス制限」の下の「選択した無線クライアン 
卜のみ」を選び、「クライアントの選択」ポタンをクリックします。 



項目名 

説明 

①クライアントリスト 

本製品に接続しているすべての無線クライアントが自動的に表示されます。 
ここで選択した(反転表示になった）クライアントのみに対して、インター 
ネットへの接続が許可されます。アクセスを制限したいクライアントは選 
択を外します（反転表示を解除します)。 「 Ctrl 」 キ_ +左クリック*で複数 
選択も可能です。 

※ Mac 〇 S ご使用の場合は「コマンド」キ ー +クリック 

②すべて選択 

リストにあるすベての無線クライアントを一括選択します。 

③選択取り消し 

リスト上の選択（反転表示）を一括解除します。 


アクセス制限をしたいクライアントが表示されていない場合は、 「 PC データべ一 
ス」の詳細設定で手動で追加してください。詳しくは本 PART の 「 PC データべ一 
ス~接続しているパソコンを表示する〜」 ( P .105) を参照してください。 


3 「保存」をクリックして、設定した内容を反映させます。 


■ Password (パスワード）〜本製品の設定変更を制限する〜 

本製品の設定ユーティリティーにアクセスする際の□グイン名とパスワードを設定します。□グ 
イン名とパスワードを設定すると、設定ユーティリティーを起動する際に□グイン名とパスワ_ 
ドの入力が必要になります。セキュリティー上、パスワードの設定をおすすめします。パスワー 
ドの変更手順については、 「PART5 トラブルや疑問があったら」「本製品のパスワードを変更し 
たい」 （P.57) を参照してください。 

0 •パスワードを忘れると、設定ューティリティーで設定を変更できなくなりますので、ご 

注意ください。 

•ログイン名およびパスワードで空白を設定すると認証を行わずに設定ューティリティー 
にアクセスすることができます。なお、 Init スイツチを使用し、本製品を工場出荷時の状 
態に戻すことにより、設定したパスワードは初期化されます。 
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■ Status (ステータス）〜現在の接続状態を表示する〜 

インターネットへの接続状態や本製品のシステム情報などを表示します。利用する接続方式に 
よつて表示される画面が異なります。 

1メニューから 「Status」 ボタンをクリックします。 

< DHCP を利用する場合><固定 IP アドレスで接続する場合> 


ステー タス 



—— 0 




」 ④ 





1 再较》込》 II 薛紬 1 

- ® 

1- (D 


1- C6) 




—— ⑦ 



ファームウェアバージョン： Version1.0 1 ファ-ムウ i ァ更靳 | 

I 設定保存||システムデ—$ ||リセ 9 卜棵能| 



|~的棵姥1「 E - Mail 裸能1|ヘルブ | 


< PPPoE 接続の場合><マルチ PPPoE 接続の場合> 


ステー タス 


wan 接続タイブ 

モデムの彳尤態： 
離機 
WAN 側 IP アドレス： 


PPPoE ■ 
OFF - 


LAN LAN 側 IP アドレス： 


匚再班み込み ifsai ] 


255.255 .255.0 - 
ON - 


WGPED0D8A - 
Version 1.0 


フ7-ムァ更新 ] 


匚星 8 定保存|匚シス f ムデー][_比；>卜棚® I 


I □グ榴 能 I I E - Mail 褪能 | | ヘルプ| 


①②③④ ⑤⑧⑦⑧⑨ 
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項目名 

説明 

① 接続タイプ 

現在、使用されている接続タイプを表示します。 

② モデムの状態 

現時点での本製品の WAN ポートとモデム等の機器との接続状態を表示します。 
•「 ON 」: 接続されています。 

•「 OFF 」: 未接続です。 

③ 接続状態 

現時点での接続状態を表示します。 

•「接続中」：正常に動作しています。 

•「未接続」： WAN 側のネットワークと通信できていません。 

④ WAN 側 IP アドレス 

本製品の WAN 側の IP アドレスを表示します。 

※マルチ PPPoE 設定の場合、 「 WAN 側 IP アドレス」（セッション 1) の下に 
セッション2の IP アドレスも表示されます。 

⑤ 側 IP ァドレス 

本製品の LAN 側の IP アドレスを表示します。 

⑥サブネットマスク 

本製品の LAN 側のサブネットマスクを表示します。 

⑦ DHCP サーバー 

本製品の DHCP サーバー機能の状態を表示します。「〇1\1」か 「 OFF 」 のいずれか 
が表示されます。 

⑧デパイス名 

本製品のデバイス名を表示します。デバイス名は rWGXXXXXXj で表示され 
ます。 「 XXXXXX 」 は本製品の LAN 側の MAC アドレスの下6桁の数値です。 

⑨ファームウェアパー 
ジョン 

本製品のフアームウエアのノジョンを表示します。 
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ポタンについて 


ポタン名 

説明 

再読み込み 

最新の接続状態を表示したいときにクリックします。 

詳細 

接続状態の詳細を表示したいときにクリックします（本ページ)。 

ファームウエア更新 

「ファームウェア更新」画面を表示したいときにクリックします。ファームウェ 
アの更新の方法は、 「 PART 5 トラブルや疑問があったら」「最新のファーム 
ウェアを入手してアップデートしたい」 （ P _55) を参照してください。 

設定保存 

現在の設定内容をバックアップできます。設定変更後に通信できなくなったと 
きなどに保存したバックアップファイルを使用して、設定内容を元に戻します。 
次の手順で設定をノ（ックアップします。 

① 「設定保存」ボタンをクリックします。 

② 「ファイルのダウン□—ド」画面の「保存」ボタンをクリックします。 

③ 「名前を付けて保存」画面で保存先とファイル名を指定して「保存」ボタン 
をクリックします。 

バックアップファイルを元に戻す方法は、 PART 5 の「最新のファームウェア 
を入手してアップデートしたい」 （ P .55) とほぼ同じです。手順4で保存した 
バックアップファイルを選択してください。 

システムデータ 

システム情報を表示したいときにクリックします。 

リセット機能 

本製品のシステムリブート、または工場出荷時の状態に戻すときにクリックし 
ます。詳しくは、 「 PART 5 トラブルや疑問があったら」の「本製品を再起動し 
たい」 （ P .58) または「本製品を工場出荷時の状態に戻したい」 （ P .59) を参照 
してください。 

□グ機能 

□グ機能の設定を行うときにクリックします （ P .91)。 

E - Mail 機能 

E - Mail 機能の設定を行うときにクリックします （ P .92)。 


「詳細情報」画面 

インターネットへの接続状態の詳細情報が表示されます。 

1メニューから 「 Status 」 ボタンをクリックします。 

2 「ステータス」画面の「詳細」ボタンをクリックします。 
利用する接続方式によって、表示される画面が異なります。 
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< DHCP を利用する場合 > 



<D 

<D 




<D 




項目名 

説明 

① MAC アドレス 

本製品の WAN 側の MAC アドレスが表示されます。 

※し厶问側の MAC アドレスは「ステータス」画面の「システムデータ」ボタン 

をクリックして表示される画面で確認できます。 

② IP アドレス 

本製品の WAN 側の IP アドレスが表示されます。 

③サブネットマスク 

本製品の WAN 側の IP アドレスに使用するサブネットマスクが表示されます。 

④ゲートウェイ 

インタ—ネット接続（送信先のネットワーク）に使用するゲートウェイが表示 

されます。 

⑤ DNS サーパー 

インタ—ネット接続（送信先のネットワーク）に使用する DNS サーバーのアド 

レスが表示されます。 

⑥ DHCP クライアント 

WAN 側の DHCP クライアント機能の状態が表示されます。 

⑦リース取得 

IP アドレスを取得した日時が表示されます。 

⑧残りリース時間 

IP アドレスが解放されるまでの残り時間が表示されます。 

⑨解放/書き換え 

解放 ：取得している IP アドレスを解放します。 

書き換え： DHCP クライアントが rONJ のときに IP アドレスを取得します。 

⑱再読み込み 

最新の情報を表示します。 
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< 固定 IP アドレスで接続する場合> 


詳細情報 


WAN 


( 






( 



b ルブ11終了」 

{ 


項目名 

説明 

① MAC アドレス 

本製品の WAN 側の MAC アドレスが表示されます。 

※ LAN 側の MAC アドレスは「ステータス」画面の「システムデータ」ボタ 

ンをクリックして表示される画面で確認できます。 

② IP アドレス 

本製品の WAN 側の IP アドレスが表示されます。 

③サブネットマスク 

本製品の WAN 側の IP アドレスに使用するサブネットマスクが表示されます。 

④ゲートウェイ 

インタ—ネット接続（送信先のネットワーク）に使用するゲートウェイが表示 

されます。 

⑤ DNS サーパー 

インタ—ネット接続（送信先のネットワーク）に使用する DNS サーバーのアド 

レスが表示されます。 

⑧ DHCP クライアント 

WAN 側の DHCP クライアント機能の状態が表示されます。 
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く PPPoE 接続の場合〉 



fgli 切，1「再読み込み] 


項目名 

説明 

①接続指定 

詳細を表示するセッションを「セッション1」と「セッション2」から選択し 
ます。 

② MAC アドレス 

本製品の WAN 側の MAC アドレスが表示されます。 

※ LAN 側の MAC アドレスは「ステータス」画面の「システムデータ」ボタ 
ンをクリックして表示される画面で確認できます。 

③ IP アドレス 

本製品の WAN 側の IP アドレスが表示されます。 

④サブネットマスク 

本製品の WAN 側の IP アドレスに使用するサブネットマスクが表示されます。 

⑤接続状態 

現在の接続状態を表示します。 

•「 ON 」 ：接続中です。 

•「 OFF 」 ：未接続です。 

※「接続方法」の設定を「トリガー接続」、または「手動接続」にしていて、未接 
続の場合に「接続」ボタンをクリックすると、インターネットに接続できます。 
「切断」ボタンをクリックするとインターネット接続を切断します。 

⑧接続ログ 

インターネットへの接続ログが表示されます。□グメッセージの詳細は、ヘル 
プを参照してください。 

⑦ログの削除 

表示されているログを削除します。 

⑧接続 

接続状態が 「 OFF 」 のときにインターネットへの接続を行います。「接続方法」 

の設定を「トリガー接続」、または「手動接続」にしているときのみ、使用でき 
ます。 

⑨切断 

接続状態が roNj のときにインターネットへの接続を切断します。「接続方法」 

の設定を「トリガー接続」、または「手動接続」にしているときのみ、使用でき 
ます。「常時接続」に設定している場合は、いったん接続を切断されますが、す 
ぐに再接続されます。 

⑱再読み込み 

最新のログを表示します。 
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< LOCAL OFFICE 接続の場合 > 


詳細情報 


WAN 












1ヘルプ11終了| 



項目名 

説明 

① MAC アドレス 

本製品の WAN 側の MAC アドレスが表示されます。 

※ LAN 側の MAC アドレスは「ステータス」画面の「システムデータ」ボタ 

ンをクリックして表示される画面で確認できます。 

② IP アドレス 

本製品の WAN 側の IP アドレスが表示されます。 

③サブネットマスク 

本製品の WAN 側の IP アドレスに使用するサブネットマスクが表示されます。 

④ゲートウェイ 

インタ—ネット接続（送信先のネットワーク）に使用するゲートウェイが表示 

されます。 

⑤ DNS サーパー 

インタ—ネット接続（送信先のネットワーク）に使用する DNS サーバーのアド 

レスが表示されます。 

⑧ DHCP クライアント 

WAN 側の DHCP クライアント機能の状態が表示されます。 
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「ログ機能」画面 

本製品では、インターネット接続やアクセス制限などのログを残すことができます。 
1メニユーから 「 Status 」 ボタンをクリックします。 

2 「ステータス」画面の「ログ機能」ボタンをクリックします。 


ログ機能 


インターネット接続ログ 

| ロ ク牾報||則除| 

アクセス制限ログ 

| 口 im 報 |1則除| 

M3 DoS(Denial of Service) アタック検出ログI ロヴ牾報丨1則除1 

|保存||キャンセル| 

I ヘルプ||終了 | 


項目名 

説明 

①インターネット 
接続□グ 

チェックを付けるとインターネット接続に関してのログを残します。「□グ情 
報」ボタンをクリックすると現在のログを表示します。「削除」ボタンをクリッ 
クするとログが削除されます。 

※工場出荷時は「有効」になっています。 

②アクセス制限□グ 

チェックを付けるとアクセス制限機能によってブロックされた情報をログに残 
します。「□グ情報」ボタンをクリックすると現在のログを表示します。「削除」 
ボタンをク U ックするとログが削除されます。 

※工場出荷時は「有効」になっています。 

③ DoS (Denial of 
Service ) アタック検 
出□グ 

チェックを付けると DoS (Denial of Service ) 攻撃を検出したときにログを 
残します。「□グ情報」ボタンをクリックすると現在のログを表示します。「削 
除」ボタンをクリックするとログが削除されます。 

※工場出荷時は「有効」になっています。 


3上記項目の設定後、「保存」ボタンをクリックして設定を反映します。 
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「 E - Mail 機能」画面 

本製品には、 E-Mail による□グ情報の配信機能があります。本機能を使用することで DoS 
(Denial of Service ) 攻撃が検出された時に管理者に対して□グメールで通知することも可能 
です。 


1メニューから 「 Status 」 ボタンをクリックします。 

2 「ステータス」画面の 「 E - Mail 機能」ボタンをクリックします。 


a 

b 



項目名 

入力例 

説明 

① DoS アタック検出時 
にログを送信する 


チェックを付けると「送信先 E - Mail アドレス」で設 
定した E - Mail アドレスに DoS (Denial of 
Service ) 攻撃を検出したときのログを送信します。 
「ログ機能」画面で 「DoS (Denial of Service ) ア 
タック検出ログ」を有効にしておく必要があります。 
※工場出荷時は「無効」になっています。 

② インターネット 
接続□グ 


チェックを付けるとインターネット接続に関しての 
ログ情報を E - Mail で送信します。「□グ機能」画面 
で「インターネット接続ログ」を有効にしておく必 
要があります。 

※工場出荷時は「無効」になっています。 

③ アクセス制限□グ 


チェックを付けるとアクセス制限機能を使用してブ 
ロックされた□グ情報を E - Mail で送信します。「口 
グ機能」画面で「アクセス制限ログ」を有効にして 
おく必要があります。 

※工場出荷時は「無効」になっています。 

④ 送信 


ログ情報を送信するタイミングを選択します。ログが 
一杯になったときに送信する場合は 「 a 」 を選択しま 
す。曜日と時間を決めて送信する場合は 「 b 」 を選択 
して曜日と時間を指定します。 

※ログ情報がいっぱいになると、設定よりも前に送信 
されます。 
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項目名 

入力例 

説明 

⑤送信先 

E - Mail アドレス 

corega @ xxx . ne.jp 

ログ情報の送信先 （ E - Mail アドレス）を設定します。 

※入力可能な文字は、半角英数字、記号で32文字ま 
でです。 

⑧件名 

Logs info 

「 E-Mail ログ送信」を有効にした場合、 E - Mail 送信 
時の件名を入力します。 

※入力可能な文字は、半角の英数字、記号で29文字 
までです。 

※件名に全角文字を入れた場合、受信側で文字化け 
する場合があります。 

⑦送信用 ( SMTP ) 
サーバー 

1 2. 34. 56. 1 

プ□バイダーから指定されたメール送信用 ( SMTP ) 
サーバーのホスト名か IP アドレスを設定します。 
※ホスト名を指定する場合、入力可能な文字は、半角 
の英数字、記号で50文字までです。 

⑧ポート番号 

25 

送信用 （ SMTP ) サーバーに接続する際に使用する 
ポート番号を設定します。 

※ポート番号は1〜65534の半角数字を入力して 
<ださい。 

※工場出荷時のポート番号は「25」になっています。 


※半角英数字、記号…〇〜9、 a 〜 z 、 ！”#$%&’ （）* +，- ./ :;< = >?@[¥] A に厂 


3上記項目の設定後、「保存」ボタンをクリックして設定を反映します。 
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■ Advanced 〜より高度な機能を設定する〜 

ネットワークアプリケーションを利用する際のポート設定やセキュリティの設定、バーチャル 
サーノ（一の設定など、本製品のより高度な機能の設定ができます。 

•アドバンスドインターネット〜ネットワークアプリケーションを利用できるようにする〜 

ネットワークゲームなど、ファイアーウォールによって、着信データの接続先が不明になってし 
まうアプリケーションを利用する際のポート設定を行います。おもなアプリケーションについて 
は、あらかじめ入力/出カポートが設定してあります。 

1メニューから 「 Advanced 」 ボタンー「アドバンスドインターネット」をクリックします。 


アドバンスドインターネット 

!H323(CUseeME 
KUn03U2> 


ァブリヶ寶舳虎〜 


8 MS NetMeetingS TGI Phone) i 


樹売先： 


[7 《リコンを g 折してください 
設定の終了後に保存ポタンを押 L てください， 


スペシャル登録されていないアブリケーシヨンを使用する場合は、本項目で設 
アブリケーシヨン定してぐ; f 汍、。 


スペシャルアブリケーシヨン 


PPPoE 設定：| テカ〇ン M ( il u 下の項目はアカウントごとに設定します ■ 
DMZ 0 DMZ ^ 使用する [_ パリ：^_4进択してく紋い J |- 

) f ソコンストにない場合 


[<*??||キャンセル丨丨ヘル ： n 


※マルチ PPPoE 接続の場合の画面例です。 


<D 

<D 


<D 

<D 


項目名 

説明 

①登録済アプリケー 
シヨン 

使用するアプリケーションを選択します。ここに表示されるのは、入力/出力 
ポートが設定済みのアプリケーションです。 

②接続先 

アプリケーションを利用するノ ':ソコンを選択します。利用したいノ ':ソコンがリス 
卜にない場合は、 「 PC データベース」 （ R 105) で登録してください。 

③スペシャルアプリ 
ケーシヨン 

「登録済アプリケーション」の一覧にないアプリケーションを利用する場合や、 
アプリケーションが正しく動作しない場合は、「スペシャルアプリケーション」 
ボタンをクリックして、新しく設定します （ P .95)。 

④ PPPoE 設定 

DMZ 設定する場合のアカウント（接続先）を選択します。マルチ PPPoE 接続 
の場合のみ表示されます。 

⑤ DMZ 

DMZ 機能を有効にします。「登録済アプリケーション」や「スペシャルアプリ 
ケーション」で設定してもアプリケーションが動作しない場合には DMZ 機能を 
使用します。アプリケーションを利用するパソコンを選択して、 「 DMZ を使用 
する」にチェックを入れます。 

を設定したパソコンは、本製品のセキュリティー機能が無効になるた 
め、セキュリティーが弱くなります。 DMZ 機能は必要な場合のみ有効にして 
ご使用ください。 

※マルチ PPPoE 接続の場合は、アカウントごとに設定することができます。 


2上記項目の設定後、「保存」ボタンをクリックして設定を反映します。 
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• 「スペシャルアプリケーション」画面 


「アドノ（ンスドインターネット」画面の「登録済アプリケーシヨン」の一覧にないアプリケーシヨ 
ンを利用する場合や、アプリケーシヨンが正しく動作しない場合には、個別に設定ができます。 

1メニユーから 「 Advanced 」 ボタンー「アドバンスドインターネット」をクリックします。 

2 「アドバンスドインターネット」画面で「スペシャルアプリケーシヨン」ボタンをクリックします。 



①②③ ④ 


項目名 

入力例 

説明 

①チェックボックス 

- 

利用するアプリケーションにチェックを入れます。 

②名称 

dialpad 

ネットワークアプリケーションの名前を任意で入力 

します。 

※入力可能な文字数は、半角英数字、記号で12文 
字までです。大文字は小文字に自動的に変換され 

ます。 

③入力 
ポート 

番号 

タイプ 

udp 

入カポートのプロトコルタイプを選択します。 

開始 

51200 

パソコンがデータを受信する際に使用するポート番 

号の範囲を入力します。 

※ポート番号には1〜65534の半角数字を入力し 

てください。 

終了 

51201 

④出力 

ポート 

番号 

タイプ 

udp 

出カポートのプロトコルタイプを選択します。 

開始 

51200 

パソコンがデータを送信する際に使用するポート番 

号の範囲を入力します。 

※ポート番号には1〜65534の半角数字を入力し 

てください。 

終了 

51201 


半角英数字、記号…〇〜9、 a 〜 z 、 ！”#$%&’ () * + ,-./:;< = >?@ [¥] a _) ; |~ 


f - アプリケーションのポート等の設定については、アプリケーションの開発元にお 
問い合わせください。 

• スペシャルアプリケーションを使用できるパソコンは、それぞれ1台のみです。 

3上記項目の設定後、「保存」ボタンをクリックして設定を反映します。 


95 




















































パーチャルサーバー〜インターネット上にサーパーを公開する〜 

インターネット （ WAN 側）から本製品の LAN 上のパソコンにアクセスできるようにします。外 
部にサーノ（一を公開できます。 

1メニューから 「 Advanced 」 ボタンー「パーチャルサーバー」をクリックします。 



項目名 

入力例 

説明 

① PPPoE 設定 

アカウント1 

バーチャルサーバーを公開するためのアカウント 
(接続先）を選択します。マルチ PPPoE 接続の場合 
のみ表示されます。 

②サーバー 

Web 

利用したいサーノ（一を選択します。 

③初期値に戻す 

_ 

選択したノチャルサーノて一の設定を初期設定に戻 
します。 

④全て無効にする 

_ 

一覧に表示されているすべてのノチャルサーバー 
を無効にします。 

⑤有効にする 

Web 

選択したノ （ー チャ J レサーノ （一 にチェックを付けて⑫ 
の「更新」ボタンをクリックすると、有効になりま 
す。新しくサーバーを追加するときは、ここにサー 
ノて_名を入力して⑧〜⑨の設定を行い、⑪の「追加」、 
⑫の「更新」ポタンをクリックすることで有効にな 
ります。 

※工場出荷時は「無効」になっています（チェックは 
入っていません)。 

※入力可能な文字は' 半角の英数字、記号で16文字 
までです。 

⑧接続先 

coregal 00 

バーチャルサ_バ_にするパソコンを選択します。 
利用したいパソコンがリストにない場合は 、 「PC 
データベース」 （ p . i 05) で登録してください。 

⑦プロトコル 

TCP 

開放するプロトコルのタイプを選択します。 

⑧出カポート番号 

80 

インターネット側からサーバーに接続するための 
ポート番号を入力します。 

※ポート番号には1〜65534の半角数字を入力 
してください。 


半角英数字、記号…〇〜9 、 a 〜 z 、 ！”#$%&， () * + ,-./:;< = >?@ [¥] a _( ; 
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項目名 

入力例 

説明 

⑨入カポート番号 

80 

サーバーソフトが使用するポート番号を入力します。 

※ポート番号には1〜65534の半角数字を入力し 

てください。 

⑱クリア 

- 

プロパティに入力した内容をクリアします。 

⑪追加 

- 

設定したノチャルサーノ（一を②のサーバ覧に 

追加します。 

※登録済みの他のサーバー名から名称を変更する必 

要があります。 

⑫更新 

- 

選択した;てーチャルサーノ〈一0設定内容を更新します。 

⑬削除 


選択したノチャルサーノを削除します。 


/メモ 


登録可能なサーバー数は40です。 


ダイナミック DNS ( DDNS ) 

〜バーチャルサーバーに URL でアクセスできるようにする〜 

インターネット上から IP アドレスではなく URL を指定して LAN 内のバーチャルサーバーに接 
続できるようにします。ダイナミック IP アドレスのような IP アドレスが固定されないサービス 
でも、 LAN 内のバーチャルサーバーにアクセスできるようになります。 


ダイナミック DNS は、以下の手順で設定します。 

1無料または有料サービスを提供している DDNS サイトで登録手続きをします。本製品から登 
録することができます。(ここでは、例として 「 http :// www . dyndns . org 」 に登録しています。) 
登録が完了すると、ユーザー登録確認メールが、 E - Mail で送られてきます。 

2 メニューから 「 Advanced 」 ボタンー「ダイナミック DNS 」 をクリックし、登録した DDNS ユー 
ザー名とパスワード、使用したいドメイン名を入力して「保存」をクリックします。 


ダイナミック DNS ( DDNS ) 

PPPoE 設定： 「ア的ント1滅 I bTF の項目 I37A ウントごと1:38定I■ます- 

DDNS イン:ネット側ドメインネーム <URD を«用して、パーチヤルザーパなど!こ格 
練す5■ことがでさます。 

本製品132«類のダイナミック DNStr- ビス«通折してご利用になることが巧能で 
す。下記ホームページよ 1 J 詳細をご MS2® 上ご利用<ださい。 


DvnDNS.org 無料サービス。登錄ページは こち/5で す。 
(英語のみのご案内になります） 


lw Network 有料サービス， S 錄^-ジはこ^です。 
お支1方法等をごの上ご利用ください- 
(日本語のみのご案内!こな 1 J ます） 


登錄後、《12メ-ル届きし EX 、ドメイン 6® 登錄乳てくだ 3U 
DDNStT- ビス： |DynDNS 

ユーザ _ 名： 

パスワード： 


coteea 




|.[dyndns ].[org | 


I 保存 I 丨キャンセル 1 [ベルブ I 

設定を有にするために設定の保存《、本 SS の再 E» を行ってください* 


<D 


■② 


■③ 

■④ 

■⑤ 


※マルチ PPPoE 接続の場合の画面例です。 
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項目名 

入力例 

説明 

① PPPoE 設定 

アカウント1 

ダイナミック DNS 機能を利用してノて_チャルサー 
バーを公開するためのアカウント（接続先）を選択 

します。マルチ PPPoE 接続の場合のみ表示されま 

す。 

② http :// 
www . dyndns.org 


D D N S サイトの1つである 「 http :// 
www . dyndns . org 」 へのリンクです。ここでサービ 

スへの登録ができます（2004年6月現在、サービ 

スは無料です)。 

③ DDNS サービス 


登録したダイナミック DNS のサービス名を選択し 

ます。 

④ユーザ名 

corega 

DDNS サイトで^1したユーザ名を入力してください。 

※入力可能な文字は、半角の英数字、記号で15文字 
までです。 

⑤パスワード 

Password 02 

DDNS サイトで登録したパスワードを入力してくだ 

さい。 

※入力可能な文字は、半角の英数字、記号で15文 
字です。入力したノ V ° スワードは画面上では「•」ま 
たは「*」で表示されます。入カミスのないよう 

にご注意ください。 

⑧ドメイン名 

corega 

DDNS サイトで登録した希望のドメイン名を入力し 

て < ださい。 

※一度取得したドメイン名は本製品から変更できま 
せん。ドメイン名を変更する必要があれば、 

DDNS サイトでアカウントを終了し、その後、新 

たに登録をしなおしてください。 

※使用可能な文字は、半角英数字、記号で、左側の 
入力欄は24文字以内、中央の入力欄は16文字 
以内、右側の入力欄は4文字以内で入力してくだ 
さい。 

⑦ DDNS ステータス 

— 

DDNS サイトにある DDNS サーパーからのメッ 

セージを表示します。 


半角英数字、記号…〇〜9 、 a 〜 z 、 ！”#$%&， () * + ,-./:;< = >?@ [¥] A _( ; 

3設定を保存すると、本製品はその時点で使用している IP アドレスを自動的に DDNS サイトに 
記録します。 「 DDNS ステータス」欄で、希望のドメイン名が取得できたかどうか、確認してく 
ださい。 

設定したダイナミック DNS を使用してノ（ーチャルサーノなどへの接続が可能になります。 

0 DDNS サイトへの登録は、お客様の自己責任で行ってください。登録に関して弊社では 
一切責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。 
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•アクセス制限〜パソコンのアクセスを制限する〜 

□—カル （ LAN ) 側に接続されているパソコンからインターネット （ WAN ) 側へのアクセスを 
制御します。アクセス制限は、グループごとに設定できます。 

1メニューから 「 Advanced 」 ボタンー「アクセス制限」をクリックします。 



※マルチ PPPoE 接続の場合の画面例です。 


項目名 

入力例 

説明 

① グループ選択 

グループ〇 

アクセス制限をするグループを選択します。 
※工場出荷時は「グループ0」になっています。 

② メンバー登録 

— 

グループ 0 以外のグループのメンノを編集できま 
す ( P .100 )o 

③ PPPoE 設定 

アカウント1 

インターネット側 （ WAN 側）へアクセスするアカウ 
ントを選択します。マルチ PPPoE 接続の場合のみ 
表示されます。 

④ アクセス制限 

なし 

アクセスを制限するかどうかを選択します。 

•「なし」：アクセスは制限されません。 

• 「全てのサービス」：全てのサービスがアクセス制 
限されます。 

• 「選択したサービス」：「サービス」で選択したサービ 
スのみ、アクセス制限されます。 

※工場出荷時は「なし」になっています。 

⑤スケジュール 

なし 

アクセス制限するスケジュールを選択します。「なし」 

を選択すると常にアクセス制限が有効になります。 
※工場出荷時は「なし」になっています。 

⑥スケジュール設定 


スケジュール内容を設定したいときにクリックしま 
す。曜日ごとにアクセス制限をする時間帯を設定で 
きます ( P . lOl)o 

⑦ サービス 

- 

アクセス制限をしたいサービスを選択します。 

⑧ サービスの編集 


アクセス制限するサービスを設定したいときにク 
リックします。サービスの追加や削除ができます 
( P .102)。 

⑨ ログ情報 

— 

アクセス制限ログの情報を確認したいときにクリッ 
クします。 

⑩ ログの削除 

— 

アクセス制限ログの情報を削除したいときにクリッ 
クします。 


2上記項目の設定後、「保存」ボタンをクリックして、設定を反映します。 
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「メンバー登録」画面 

アクセス制限をするグループを作成します。 

1メニューから 「 Advanced 」 ボタンー「アクセス制限」をクリックします。 


2 


「アクセス制限」画面で「グループ選択」のメニューから「グループ〇」以外のグループを選択し、 
「メンバー登録」ボタンをクリックします。 


グルーブ:グルーブ1 

新グルーブ 

ps 480227192.168 .1.11 TLANr 


ク’ルーブ〇(デフオルトグルーブ） 


I sim»1 | 

[_« 适加 I 

I 

[MxT 


ly^.l bo. 1 .1 i U. ANJ 


<D 

<D 

<D 


項目名 

説明 

①新グループ 

選択したグループのメンノを表示します。新しくグループを作成したときは、 
空欄になつています。 

② グループ〇 

デフオルトメンバーを表示します。本製品に接続されているすべてのパソコン 
が表示されます。 

③ 削除 

選択したメンノ (一を新グループから削除します。 

④ 追加 

選択したメンバーを新グループに追加します。 


3 上記項目の設定後、「終了」ボタンをクリックして、設定を反映します。 


メモ 


グループ〇に表示されているパソコンは、本製品が認識しているパソコンの一覧ですので、新グ 
ループに追加しても、一覧から削除されません。また、1つのパソコンを異なるグループ（グルー 
フ 0 を除く） に重複して登録することはできません。 

登録可能なノ 〇ノコンは最大50台です。 
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「スケジュール設定」画面 

アクセス制限をするスケジュールを設定します。スケジュールは、曜日単位で設定できます。 
1メニューから 「 Advanced 」 ボタンー「アクセス制限」をクリックします。 

2 「アクセス制限」画面で「スケジュール設定」ボタンをクリックします。 


スケジュール設定 


24 B 寺間表記で入力してぐ if さい1日中制限をするとき： 00:00 - 24:00 
1日中制限をしないとき：空欄_ 


曙日 

スケジュール1 

スケジュール2 

開始終了 

開始終了 

月曜 

[ ooj：H 

□□□CT 

火曜 

□口 

□：□ □口 

水曜 

on □口 

□口 

木曜 

□口 


金曜 

□口 □□ 

□□ □口 

土曜 

□□ 

□□ 

日曜 

□：□ □口 

□口 □□ 


〔保存）匚キセル] 

I ヘルプ][終了） 


項目名 

入力例 

説明 

①スケジュール1、 
スケジュール2 

一 

アクセス制限をする時間帯を選択します。1日のうちで、2 
つの時間帯を設定できます。 

②開始、終了 

00:00, 06:00 

アクセス制限の開始時間と終了時間を入力します。 


3上記項目を設定後、「保存」ボタンをクリックすると設定が反映されます。 
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「サービス」画面 

アクセス制限をするサービスの追加、削除を行います。 

1メニューから 「 Advanced 」 ボタンー「アクセス制限」をクリックします。 

2 「アクセス制限」画面で「サービスの編集」ボタンをクリックします 


① 


半角英数字、記号…〇〜9 、 a 〜 z 、 ！”#$%&’ () * + ,-./:;< = >?@ [¥] a _( ; }~ 

• アクセス制限したいサービスの使用するポートがひとつだけの場合は、「開始ポート番号」 
^ と「終了ポート番号」に同じポート番号を入力します。 

入力例の場合、 HTTP は8〇番ポートなので、開始ポート番号に「80」、終了ポート番号に 
「80」と入力します。 

• 登録済みのサービス数は40です。サービスの追加可能数は30です。 


3各設定項目を入力後、「追加」ボタンをクリックすると、「登録済みサービス」にサービスが追加 
されます。 


登録済み サービス 


AIM(TCP：5190 ) 

BQP(TCP：179 ) 

BOOTP CLIENK UDP：68 ) 
BOOTP SERVER( UDP：67..68 ) 
CU-SEEME(TCP/UDP：7648 ) 
DNS(TCP/UDP：53 ) 



サービスの追加 

サービス名: |HTTP | - 

タイブ: | TCP 邏 - 

開始ボート番号： [80 (TCP or UDP)j - 

終了ポート番号: [80 | (TCP or UDP)J - 

ICMR5M ノ: In. a 1(0-255) -- 

匚キ V ：/セル] 

[ヘルブ II 終了丨 


項目名 

入力例 

説明 

① 登録済みサービス 


登録済みのサービスの一覧を表示します。削除した 
いサービスを選択してください。「削除」ボタンをク 
リックすると、選択したサービスが削除されます。 

② サービス名 

HTTP 

追加登録するサービス名を入力します。 



※入力可能な文字は、半角英数字、記号で12文字ま 
でです。 

③ タイプ 

TCP 

追加登録するサービスのプロトコルを選択します。 

④ 開始ポート番号 

80 

サービスが使用するポート番号を入力します。 

⑤ 終了ポート番号 

80 

サービスが使用するポート番号を入力します。 

⑧ ICMP タイプ 

— 

「タイプ」で ncMPj を選択した場合に入力します。 


サー ビス 


②這④⑤⑥ 
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セキュリティー〜外部からの不正なアクセスを防ぐ〜 

本製品のセキュリティ機能の設定を行います。 

1メニューから 「 Advanced 」 ボタンー「セキュリティー」をクリックします。 


セキュリティー 

pppoE 設定： |アカウント1謹 k rF の項目はアカウントごとに設定します^— 

ファイアーウォール0 DoS(Denial of Service ) ファイア ー0 ォールを使用する- 

しきい値： ©高 (WAN 帯域幅 >2 Mbps ) 一 

〇中 (WAN 帯域幅1 - 2 Mbps ) — 
〇低 (WAN 帯域幅 < 1 Mbps ) 一 

無幼なパケットまたは格続は則除 S れます。し？い値は無幼な格続に限り有幼 


URI ■フィルター H URI ■フィルターを 使用す る一! [_ url フィルトの設定 

オフソヨン □ ICMP (こ返答する （Ping 返答）- 

HIPsec を許可-9る 1 
0 PPTP を許可する ' 

0 L 2 TP を許可する- 


[保存|匚キ v ンセル|匚へルプ I 


― ® 

— (D 

— (D 

— ® 

— (D 
— (D 

1 — © 

— (D 
— (D 


※マルチ PPPoE 接続の場合の画面例です。 


項目名 

説明 

① PPPoE 設定 

セキュリティー機能を設定するアカウント（接続先）を選択します。マルチ 
PPPoE 接続の場合のみ表示されます。 

② DoS (Denial of 
Service ) ファイア 
ゥォー ルを使用する 

有効にすると 、 DoS (Denial of Service ) 攻撃への防御ができます。 

※工場出荷時は「有効」になっています。通常はこのまま使用することをお勧め 
します。 

③ しきい値 

使用しているインターネットの帯域を選択します。 

※工場出荷時は「高」になっています。 

④ URL フィルターを 
使用する 

有効にすると、指定した URL への接続を制限します。 

※工場出荷時は「有効」になっていますが、 TURL フィルターの設定」には何も 
登録されていないため、 URL のフイルタリングはされません。 

⑤ URL フィルターの 
設定 

「 URL フィルター」画面が表示されます （ P .104)。 接続制限をする URL を設 
定します。 

⑥ ICMP に返答する 

本製品に ping コマンドが送信された場合に返答するかどうかを選択します。 
※工場出荷時は「無効(返答しない)」になっています。 

⑦ IPsec を許可する 

IPsec を使用し 、 VPN (Virtual Private Networking ) のパススルーを可能に 
するかどうかを選択します。 

※工場出荷時は「許可する （ IPsec のパススルーが可能)」になっています。 

⑧ PPTP を許可する 

PPTP を使用し 、 VPN (Virtual Private Networking ) のパススルーを可能 
にするかどうかを選択します。 

※工場出荷時は「許可する （ PPTP のパススルーが可能)」になっています。 

⑨ L 2 TP を許可する 

L 2 TP を使用し 、 VPN (Virtual Private Networking ) のパススルーを可能に 
するかどうかを選択します。 

※工場出荷時は「許可する （ L 2 TP のパススルーが可能)」になっています。 


2上記項目の設定後、「保存」ボタンをクリックして、設定を反映します。 
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「URL フィルター」画面 

1メニューから 「 Advanced 」 ボタンー「セキュリティ」をクリックします。 

2 「セキュリティ」画面で 「 URL フイルターの設定」ボタンをクリックします。 



項目名 

入力例 

説明 

① フイルターリスト 

一 

接続制限をする URL のリストが表示されます。 

② 削除 

— 

選択した URL を削除します。 

③ 全て削除 


フィルターリストに登録されている URL をすベて削 
除します。 

④ URL の追加 

http :// 

接続制限をしたい URL を入力し、「追加」ポタンを 


www . cd . xx.jp 

クリックすると、フィルターリストに URL が追加さ 
れます。 

文字列（例： violence ) を入力すると、その文字列 
を含む URL がアクセス制限されます。 

※入力可能な文字は、半角英数字、記号で72文字ま 
でです。 


半角英数字、記号…〇〜9、 a 〜 z 、 


1 ?，] • 登録可能な URL の数は50です。 

^/ _• URL を登録した場合、「 http ://」 は省略されてフィルターリストに表示されます。 

3上記項目の設定後、「終了」ボタンをクリックして、 RJRL フィルター」画面を終了します。 
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• PC データベース〜接続しているパソコンを表示する〜 

本製品に接続しているパソコンの一覧を表示します。 LAN 上のパソコンや固定 IP アドレスの情 
報を管理できます。 

「 DHCP クライアント」のパソコンは、一覧に自動的に追加されます。固定 IP アドレスを使用し 
ているパソコンは手動で追加します。 

パーチヤルサーパーや DMZ などを固定 IP アドレスのパソコンで設定する際は、かならず PC 
リストに手動で登録してください。 

1メニューから 「 Advanced 」 ボタンー 「 PC データべース」をクリックします。 



項目名 

入力例 

説明 

① PC リスト 


現在、接続されているパソコンもしくはネットワー 

ク機器を表示します。 

※ DHCP クライアントは、自動的に PC リストに表 
示されます。表示されていない場合は、対象のパ 
ソコンを再起動してください。固定 IP アドレスを 
使用しているパソコンは、手動でリストに追加し 
ます。 

※本製品に無線で接続しているパソコンは 、 PCU 
スト中で 「 WLAN 」 と表示されます。 

※パソコンを本製品から外して「再読み込み」ボタ 
ンをクリックしても、 PC リストは更新されませ 
ん。 PC リストを更新する場合は、本製品をリセッ 
卜するか電源を入れ直してください。 

②追加 

一 

パソコン名と IP アドレスを入力したパソコンを PC 
リストに追加します。 

③パソコン名 

corega 103 

PC リストに追加するパソコンのコンピュータ名(任 
意の名前)を入力します。 

※入力可能な文字は半角英数字、記号で15文字ま 
でです。 

④ IP アドレス 

192.168 .1.14 

PC リストに追加するパソコンの IP アドレスを入力 
します。 


半角英数字、記号…〇〜9、 a 〜 z 、 ！”#$%&’ ()* + ,-./:;< = >?@ [¥] A _|；}~ 
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項目名 

入力例 

説明 

⑤ 削除 

一 

選択したパソコンを PC リストから削除します。 

⑧ PC データー覧 

— 

PC データベースの詳細を表示したいときにクリックしま 
す。 

⑦ 再読み込み 

一 

PC リストの表示を更新したいときにクリックします。 

⑧ 詳細設定 

— 

PC データの詳細設定を行います（本ページ)。 


「 PC データベース（詳細設定)」画面 

接続されているパソコンのデータの詳細設定ができます。 

1メニューから 「 Advanced 」 ポタンー 「 PC データべース」をクリックします。 

2 「 PC データべース」画面で「詳細設定 J ポタンをクリックします。 


PC データべース(詳細設定） 

PC リストに新しく追力咭たは変更や削除を行父とができます。もし追加したノ《ソコンが接 
続されていなし、場合は、その/《ソコンの MAC アドレスを登錄しておく必要があし J ます。 



coregal 001 92.168.1.11 (WLAN) 00909624 e488 (11 定設定） 


coreealOl 192.168 .1.1 2 (WLAN) 000941 1b931 a (固定設定） 
coregal0 2192.168 .1.13(WLAN> 0002 dd411ec3< 固定設定） 





PC データ 




バソコン名： coregal03 | 



IP ァ P レス： 〇自■霸放彳尋 (DHCP& イァ'ノト） 

固定取得 （DHCP クライアント)：192.168.1.|14 

〇固定!淀 (DHCPfg 囲以外)： 



MAC アド L 

ス: 〇自動検#(ノ くソコンが接続されて1、る状態） 


〇 MAC アドレスは厂 







「 PC デ-夕追加1「 PCT- 夕更新II デ-則除1 



「再 K み込み|[ PC デ-夕一騖 ] 「戻る11ヘルプ J 



① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑧ 

⑧ 

⑨ 
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項目名 

入力例 

説明 

① PC リスト 


接続されているバソコンの一覧を表示します。 

※本製品に無線で接続しているパソコンは、 PC リスト中 

で 「 WLAN 」 と表示されます。 

※パソコンを本製品から外して「再読み込み」ボタンをク 

リックしても、 PC リストは更新されません。 PC リスト 

を更新する場合は、本製品をリセットするか電源を入れ 
直してください。 

②修正 


PC リストから設定を変更したいパソコンを選択し「修正」 

をクリックすると PC データにパソコンのデータが表示さ 

れます。 

③削除 


PC リストから削除したいパソコンを選択し「削除」をク 

U ックすると PC リストからパソコンが削除されます。 

④パソコン名 

corega 103 

パソコンのコンピュータ名と同じ名前を入力します。 

※入力可能な文字は半角英数字、記号で15文字までです。 

⑤ 

1 

P 

ア 

ド' 

レ 

ス 

自動取得 
(DHCP 

クライアント） 


パソコン側で IP アドレスを自動取得する設定にしている場 

合に選択します。 IP アドレスは本製品が自動的に割り当て 

ます。 

固定取得 
(DHCP 

クライアント） 

固定取得 

192. 168.1. 14 

パソコン側で IP アドレスを自動取得する設定にしてし、る場合 
に選択します。 IP アドレスは本製品が自動的に割り当てます 

が、ここで指定した IP アドレスが割り当てられます。 

※割り振れる IP アドレスは、 「 LAN 側設定 J ( P .77) で設定し 

ている IP アドレスの範囲になります。 

固定設定 
( DHCP 範囲以外） 


パソコン側で固定 IP アドレスを設定している場合に選択し 

ます。 

⑥ 

M 

A 

C 

ア 

K 

レ 

ス 

自動検索 


パソコンが LAN に接続されている場合に、本製品が自動的 
にパソコンの MAC アドレスを検索する設定にする場合に 

選択します。 

MAC 

アドレスは 


パソコンの MAC アドレスを直接設定する場合に選択して、 

MAC アドレスを入力します。 

⑦ PC データ追加 

— 

PC データを入力したパソコンを PC リストに追加します。 

⑧ PC データ更新 

— 

選択したパソコンのデータベースを更新します。 

⑨データの削除 

— 

選択したパソコンのデータべースを削除します。 

⑱再読み込み 

— 

PC データベースの表示を更新します。 

⑪ PC データー覧 

— 

エントリー可能な PC データを一覧表示します。 


半角英数字、記号…〇〜9、 a 〜 z 、 ！”#$%&’ ()* + ,-./:;< = >?@[¥] A _|；|- 


「 PC データー覧」に登録可能なバソコン数は50です。 
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•ルーテイング〜ルーテイングテーブルを設定する〜 


LAN 上に他のルーターまたはゲートウェイがある場合は、ルーティングの設定が必要です。通 
常は、 RIP を使用することをお勧めします。 

l^j スタティックルーティングテーブルを使用する際は、ルーティングの機能について理解す 
^/ る必要があります。詳しくは、ネットワーク管理者に確認してください。_^ 


1メニューから 「 Advanced 」 ボタンー「ルーティング」をクリックします。 

I -- ® 


ルーテイング 


□ RIP VI を使用する 


スタティ: 
ルーテイ: 


スタティックルーテイングテーブル 


詳細内容 

|雛先ネットワーク: [〇1 . 「〇 1,[〇1,[〇1 
|サブネッド?スク： 岡 . 岡 . 岡 . [5~~| 
ゲ-トゥェィ： fl92l，[l68|.|l ],[1 | 

| メトリック： 0(2-15) 


[pi] flR] (1»1 


® ® ® 


\W7\ 




■<D 

I 

■4) 


[レポート][ペルプ i 


項目名 

入力例 

説明 

① RIP VI を使用す 
る 


本製品で RIP を有効にするかどうかを選択します。本製品 
では RIP VI のみをサボートしています。 

※工場出荷時は「無効」になっています。 

※し〇〇厶し OFFICE の場合は表示されません(使用できません)〇 

②保存 

— 

RIP の設定を保存します（スタティックルーティングテー 
プルには変更はありません)。 

③スタテイツクルー 
テイングテーブル 

— 

設定されているスタティックルーティングテーブルの一覧 
を表示します。 

④接続先ネットワー 
ク 

0.0.0.0 

スタティックルーティングテーブルを設定する際の接続先 
ネットワークの IP アドレスを入力します。 

⑤サブネツトマスク 

255.255 .255.0 

スタティックルーティングテーブルを設定する際の接続先 
ネットワークのサブネットマスクを入力します。 

⑧ゲートウェイ 

192.168 .1.1 

スタティックルーティングテーブルを設定する際の接続先 
と通信するために使用するゲ_トウェイの IP アドレスを入 
力します。 


本製品の RIP は、 LAN 側のみとなります。 



































項目名 

入力例 

説明 

⑦メトリック 

2 

接続先ネットワークにデータが届くまでに通過するルーター 
の数です。 

2〜15の間で設定してください。 

⑧クリア 

— 

「詳細内容」欄の入力内容をクリアします。 

⑨追加 

— 

「詳細内容」欄の入力内容をスタティックルーティングテーブ 
ルに追加します。 

⑱更新 

— 

「詳細内容」欄の設定内容でスタティックルーティングテーブ 
ルを更新します。 

⑪削除 

— 

選択したスタティックルーティングテーブルを削除します。 

⑫レポート 

— 

設定されているすべてのスタティックルーティングテープル 
のリストを表示します。 


メモ 


登録可能なルーティングテーブル数は20です。 


109 














•リモート設定〜インターネット上から本製品の設定をする〜 


本製品をインターネット経由で設定できるようにします。 

1メニューから 「 Advanced 」 ボタンー「リモート設定」をクリックします。 


リモート設 

リモート設定 

定 

本製品をインターネット経由で設定することができます。 






1保存11 キャンセル 11 ヘルブ 1 



項目名 

入力例 

説明 

① PPPoE 設定 

アカウント1 

リモート設定を行うアカウント（接続先）を選択しま 
す。マルチ PPPoE 接続の場合のみ表示されます。 

②リモート設定を使用す 
る 


チェックを付けるとインターネット側 （ WAN 側）から 

本製品の設定を可能にします0 

※工場出荷時は「無効」になっています。 

③ポート番号 

8080 

インタ—ネット側から本製品にアクセスする際のポー 
卜番号を指定します。1〜65534の範囲でポート 
番号を入力してください。 

※工場出荷時は「8〇8〇」になっています。 

④本製品に接続するため 
の IP アドレス 


インタ—ネット側 （ W an 側）から本製品の設定をす 
る際に指定する IP アドレス（プロバイダーによって 
割り当てられたもの）が表示されます。 

※本製品に接続するための IP アドレスは、本製品の 
WAN 側 IP アドレスになります。 


2上記項目を設定後、「保存」ボタンをクリックすると設定が反映されます。 


0 -ダイナミック IP アドレスを使用している場合、本製品に接続するための IP アドレスが常 
に変わってしまいます。接続する前に、本製品の WAN 側 IP アドレスを確認してください。 
•「リモート設定を使用する」を有効に設定した場合、第三者からの不正アクセスやイン 
ターネット上への情報の漏洩などが考えられます。リモート設定を使用していないとき 
は、「無効」に設定することをお勧めします。 


インターネット側 （ WAN 側）から接続する際は、下記のように IP アドレスの後ろにポー 
卜番号を指定します。 

http :// 本製品の WAN 側 IP アドレス:ポート番号 
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• その他各種設定 


1メニューから 「 Advanced 」 ボタンー「その他各種設定」をクリックします。 


その他各種設定 


時間設定 

ダイレクト PPPoE 

UPnP 

MTU 

バックアッブ DNS 

©自動雜 — 1 


〇手動織」 

□ダイレ外 PPP0E5 許可する 








PPPoE* 統のみ使用ができます。 

1 ^:ツクアツブ DNS 1 ? —バー 1 : Il2j|34 [|56 1|_99 J 

/ birp ツブ dns^-v 卜 2 : IT - ! 1 ~ 1 C - ! 1 ~ ] 

この DNS は WAN 側設定で指定した DNSIP 無幼のと？のみ《用されます。 




\ 

1保存IIキVンせル || ヘルプ| 




KD 




マルチ PPPoE 接続時は、以下の画面のように表示されます。 


その他各種設定 


時間設定 


® 自動設定 


Ih 


〇手動設定 

ダイレクト PPPoE □ダイレ外 PPPoE を許可する 

UPnP ©アプリケーションで WAN IP を 選択する 
OWAN 側 IP のセツシヨンを 選択する 




PPPoE 設定：アカゥント1 .v.| - 

以下の項目はア:ウントごとに 肢运 します 

0 UPnP を使用する ■ 

口 WAN の切断機能を有効にする ■ 

MTU MTU^ 変更する: |iW 1 ( 1 - 1500 V S イト 

PPPoE 播練のみ«用がで5ます。 

プ DNS ツクアツブ DNS サーバー1: Il 2 JI 34 1.156 Jl 99 I 

/ ^ツクアツブ DNS サーノ\-2: 

この DNSI SWAN 側設定で指定した DNStf 無幼のときのみ®用されます。 


KD 

-( 2 ) 

■⑧ 


Q* 存 J 匚キ v ン t ル][ヘルブ| 


項目名 

入力例 

説明 

①時間指定 


本製品の内蔵時計を設定します。 

• 自動設定: NTP サーバーに接続し、自動的に時刻の 
設定を行います。 

• 手動設定:手動で設定するときに選択します。 

② UPnP を有効にする 


UPnP (Universal Plug and Play ) 機能によって 
自動的に LAN に接続された装置を検出し認識しま 
す。 UPnP 機能は 、 Windows XP 、 および Windows 
Me にてご使用になれます。 

※マルチ PPPoE 接続時は、表示されません。 

③ UPnP を使って本製 
品の設定を変更する 


チェックを付けると、 UPnP 機能を使用して、本製 
品の設定を変更することができます。チェックを外 
すと、 UPnP 機能を使用した本製品の設定変更はで 
きなくなります。 

※マルチ PPPoE 接続時は、表示されません。 
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項目名 

入力例 

説明 

④ PPPoE 設定 

アカウント1 

UPnP 、 MTU 、 バックアップ DNS を設定するアカ 
ウント（接続先）を選択します。 

※マルチ PPPoE 接続時のみ表示されます。 

⑤ UPnP を使用する 


チェックを付けると UPnP 機能を使用できます。 

• セッション1、2の両方にチェックを入れた場合、 
セッション1のみ有効になります。 

• セッション2のみ UPnP 機能を使用したい場合、 
セッション1のアカウントに対してチェックを外 
します。この場合セッション2の接続先設定も必 
要になります。 

※マルチ PPPoE 接続時のみ表示されます。 

⑧ WAN の切断機能を 
有効にする 


チェックを付けると UPnP 機能を使用して WAN (イ 
ンタ_ネット）を切断することができます。 

※工場出荷時は「無効」になっています。 

⑦ MTU を変更する 

1454 

MTU の値を変更します。 PPPoE 接続の場合のみ、 
設定できます。通常は U モートサーバーから自動的 
に設定されます。プ□バイダーから指示があったと 
きのみ変更してください。1〜1500の間で設定し 
てください。フレッツ • ADSL に接続した場合には、 
自動的に「1454」に設定されます。 

※工場出荷時の設定値は「1454」です。 

⑧ バックアップ DNS 

12. 34. 56. 99 

DNS (ドメインネームサーパー）の IP アドレスを 
入力します。優先 DNS サーバーが利用できない場合 
に、ここで入力した DNS サ_バ_が使用されます。 
プ□バイダーに指定された場合に入力してください。 
指定されない場合は空欄にしてください。 


2 上記項目の設定後、「保存」ボタンをクリックして、設定を反映します。 

問 マルチ PPPoE 接続時は、項目名の 「③ UPnP を使用する」以降の設定項目をアカウント ご 
W とに設定することができます〇_ _ _ 
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こんなときにはこの設定 



ネットワークゲームや音声/ビデオチヤットなど、ネットワーク上から各パソコンに直接アクセ 
スする必要がある場合は、本製品の設定を変更する必要があります。この章では、設定方法につ 
いて説明します。 


ットワークゲームをするには 


0 回線業者によっては、ネットワークゲームに対応していない場合がありますので、ご注 
意ください。 

ゲームサーバーとデータの 送受信を行う ポー トを本製品に設定する必要があります。 

• UPnP に対応したネットワークゲームの場合 

本製品は UPnP に対応しているので、 UPnP に対応したネットワークゲームであれば、自動的 
に本製品の設定が行われます。 

設定ユーティリティーで次の設定を行います。 

1「その他各種設定」で、 「 UPnP を使用する」を「有効」にします。 

詳しぐよ、 「 PART 6 設定ユーティリティーを見てみよう」「その他各種設定」 ( P .1 1 1) を参照 
してください。 

/^/ .Windows にて、ユニバーサルプラグアンドプレイ （UPnP) に関するセキュリティーの 
脆弱性が発見されています。ご利用になる前に、 Windows の修正ブログラムをインス 
トールしてください。 

詳細な設定方法は、 Microsoft にお問い合わせください0 
• UPnP がサポートされている 0S は、 Windows XP、Windows Me のみです。 


• UPnP に対応していないネットワークゲームの場合 

UPnP に対応していないネットワークゲームの場合は、次のいずれかの方法で設定します。 

• 登録済みのネットワークゲームを使う場合 

本製品では、ネットワークゲームをより手軽に使えるように、いくつかのネットワークゲームに 
ついてはあらかじめポート設定をしてあります。 

設定ユーティリティーで次の設定を行います。 

1「アドバンスドインターネット」の「登録済アプリケーシヨン」から使いたいネットワークゲー 
ムを選択します。 

2 「アドバンスドインターネット」の「接続先」でネットワークゲームをするパソコンを選択します。 

詳しくは、 「 PART 6 設定ユーティリティーを見てみよう」「アドバンスドインターネット」 
( P .94) を参照してください。 
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登録されていないネットワークゲームを使いたい場合 

使用するポート番号、タイプが分かっている場合は、新しく登録できます。 

設定ユーティリティーで次の設定を行います。 

1「アドバンスドインターネット」の「スペシャルアプリケーシヨン」でネットワークゲームが使 
用するポート番号とタイプを設定します。 

詳しくは、 「PART6 設定ユーティリティーを見てみよう」「スペシャルアプリケーシヨン」画面」 
(P.95) を参照してください。 


1^1 ネットワークゲームが使用するポート番号、タイプ（プロトコルのタイプ）については、各 
^ _ ゲームの製造元にお問い合わせください0 _ 


ネットワークゲームが使用するポート番号が分からない、または毎回変更される場合 

DMZ 機能を使います。設定ユーティリティーで次の設定を行います。 

1「アドバンスドインターネット」の 「DMZ」 でネットワークゲームするパソコンを選択します。 

詳しくは、 「PART6 設定ユーティリティーを見てみよう」「アドバンスドインターネット」 
(P.94) を参照してください。 


0 DMZ 機能の対象となっているパソコンは、本製品のフアイアーウォール機能が無効にな 
るため、セキュリティーが弱くなります。 DMZ 機能は、必要な場合のみ有効にしてご使 
用ください。 
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音声/ビデオチヤットなどのツールを使うには 


ここでは、代表的なソフトとして、 NetMeeting 、 MSN Messenger、Windows Messen ¬ 
ger を利用する場合の設定を説明しています。 

本製品では 、 Microsoft Windows Messenger （ Ve 「_4_7 以降 ）、 MSN Messenger ( Ver .5.0 
以降）および NetMeeting に対応しています。各アプリケーシヨンの使い方は、ヘルプやホーム 
ページを参照してください。 

• NetMeeting 

設定ユーティリティーで次の設定を行います。 

1「アドバンスドインターネット」の「登録済アプリケーシヨン」から 「 H 323 (C Usee ME&MS 
NetMeeting &TGI Phone )」を選択します。 

2 「アドバンスドインターネット」の「接続先」で NetMeeting を使うパソコンを選択します。詳 
しくは、 「 PART 6 設定ユーティリティーを見てみよう」「アドバンスドインターネット」 
( P _91) を参照してください。 

この方法で利用できない場合は、 DMZ 機能を使います。設定ユーティリティーで次の設定を行 
います。 

1「アドバンスドインターネット」の 「 DMZ 」 で NetMeeting を使うパソコンを選択します。 

詳しくは、 「 PART 6 設定ユーティリティーを見てみよう」「アドバンスドインターネット」 
( P .94) を参照してください。 


0 DMZ 機能の対象となっているパソコンは、本製品のフアイアーウォール機能が無効にな 
るため、セキュリティーが弱くなります。 DMZ 機能は、必要な場合のみ有効にしてご使 
用ください。 


• Windows Messenger ( Ve 「.4.7 以降 ）、 MSN Messenger ( Ve 「.5.0 以降） 

本製品は UPnP に対応しているので 、 Windows Messenger、MSN Messenger を利用する 
際は、自動的に本製品の設定が行われます （Windows XP のみ)。 

設定ユーテイリテイーで次の設定を行います。 

1「その他各種設定」で、 「 UPnP を使用する」を「有効」にします。 

詳しくは、 「 PART 6 設定ユーティリティーを見てみよう」「その他各種設定」 ( P .1 1 1) を参照 
してください。 


0 * MSN Messenger、NetMeeting は1台のパソコンでのみ使用できます0 
•対応 OS は、 Windows XP Service Packl (SP1) 以降のみです。 
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外部にサーバーを公開するには 


•) (ーチャルサーノ （ 一を使用する 

ノてーチャルサーノ（一機能を利用して外部にサーノ（一を公開する設定例です。 

1 「 Advanced 」 ボタンをクリックし、表示されたメニューから「パーチャルサーパー」をクリッ 
クします。 

2 「ノてーチャル サーノ 1'_」の r サーノ （_」から利用したい サーノ （一を選択します。 

3 「バーチャルサーバー」の「プロパティ」で「有効にする」をチェックし、接続先のパソコンを選 
択し、「プロトコル」、「入カポート番号」および「出カポート番号」を設定します。 

詳しくは、 「 PART 6 設定ユーティリティーを見てみよう」「バーチャルサーバー」 ( P .96) を参 
照してください。 


•ダイナミック DNS を使用して URL でアクセスする 


インタ— ネット側から ドメイン ネーム （ URL ) を使用して、 パー チャル サーバー などに接続する 
ことができる設定例です。 

1 「 Advanced 」 ポタンをクリックし、表示されたメニューから「ダイナミック DNS 」 をクリック 
します。 

2 「 http :// www . dyndns . org 」 をクリックし、 IDynDns . org の Web サイトでユーザー登録を行 
います。 

3 「ダイナミック DNS 」 の 「 DDNS データ」で「ユーザー名」、「パスワード」および「ドメイン名」を 
入力します。 


詳しくは、 「 PART 6 設定ユーティリティーを見てみよう」「ダイナミック DNS ( DDNS )」 
( P .97) を参照してください。 
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マルチ PPPoE で2つの接続先を使い分けるには 


•プロパイダーとフレッツ • スクウェアに接続する 

通常はプ□バイダーに接続し、 「 flets 」 のドメイン名が含まれた URL が入力されたとき、フレッ 
ツ • スクウェアに自動的に接続されます。 

通常のプ□バイダーへの接続設定を「アカウント1」に、フレッツ • スクウェアへの設定を「ア 
カウント2」に設定する例です。 

1 通常のプ□パイダーの設定を行います。 

「 WAN 」 ボタンをクリックし、「接続タイプ」で「マルチ PPPoE 」 を選択して、「次へ」ボタンをク 
U ックします。 

2 「 WAN - マルチ PPPoE 」 の 「 PPPoE 設定 J で「アカウント1」を選択し、「接続指定」で「セッショ 
ン1」を選択します。 

3プ□バイダーから通知された「ユーザー名」、「パスワード」を入力し、「オプション」、 「 DNS 」 の 
各設定を行います。 

4次にフレッツ•スクウェアの設定を行います。 

r pppoe 設定」で「アカウント 2 」を選択し、 r 接続指定」で「セッション 2 」を選択します。 


I メモ I 


「セッション2」を選択すると、「接続先設定」が有効になります。 


5 「ユーザー名」「パスワード」は、それぞれ以下の表の内容で入力します。 「 DNS 」 は「自動取得」 
を選択します。 



NTT 東日本の 
エリアのお客様 

NTT 西日本の 
エリアのお客様 

ユーザ名 

guest@flets 

flets@flets 

パスワード 

guest 

flets 


(2004年6月現在) 


6 「接続先設定」の r ドメイン追加」ボタンをクリックすると、「接続先設定」画面が表示されます。 

7 「ドメイン名」に 「 flets /」 を入力し、「追加」ポタンをクリックすると、リストに登録されます。 

8リストに登録された 「. flets /」 が反転表示になっていることを確認して「保存」ポタンをクリッ 
クし、設定内容を保存します。 

9 「閉じる」ポタンをクリックし、マルチ PPPoE の設定画面に戻ります。 

10 「保存」ボタンをクリックし、設定内容を有効にします。 


詳しくは、 「 PART 6 設定ユーティリティーを見てみよう」「マルチ PPPoE 接続の場合」 ( P .70) 
を参照してください。 
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•プロパイダーとフレッツ•グループアクセス （ NTT 東日本）/フレッツ•グループ （NTT 
西日本）の LAN 型払い出しに接続する 

通常はプロバイダーに接続し、フレッツ • グループアクセス （ NTT 東日本）/フレッツ • グルー 
プ （ NTT 西日本）の LAN 型払い出しを利用して、それぞれのパソコンのファイル共有などが必 
要な場合に、フレッツ • グループアクセス （ NTT 東日本）/フレッツ • グループ （ NTT 西日本） 
に自動的に接続されます。 

通常のプ□パイダーへの接続設定を「アカウント1」に、フレッツ•グループアクセス （ NTT 東 
日本）/フレッツ • グループ （ NTT 西日本） への 接続設定を「アカウント2」に設定する例です。 


1 通常のプ□バイダーの設定を行います。前ページの「プ□ノ C イダーとフレッツ•スクウェアに 
接続する」の手順！〜 3 と同じ設定を行います。 


2フレッツ' グループアクセス （ NTT 東日本)/フレッツ' グループ ( NTT 西日本)の LAN 型払い 
出しの設定を行います。 

「 PPPoE 設定」で「アカウント2」を選択し、「接続指定」で「セッション2」を選択します。 


I メモ I 


「セッション2」を選択すると、「接続先設定」が有効になります。 


3グループ管理者から通知された「ユーザー名」、「パスワード」を入力します。 


4 「接続方法」で「トリガー接続」を選択し、「無通信タイマー」を「15」分に設定します。 


5 「LAN TYPE 」 の「有効」にチェックを付けます。 「 IP アドレス」と「サブネットマスク」が表示さ 
れます。 


6グループ管理者から通知された ip アドレスを rip アドレス」に、サブネットマスクを「サブネッ 
トマスク」にそれぞれ入力します。 

7 「 DNS 」 で「自動取得」を選択します。 

8 「接続先設定 j の rip アドレス追加」ポタンをクリックすると、「接続先設定」画面が表示されます。 


9 「接続先設定」画面の rip アドレス」にグループ管理者から通知された接続相手の ip アドレスを 
入力し、「追加」ポタンをクリックすると、リストに登録されます。 



手順9で、接続先が複数ある場合はすべての接続先を登録してください。 


10リストに登録された 「 IP アドレス」が反転表示になっていることを確認して「保存」ボタンをク 
U ックして、設定内容を保存します。 


11「閉じる」ボタンをクリックし、マルチ PPPoE の設定画面に戻ります。 
12 「保存」ボタンをク U ックし、設定内容を有効にします。 
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詳しくは、 「 PART 6 設定ユーティリティーを見てみよう」「マルチ PPPoE 接続の場合」 ( P .70) 
を参照してください。 


問 •ファイル共有など、使用するアプリケーションによっては、バーチャルサーバーの設定、 

(P.93) や 「WAN- マルチ PPPoE」 設定画面 （P.70) の「接続先設定」にある 「NetBios 
有効」が必要になります。 

•フレッツ•グループアクセス （NTT 東日本）/フレッツ•グループ （NTT 西日本）の LAN 
型払い出しに接続する場合、必ず 「WAN- マルチ PPPoE」 設定画面 （P.70) の「接続先 
設定」にある 「NetBios 有効」にチェックを付けてください。 

•IP アドレス範囲として複数の IP アドレスが割り当てられていて、それぞれのパソコンに 
固定 IP アドレスを割り当てる場合は、パソコンのネットワーク設定 (P.53) が必要です。 

• NetBios を使用してコンピュータを指定する場合は、 WINS サーバまたは LMHOSTS が 
必要です。 ) 


•フレッツ•コネクト （ NTT 東日本）を利用する（ファームウエアバージョン1.10以降） 

フレッツ • コネクトを利用するには、マルチ PPPoE 接続モードで新しいアカウントを設定し、 
セッション2で使用します。 

1 P .1 17の操作'!〜2を参照して、通常のプ□バイダーへの接続設定を行います。 

2次にフレッツ•コネクトの設定を行います。 

「 PPPoE 設定」で「アカウント3」を選択し、「接続設定」で「セッション2」を選択します。 
※「セッション2」を選択すると、「接続先設定」が有効になります。 

3フレッツ•コネクトで使用する「ユーザー名」「パスワード」をそれぞれ入力します。 「 DNS 」 は 
「自動取得」を選択します。 

4 「接続先設定」の 「 IP アドレス追加」ボタンをクリックすると、「接続先設定」画面が表示されま 
す。 

5 「接続先設定」画面の「ネットワーク」に「172.0_0.0/8」を入力し、「追加」ボタンをクリックす 
ると、リストに登録されます。 

6リストに登録された「172.0.0.0/8」が反転表示になっていることを確認して「保存」ボタン 
をクリックして、設定内容を保存します。「閉じる」ボタンをクリックし、マルチ PPPoE の設定 
画面に戻ります。 

7 「接続先設定」の「ドメイン追加」ボタンをクリックすると、「接続先設定」画面が表示されます。 

8 「接続先設定」画面の「ドメイン名」に 「. flets /」 を入力して、「追加」ボタンをクリックし、同様に 
「ドメイン名」に「で011阳01：」を入力して「追加」ボタンをクリックすると、リストに登録されま 
す0 
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9 リストに登録された r . flets / Jr . connect 」 が反転表示になっていることを確認して「保存」ポ 
タンをクリックして、設定内容を保存します。「閉じる」ポタンをクリックし、 PPPoE の設定画 
面に戻ります。 

10「保存」ボタンをクリックして、設定内容を有効にします。 

11 「 Advanced 」 ポタンをクリックし、「その他各種設定」をクリックすると、「その他各種設定」画 
面が表示されます。 

12 「 UPnP 」 の「アプリケーシヨンで WAN IP を選択する」にチェックを付け、「保存」ボタンをク 
リックして、設定内容を保存します。 

以上で、フレッツ • コネクトを利用するための本商品の設定は終わりです。 

ネットワークコ5ュニケーシヨンソフトを起動して、フレッツ • コネクトをご利用ください。 

1^1 ダイレクト PPPoE 接続でフレッツ•コネクトを使用する場合は、「フレッツ•コネクト」 
W _セットアップガイドをご参照ください。 _ メ 


0 •フレッツ•コネクトをセッション1に設定した場合は、 Windows ® Messenger や MSN ® 
Messenger などのメッセンジャーソフトはご利用になれません。 

• フレッツ • コネクトの詳細は、フレッツ • コネクトの説明書などをご覧ください。 


•フレッツ•コミュニケーション （ NTT 西日本）を利用する（ファームウェアバージョン 
1.10以降） 

フレッツ • コミュニケーションを利用するには、マルチ PPPoE 接続モードで新しいアカウント 
を設定し、セッション2で使用します。 

1 P .1 17の操作1〜2を参照して、通常のプ□バイダーの接続設定を行います。 

2次にフレッツ•コミュニケーションの設定を行います。 

「 PPPoE 設定」で「アカウント3」を選択し、「接続設定」で「セッション2」を選択します。 
※「セッション2」を選択すると、「接続先設定」が有効になります。 

3フレッツ • コミュニケーションで使用する「ユーザー名」「ノ（スワード」をそれぞれ入力します。 
「 DNS 」 は r 自動取得」を選択します。 

4 「接続先設定」の 「 IP アドレス追加」ボタンをクリックすると、「接続先設定」画面が表示されま 
す0 
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5 「接続先設定」画面の「ネットワーク」に「219.11 1.224.0/20」を入力し、「追加」ボタンをク 
U ックすると、 U ストに登録されます。 

6リストに登録された「21 9.1 11.224.0/20」が反転表示になっていることを確認して「保存」 
ポタンをク U ックして、設定内容を保存します。「閉じる」ポタンををクリックし、マルチ 
PPPoE の設定画面に戻ります。 

7 「接続先設定」の「ドメイン追加」ボタンをクリックすると、「接続先設定」画面が表示されます。 

8 「接続先設定」画面で「ドメイン名」に 「. flets - c . jp 」 を入力して「追加」ポタンをクリックすると、 
U ストに登録されます。 

9 U ストに登録された 「. flets - c . jp 」 が反転表示されていることを確認して「保存」ボタンをク 
U ックして、設定内容を保存します。「閉じる」ボタンをクリックし、マルチ PPPoE の設定画面 
に戻ります。 

10「保存」ボタンをクリックし、設定内容を有効にします。 

11 「 Advanced 」 ポタンをクリックし、「その他各種設定」をクリックすると、「その他各種設定」画 
面が表示されます。 

12 RJPnP 」 の 「 WAN 側 IP のセッションを選択する」にチェックを付け、セッション2を選択し、 
「保存」ボタンをクリックして、設定内容を保存します。 

以上で、フレッツ • コミュニケーションを利用するための本商品の設定は終了です。 

ネットワークコ5ュニケーションソフトを起動して、フレッツ.コ5ュニケーションをご利用く 

ださい。 

.UPnP を使用するセッションをフレッツ.コミュニケーションで接続するため、 Windows® 
Messenger や MSN® Messenger などのメッセンジャーソフトはご利用になれません0 

•ダイレクト PPPoE 接続では、フレッツ • コミュニケーションはご利用になれません。 
(2004 年6月末現在） 

•フレッツ•コミュニケーシヨンの詳細は、フレッツ•コミュニケーシヨンの説明書など 
をご覧ください。 
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複数固定 IP サービスを利用するには （ Unnumbered 利用) 


各プ□パイダーが提供する複数固定 ip アドレスサービスを利用することにより、プ□バイダーか 
ら割り当てられた複数のグローバル固定 ip アドレスを本製品および本製品に接続されたパソコン 
にそれぞれ設定して、サーノ i '_ 公開などが可能になります。 

1 「 WAN 」 ポタンをクリックし、「接続タイプ」で 「 PPPoE/Unnumbered IP 」 を選択して、「次へ」 
ポタンをクリックします。 

2 「□グイン」で 「 PPPoE 接続名」、「ユーザー名」、「パスワード」を、「オプション」で「接続方法」、 
「無通信タイマー」を設定します。 

3 「 IP アドレス」で 「Unnumbered IP 」 を選択し、プ□バイダーから指定された 「 IP アドレス」、「サ 
ブネットマスク」を入力します。「タイプ」で 「Unnumbered IP 」 を選択します。 

4 「 DNS 」 を設定します。 

詳しくは、 「 PART 6 設定ユーティリティーを見てみよう 」 「Unnumbered IP 機能による PPPoE 
接続の場合」 （ P .68) を参照してください。 


0 Unnumbered を利用する場合は ソぐノコン 側に固定 IP アドレスを設定する必要がありま 
す。詳しくは、 「PART5 トラブルや疑問があったら」 「⑦ パソコンの ネットワークは正し 
く設定しましたか？」 (P.50) を参照してください。 
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付録 

J 


MAC アドレスについて 


ご契約されているプ□バイダーやインターネットサービスによっては、インターネットに接続で 
きる機器を事前に申請する必要があります。その場合、 CATV / ADSL モデムに直接接続するネッ 
トワーク機器（本製品も含むパソコンなど）の MAC アドレスをプ□バイダーに対して事前申請 
してください。 

本製品の WAN 側の MAC アドレスは本体底面に記入されています。 
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マルチ PPPoE 機能での制限事項 


マルチ PPPoE 接続の設定については、「マルチ PPPoE 接続の場合」 ( P .70) を参照してくださし、。 




マルチ PPPoE 

PPPoE 



セッション1 

セッション2 

WAN 側設定 





マルチ PPPoE 

〇 

〇 

X 


Unnumbered 

X 

X 

〇 


Unnumbered + Praivate 

X 

X 

〇 


接続方法 

〇 

〇 

〇 


無通信タイマー 

〇 

〇 

〇 


接続先設定 >IP アドレス 

X 

〇 

X 


接続先設定〉ドメイン 

X 

〇 

X 


接続先設定>ポート 

X 

〇 

X 

WAN 側設定 





BIG UDP 

〇 

〇 

X 


接続先設定 （NetBIOS 有効)つ 

X 

〇 

X 

フレッツ • グ)レープアクセス/フレッツ • ク^/ープ 





端末型払い出し 

X 

〇※ 6 

X 


LAN 型払い出し （LAN TYPE) 

X 

〇 

X 

ステータス 





□グ機能 

〇 

〇 

〇 


E-Mail 機能 

〇 

〇 

〇 

Messenger 系 





Windows® Messenge「4.7 

〇 

X 

〇 


MSN® Messenger4.6 

〇 

X 

〇 


MSN® Messenge「4.7 以降* 2 

〇 

X 

〇 


Quick Time Ver.6.0 

〇 

〇 

〇 

アドバンスドインターネット 





登録済アプリケーション 

〇 

X 

〇 


スペシャルアプリケーション 

〇 

X 

〇 


DMZ 

〇 

〇 

〇 

バ—■チヤルサーバー 





パーチャルサーバー 

〇 

〇 

〇 

ダイナ 5 ツク DNS 





ダイナミック DNS 

〇 

〇 

〇 

アクセス制限 





アクセス制限 

〇 

〇 

〇 


スケジュール設定 

〇 

〇 

〇 

セキュリティー 





DoS 

〇 

〇 

〇 


SPI*3 

〇 

〇 

〇 


URL フイルター 

〇 

〇 

〇 


ICMP 

〇 

〇 

〇 


VPN*4 

〇 

〇 

〇 

[ 

]グ機能 





DoS 攻撃 

〇 

〇 

〇 


インターネット接続 

〇 

〇 

〇 


アクセス制限 

〇 

〇 

〇 

PC データベース 





PC データべース 

〇 

〇 

〇 

ルーテイング 





RIP 

〇 

〇 

〇 


スタテイツクルーテイング 

〇 

〇 

〇 

モート設定 





リモート接続 

〇 

〇 

〇 


-の他の機能 





UPnP*5 

〇※ 7 

〇※ 7 

〇 


MTU 手動雖 

〇 

〇 

〇 


※1: Windows でファイル共有をする場合にチェックを入れます。 

※2 : Windows XP のみ対応しています。 

※3 :セッション1およびセッション2において BIG UDP を有効にした場合は、 SPI 機能は OFF になります。 

※4 : IPSec は、 IP エンドボントを指定する通信のみ可能です。 

※巳：ただし、 WAN 側切断処理 （ WAN の切断機能を有効にする）は 、 Windows XP がゲートウェイアイコンを一つ 
しか持てないためセッション1のみ有効です。 

※6 : DMZ の設定が必要です。 

※フ： UPnP はセッション1、2のいずれかの排他利用になります。 
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推奨ブラウザについて 


0 S 

推奨ブラウザ 

Windows XP 

Microsoft Internet Explorer 6.0 SP 1 以降 

Windows 2000 

Microsoft Internet Explorer 6.0 SP 1 以降 

Windows Me 

Microsoft Internet Explorer 5.5 

Windows 98 

Microsoft Internet Explorer 5.5 

Mac OS X 

Safari 1.0 以降 


おことわり 


•本書は、株式会社コレガが作成したもので、全ての権利を弊社が保有しています。弊社に無 
断で本書の一部または全部をコピーすることを禁じます。 

-予告なく本書の一部または全体を修正、変更することがありますがご了承ください。 

• 改良のため製品の仕様を予告なく変更することがありますがご了承ください。 

-本製品の内容またはその仕様により発生した損害については、いかなる責任も負いかねます 
のでご了承ください。 

◎2003 株式会社コレガ 

corega は、株式会社コレガの登録商標です 0 

Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または 
商標です。 

Mac 0 S は、 Apple Computer.Inc の米国およびその他の国における登録商標です。 

フレッツは、東日本電信電話株式会社および西日本電信電話株式会社の登録商標です。 

その他、この文書に掲載しているソフトウェアおよび周辺機器の名称は各メーカーの商標または 
登録商標です。 

2003年11月 Rev.A 初版 
2005年3月 Rev.C 第三版 
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